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『観光まちづくり』第４号発刊に寄せて
國學院大學観光まちづくり学部長

西村 幸夫

　
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』
第
4
号
を
皆
様
に
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

　

私
た
ち
國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
も
開
設
か

ら
３
年
目
に
入
り
、最
上
級
生
は
3
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

2
年
生
か
ら
3
年
生
に
か
け
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
グ

ル
ー
プ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」
も
最
終
ス
テ
ー
ジ
ま
で
一
連
の
講
義
が
終

了
し
ま
し
た
。
学
生
諸
君
が
仲
間
た
ち
と
苦
労
し
て
取
り

組
ん
で
く
れ
た
地
域
の
課
題
解
決
・
魅
力
向
上
へ
向
け
た

力
の
入
っ
た
提
案
ポ
ス
タ
ー
を
一
覧
し
て
、
こ
う
し
た
試

み
が
着
実
に
学
生
達
の
身
に
付
い
て
き
て
い
る
と
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
の
恵
み
が
息
づ
く
観

光
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町
と
岐

阜
県
郡
上
市
石い
と
し
ろ

徹
白
地
区
の
地
域
に
根
差
し
た
魅
力
づ
く

り
の
着
実
な
動
き
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
住
田
町

も
石
徹
白
も
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
土
地
に
し
っ
か

り
と
根
差
し
た
生
活
を
お
く
る
魅
力
的
な
人
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
地
元
の
ス
ギ
を
活
か
し
た
林
業
や
鉱
山
の

歴
史
、
御
師
の
活
動
な
ど
信
仰
に
根
差
し
た
古
く
か
ら
の

生
活
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
が
地
域
を
彩
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
う
し
た
場
所
と
人
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
移
り
住

む
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
魅
力
あ
る
中
山
間
地
の
集
落
と
そ
こ
で
活
躍

す
る
魅
力
的
な
人
々
は
、
そ
の
気
に
な
っ
て
見
渡
す
と
、

こ
の
国
に
は
ま
だ
ま
だ
数
多
く
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
こ
に
は
地
域
に
根
差
し
た
多
彩
な
活
動
が
、
魅
力
的
な

人
々
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
地

域
の
応
援
団
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
関
わ
っ
て
い
け
る
の

で
す
。

　

本
号
で
は
ま
た
、
お
も
に
海
外
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究

活
動
を
続
け
て
い
る
教
員
4
名
に
登
場
願
い
、
座
談
会

の
模
様
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
発
言
も
、
自
分

の
関
心
を
追
究
し
て
い
っ
た
先
に
海
外
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
ま
ず
海
外
あ
り
き
の
研
究
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
点
が
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。
外
国
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
伝
え
た
い
内
容
が
あ
れ
ば
伝
わ
る
も
の

だ
と
い
う
感
想
も
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
心
の
中
に

あ
る
境
界
（
ボ
ー
ダ
ー
）
を
取
り
払
う
こ
と
が
出
発
点
に

な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
海
外
か
ら
の
視
点
を
持
つ
こ
と

で
日
本
の
常
識
を
疑
う
視
点
も
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

本
号
の
幅
広
い
内
容
の
記
事
か
ら
、
私
た
ち
の
目
指
す

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
拡
が
り
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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 自然とともに生き人が人を呼ぶ住田流まちづくり
12 岐阜県郡上市石徹白地区　

 “源”の集落で起こり続ける温故知新

第4回「観光まちづくりフォーラム」開催報告
20 第一部 人材育成と地域の発展を目指す観光まちづくり学部のこれから
21 第二部 シンポジウム「地域の暮らしと観光まちづくり」
  プレゼンテーター　
  井澤 るり子氏 熊本県美里町でのフットパスの取り組み紹介
22  川口 洋美氏 滋賀県大津市での外国人向け観光ツアーの取り組み紹介
23  吉川 真嗣氏 新潟県村上市の町屋を活かしたまちづくりの取り組み紹介
24  パネルディスカッション
   「それぞれの地域が実践する暮らしに根づいた観光まちづくり」

28 第8回～第10回「観光まちづくりカフェ」開催報告

地域連携最前線
30 連携Ⅰ　鳥羽の魅力を発信する「鳥羽うみライブラリー」を開設
31 連携Ⅱ　産官学共同研究プロジェクト始動－栃木市「蔵の街」を中心に
32 連携Ⅲ　学生目線で丹沢大山エリアの魅力を再発見！
33 「観光まちづくりライブラリー」

34 観光まちづくり学部 専任教員紹介
38 教員座談会　
 海外での活動は、
 心の中にある境界（ボーダー）を取り払うことから
42 研究クローズアップ　
 「観光宿泊業から見た日本社会の未来」　井門 隆夫教授

地域と歩む博物館
46 Vol.7　秋田県立博物館
48 Vol.8　むろと廃校水族館

50 観光まちづくり学部WEBサイト・観光まちづくり学部X（旧ツイッター）のご案内
 観光まちづくり学部GUIDEBOOK 2024 全ページ公開のご案内
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表紙の言葉

タイトル“休息をとる古民家”

住田町で人々が集う拠点と
なっている「まち家世田米駅」

（旧菅野家住宅）のリノベー
ション前の姿を、中庭に立ち
止ってスケッチしたものです。
現在広場となっている庭に
は、春の陽光のもと木々が
茂っており、その奥で、利活
用を前にしばし休息をとって
いる築100年の古民家は、住
田のやさしいおばあちゃん、と
いったふうでした。

木村 直紀（きむら なおき）
一般社団法人邑サポート理事/
コミュニティデザイナー

（岩手県住田町在住）



※
１まち

家
世
田
米
駅

明
治
時
代
か
ら
昭
和

30
年
代
に
か
け
て
建

設
さ
れ
た
家
屋
や
蔵

な
ど
を
活
用
。
昔
な
が

ら
の
た
た
ず
ま
い
を

残
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
、交
流
ス
ペ
ー
ス
、

ま
ち
家
体
験
ス
ペ
ー

ス
、
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
を
配
置
。
開
設
以

降
、
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
世
代

の
住
民
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
て
い

る
。
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こ
の
施
設
を
核
に
、

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ケ
セ

ン
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
後
述
）
な
ど
で

つ
な
が
り
の
あ
る
著
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

ラ
イ
ブ
、
地
元
産
食
材

を
使
っ
た
食
の
イ
ベ
ン

ト
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
大
学
教
授
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
人
に
よ
る
講
演

会
、
世
代
間
交
流
企
画

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

地
元
を
盛
り
上
げ
て
い

る
。

　
「
住
田
町
の
魅
力
の

一
つ
は
、
そ
こ
に
暮
ら

す
地
元
の
人
た
ち
」。
そ
う
語
る
の
は
、
自
身

も
震
災
を
き
っ
か
け
に
住
田
町
に
移
住
し
た
植

田
敦
代
さ
ん
（
38
）。
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
設
立

メ
ン
バ
ー
で
、
地
元
民
の

〝
熱
〟
に
当
て
ら
れ
た
一
人

だ
。

　

個
人
事
業
主
と
し
て
関

係
人
口
創
出
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
担
い
、
県
外
企

業
の
研
修
受
け
入
れ
な
ど

を
行
っ
て
い
る
植
田
さ
ん
。

「
住
田
の
魅
力
は
、
観
光
で

は
な
く
人
で
す
。
住
田
に

来
て
く
れ
た
人
を
連
れ
て

行
く
の
は
、
自
分
た
ち
で

橋
を
直
し
て
い
た
り
、
地

と
と
も
に
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
立
ち
上
げ
た
。
住

田
と
関
わ
り
の
あ
る
人
や
団
体
を
巻
き
込
み
な

が
ら
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
数

多
く
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
2
0
1
6

年
度
に
整
備
さ
れ
た
住
民
交
流
拠
点
施
設
・
ま

ち
家
世せ

田た

米ま
い

駅
※
１
。
明
治
初
期
に
建
設
さ
れ
、

昭
和
中
期
に
増
築
・
改
修
さ
れ
た
「
旧
菅
野
家
」

の
構
造
や
部
材
を
で
き
る
限
り
当
時
の
ま
ま
残

す
形
と
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
、交
流
ス
ペ
ー
ス
、ま
ち
や
体
験
ス
ペ
ー
ス
、

蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
公
民
館
と
し

て
の
機
能
も
設
け
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
年
々
人
口
が
減
少

し
て
い
る
古
里
に
対
し
て
、
村
上
さ
ん
は
「『
消

滅
し
て
い
く
町
』
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
ま
ち

だ
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。
地
元
の
若
者
た
ち

が
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
ま
ち

を
次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
支
援
を
き
っ
か
け

に
、
住
田
に
は
県
内
外
の
人
や
団
体
と
の
多
く

の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
縁
を
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
村
上
さ
ん
は
地
元
民
や
移
住
者

構成・文＝㈱東海新報社
写真＝㈱東海新報社、住田町教育委員会、南雲勝志　
イラストマップ＝ナグモデザイン事務所
編集協力＝住田町、ＳＵＭＩＣＡ、邑サポート、
松日橋受益者組合、滝観洞観光センター

地
元
の
〝
熱
〟

移
住
者
に
響
く

　

人
口
５
０
０
０
人
に
満
た

な
い
小
さ
な
町
に
外
か
ら
人

が
集
い
、
移
住
し
て
く
る
。

こ
の
ま
ち
で
は
、
地
元
民
が

年
代
問
わ
ず
地
域
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
活
動
し
、
そ
の

熱
意
と
人
の
「
お
も
し
ろ
さ
」

に
魅
了
さ
れ
た
移
住
者
た
ち

も
、
地
域
の
一
員
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
へ
と
加
わ
っ
て

い
る
。

　

そ
の
代
表
例
が
、
ジ
ャ
ン

ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
住
田
町

を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
展
開

し
よ
う
と
2
0
1
5
年
度
に

設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
村
上
健
也

代
表
理
事
）
だ
。

　

村
上
さ
ん
（
56
）
は
、
地

元
・
県
立
住
田
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
都
の
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
に
進
学
し
、
都
内
で
10
年
間

勤
務
。
28
歳
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
家
業
の
塗
装
業

に
就
い
た
。

K

1
8
8
8
年	�

市
町
村
制
施
行
に
よ
り
、「
気
仙
郡
」

か
ら
世
田
米
村
、
上
有
住
村
、
下
有

住
村
の
３
村
が
独
立

1
9
3
3
年	

世
田
米
に
昭
和
橋
架
橋

1
9
5
5
年	�

世
田
米
、
下
有
住
、
上
有
住
が
合
併

し
て
「
住
田
町
」
と
な
る

1
9
6
6
年	

滝
観
洞
で
「
洞
窟
開
き
」

2
0
0
9
年	

ケ
セ
ン
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

2
0
1
1
年	�

東
日
本
大
震
災
発
生
。
住
田
町
内
３

カ
所
に
応
急
仮
設
住
宅
建
設

2
0
1
4
年	

木
造
の
役
場
新
庁
舎
が
完
成

	

一
般
社
団
法
人
邑
サ
ポ
ー
ト
設
立

2
0
1
5
年	�

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
設
立

2
0
1
6
年	�

住
民
交
流
拠
点
施
設
「
ま
ち
家
世
田

米
駅
」
整
備

2
0
1
8
年	�

木
造
の
大
船
渡
消
防
署
住
田
分
署
が

完
成
。
関
係
人
口
創
出
事
業
を
開
始

2
0
2
0
年	�

町
内
の
仮
設
住
宅
か
ら
全
員
が
退
去

2
0
2
1
年	�

木
造
の
上
有
住
地
区
公
民
館
が
完
成
。

	

Ｗ
Ｄ
Ｌ
と
連
携
協
定
締
結

2
0
2
2
年	�

昭
和
橋
が
渡
り
納
め
に
。
解
体
工
事

も
ス
タ
ー
ト

2
0
2
3
年	�

仮
設
住
宅
跡
地
に
「
仕
事
と
学
び
複

合
施
設
」（
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
）
が

完
成

2
0
2
4
年	�

滝
観
洞
観
光
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

住田町の象徴でもある気仙川沿いの蔵並み

震災がきっかけで住田町に移住した植
田さん。SUMICAでの活動のほか、関
係人口創出の取り組みも展開している

SUMICA代表の村上さん。県内外の人
との連携を推進している

1926（大正15）年の
世田米。手前から7軒
目が現在の「まち家
世田米駅」

住田町中心部世田米地区の散策ルート。昔の町屋がきれいに残っている（住田町+世田米ガイドブックより）

昭和橋は桜のビュースポット。新しい橋の完成を桜
が見守っている

2022年11月4日の渡り納め会。参加者は感謝の
思いをメッセージにして橋に記した

愛されて90年
架け替えとなる「昭和橋」

　かつて宿場町として栄えた世田米
商店街側と、役場などがある川向地区
を結んできた「昭和橋」。1933（昭和
８）年の架橋以来、長さ73㍍のこの
橋は住民の “生活道 ”としても親しま
れ、川沿いに立ち並ぶ蔵並みと調和し、
歴史や古き良きたたずまいを感じさせ
る景観も形成してきた。
　春夏秋冬、朝、昼、晩、いつの季
節、どんな時間もどんな天候でも、昭
和橋が見せる“表情 ”は絵になる景色
だった。その景観と日常的な利用によ
り地域に愛されてきた昭和橋だが、治
水安全性の観点から架け替えられるこ
ととなり、2023年には解体工事が完
了。2025年度末の新橋完成に向けて、
今は工事が進められている。
　新たな橋は、どんな表情を見せてく
れるのだろうか。旧橋のように地域に
愛され、住民をつないでくれることを
願いたい。そして、これからの住田の
未来を、ずっと見続けてほしい。

住
田
町
ま
ち
づ
く
り
年
表

岩手県の南東部にあり、北上高地の南端に位置する住
すみ

田
た

町。隣接する大船渡市や陸前高
田市とともに「気

け せ ん

仙地方」と呼ばれる。町の総面積の約90％を森林が占め、公共施設を地元
の木材で建設するなど、森林資源を生かした取り組みが行われている。内陸部に位置する住
田町は、2011年３月11日に発生した東日本大震災では大きな被害は受けず、被災した両市
を後方から支援。ボランティアの活動拠点にもなり、復興支援を通じて全国各地の人々との
つながりが生まれた。その縁から移住者も増え、地元民とともにまちづくりに取り組んでいる。

自然とともに生き人が人を呼ぶ

住田流
まちづくり 岩手県気仙郡住田町

自然の恵みが息づく
観光まちづくり

住田町ホームページ



※
２住田

町
の
取
り
組
み

2
0
1
8
年
度
か
ら

関
係
人
口
創
出
事
業

を
進
め
て
い
る
。
住
田

に
ゆ
か
り
の
あ
る
県

外
在
住
者
な
ど
を
中

心
に
「
す
み
た
大
好
き

大
使
」
を
委
嘱
し
、
住

田
町
フ
ァ
ン
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。「
地

域
み
ら
い
留
学
」
制
度

に
よ
っ
て
住
田
高
校

に
入
学
し
た
現
役
高

校
生
も
大
使
の
顔
を

持
つ
。
ま
た
、
都
市
部

在
住
者
ら
を
招
い
て

の
現
地
ツ
ア
ー
で
地

域
の
魅
力
を
発
信
す

る
な
ど
、
つ
な
が
り
の

構
築
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ａ
で
も
、
県
外
企
業
の

町
内
研
修
な
ど
を
受

け
入
れ
て
い
る
。

※
３ＷＤ

Ｌ

全
国
各
地
域
の
企
業

や
地
方
自
治
体
向
け

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

手
が
け
て
い
る
。
企
業

横
断
に
よ
る
新
規
事

業
担
当
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
、
複
業
実

践
者
向
け
の
勉
強
会

も
実
施
し
、
複
業
を

実
践
す
る
首
都
圏
在

住
の
企
業
勤
務
者
ら

２
０
０
人
超
が
所
属

す
る
。

7 6

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
な
ど
に
架
け

替
え
ら
れ
て
お
り
、
残
っ
て
い
る

の
は
松
日
橋
だ
け
に
な
っ
た
。

　

地
元
民
が
復
旧
作
業
に
励
み
、

そ
れ
を
見
守
る
町
民
た
ち
の
様
子

も
、
地
域
に
根
付
い
た
美
し
い
光

景
だ
。
観
光
地
と
銘
打
っ
て
は
い

な
い
も
の
の
、
住
田
を
代
表
す
る

景
観
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
町

内
外
に
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　

橋
を
管
理
す
る
「
松
日
橋
受

益
者
組
合
」
の
金
野
純
一
さ
ん

（
80
）
は
、
松
日
橋
を
「
里
道
」

と
表
現
す
る
。「
こ
の
橋
は
、
地

域
と
地
域
を
結
ぶ
道
路
と
一
緒
。

道
路
が
崩
れ
た
ら
復
旧
さ
せ
る
よ

う
に
、
松
日
橋
も
流
れ
た
ら
直
す

の
が
当
然
の
こ
と
だ
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
金
野
さ
ん
は
「
田
舎
の

風
情
と
い
う
か
、
風
景
の
一
部
だ

ね
」
と
も
語
る
。「
か
つ
て
の
よ

う
に
利
用
す
る
人
は
一
日
に
１
人

か
２
人
ぐ
ら
い
だ
け
ど
、
な
く
な

れ
ば
さ
み
し
い
。
残
し
て
い
き
た
い
ね
」
と
、

強
い
愛
着
を
持
つ
。

　

橋
の
近
く
に
は
多
く
の
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ

て
お
り
、
満
開
と
な
る
時
期
に
は
住
民
が
花
見

を
楽
し
む
な
ど
、
住
民
同
士
の
一
体
感
が
強
い
。

「
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
松

日
橋
が
あ
る
か
ら
。
こ
の
橋
は
、
住
民
同
士
の

絆
を
つ
な
ぐ
も
の
な
ん
だ
」。

国
、県
に
頼
ら
な
い

町
独
自
の

仮
設
住
宅
の
建
設

　

岩
手
県
沿
岸
部
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
。
住
田

町
に
隣
接
し
、
生
活
圏
を
と
も
に
す
る
大
船
渡

市
、
陸
前
高
田
市
が
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
中
、
住
田
町
は
両
市
の
後
方
支
援
に

尽
力
し
た
。

　

代
表
的
な
支
援
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の

が
、
住
田
町
が
独
自
に
建
設
し
た
、「
住
田
型
」

と
呼
ば
れ
た
木
造
仮
設
住
宅
。
町
は
発
災
か
ら

わ
ず
か
３
日
後
、「
避
難
所
で
寒
さ
や
恐
怖
に

震
え
る
気
仙
の
仲
間
に
ぬ
く
も
り
を
」
と
の
思

い
か
ら
、
仮
設
住
宅
の
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。

　

本
来
は
県
が
建
物
を
提
供
す
る
の
が
原
則
で

は
あ
っ
た
が
、
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
町
独
自
で
の
建
設
を
決
断
。
予
算
も

国
、
県
に
頼
ら
ず
、
町
が
自
ら
負
担
し
た
。

　

町
が
建
設
し
た
仮
設
住
宅
は
、
従
来
の
プ
レ

ハ
ブ
工
法
の
長
屋
タ

イ
プ
と
は
異
な
り
、

戸
建
て
の
木
造
タ
イ

プ
。
壁
に
は
断
熱
材

を
木
材
で
挟
ん
だ
パ

ネ
ル
を
使
用
し
、
住

田
の
厳
し
い
寒
さ
に

応
じ
た
工
夫
を
凝
ら

〝
絆
〟を
つ
な
ぐ

住
民
が
守
る
「
松
日
橋
」

　
「
せ
ー
の
、
よ
い
し
ょ
！
」。
住
民

た
ち
の
威
勢
の
良
い
か
け
声
が
響
く
。

　

住
田
町
下し

も

有あ
り

住す

高
瀬
地
内
を
流
れ
る
気
仙

川
に
架
か
る
、
木
製
の
「
松ま

つ

日び

橋ば
し

」
※
１
。
大

雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
時
に
は
部
材
の
損
傷
を

防
ぐ
た
め
に
あ
え
て
流
さ
れ
る
よ
う
に
、
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
に
つ
な
が
れ
た
長
さ
11
㍍
の
木
の
板

を
橋
脚
に
乗
せ
て
い
る
だ
け
の
簡
単
な
造
り
に

な
っ
て
お
り
、
流
れ
る
度
に
住
民
た
ち
が
手
作

業
で
復
元
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
流
れ
橋
」
は
、
か
つ
て
は
気

仙
川
流
域
に
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

※
１松日

橋

下
有
住
の
中
山
、
松
日

両
地
域
を
結
ぶ
長
さ

約
40
㍍
の
松
日
橋
。
現

在
、
左
岸
側
の
松
日
地

域
と
、
右
岸
側
の
中
山

地
域
の
計
18
世
帯
で

構
成
す
る
受
益
者
組

合
が
管
理
。

　

橋
は
長
さ
11
㍍
の

板
４
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
よ
う
に
架
け
ら
れ

て
お
り
、橋
脚
に
は「
叉

股
（
ザ
マ
ザ
）」
と
呼

ば
れ
る
太
い
枝
が
二
股

に
分
か
れ
た
部
分
を
使

い
、
角
度
を
調
整
し
な

が
ら
組
み
合
わ
せ
た

上
に
橋
板
を
乗
せ
る
。

普
段
は
橋
板
の
重
み

と
叉
股
の
絶
妙
な
角

度
に
か
か
る
水
圧
で

安
定
し
て
流
さ
れ
な

い
が
、
増
水
時
は
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
れ

た
橋
板
が
浮
き
、
橋
脚

は
流
れ
に
逆
ら
わ
ず

に
倒
れ
、
橋
の
形
が
失

わ
れ
る
仕
組
み
。

※
２イコ

ウ
ェ
ル
す
み
た

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
た

オ
フ
ィ
ス
棟
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
の
仕
事

が
可
能
な
「
共
用
棟
」、

住
田
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
〝
お
試
し
滞

在
〟
が
で
き
る「
滞
在

体
験
棟
」、
住
田
型
仮

設
住
宅
を
再
現
し
、
内

部
に
震
災
時
の
後
方

支
援
な
ど
の
記
録
を
展

示
し
、
後
世
に
伝
え
る

「
展
示
棟
」
な
ど
に
分

か
れ
て
い
る
。

し
た
。

　

町
内
３
カ
所
に
計
93
戸
が
建
設
さ
れ
、
大
船

渡
や
陸
前
高
田
な
ど
で
被
災
し
た
人
々
を
受
け

入
れ
た
。
仮
設
住
宅
完
成
後
は
、
入
居
者
と
町

民
、
各
地
か
ら
の
支
援
者
と
の
親
睦
の
場
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、
地
元
で
は
被
災
者
も
「
住
田

の
一
員
」
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

　

住
田
の
仮
設
住
宅
で
お
よ
そ
９
年
間
暮
ら
し

た
陸
前
高
田
市
の
男
性
は
「
見
ず
知
ら
ず
の
人

た
ち
が
１
カ
所
に
集
ま
っ
て
の
生
活
だ
か
ら
大

変
な
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
つ
つ
も
、

「
草
刈
り
な
ど
共
同
作
業
で
次
第
に
打
ち
解
け
、

地
域
の
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
助

か
っ
た
」
と
、
地
域
の
一
員
と
し
て
接
し
て
く

れ
た
地
元
住
民
の
温
か
さ
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

町
内
３
カ
所
に
あ
っ
た
仮
設
住
宅
の
う
ち
、

ピ
ー
ク
時
で
17
世
帯
73
人
が
入
居
し
た
世
田
米

の
本
町
団
地
で
は
、
2
0
2
0
年
４
月
で
全
員

が
〝
卒
業
〟
し
た
。

　

全
員
の
退
去
を
も
っ
て
町
で
は
、
同
団
地
跡

地
に
、
町
外
の
人
材
が
町
内
で
行
う
ラ
ー
ニ
ン

グ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
研
修
や
、
短
・
中

期
間
の
仕
事
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
行
う
町
内
拠
点
「
仕
事
と
学
び
複
合
施

設
」（
愛
称
・
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
）
※
２
を
整

備
。
2
0
2
3
年
５
月
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
中・

岩手県気仙郡住田町

「
定
住
」
促
進
に
も
力
を
注
ぐ
。
そ
の
手
段
の

一
つ
が
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
※
２
だ
。

　

昨
年
度
ま
で
、
町
役
場
の
担
当
と
し
て
定
住

率
向
上
と
そ
の
た
め
の
関
係
人
口
創
出
な
ど
に

注
力
し
た
佐
々
木
淳
一
さ
ん（
53
）
＝
現
・
建
設

課
長
＝
は
「
若
い
人
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を

で
き
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
説
す
る
。

町
は
、
2
0
1
8
年
度
か
ら
関
係
人
口
創
出
事

業
を
展
開
。
そ
の
一
環
と
し
て
2
0
2
1
年
、

一
般
社
団
法
人
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ 

Ｄ
ｅ
ｓ
ｉｇ
ｎ 

Ｌ
ａ

ｂ
（
Ｗ
Ｄ
Ｌ
、
石
川
貴
志
代
表
理
事
、
東
京
都
）

※
３
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
Ｗ
Ｄ
Ｌ
に

参
加
す
る
町
外
の
複
業
実
践
者
た
ち
と
町
内
の

若
者
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
考
え
方
に

縛
ら
れ
な
い
新
た
な
事
業
を
誕
生
さ
せ
た
り
、

既
存
産
業
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
若
者
た
ち
が
戻
っ
て
き
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い

る
。

　
「
主
役
は
地
域
の
若
者
。
そ
こ
の
活
性
化
が
、

住
田
の
将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」。
佐
々
木

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
住
田
を
見
つ
め
て
い

る
。

　

木
工
の
玩
具
や
家
具
作
り
を
主

と
し
た
「
ア
ト
リ
エ
リ
ト
ア
」
の
代

表
を
務
め
、
木
工
職
人
と
し
て
日
々

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
づ
く
り
に
励
む

大
村
さ
ん
。
自
ら
改
修
し
た
古
民

家
で
暮
ら
し
、
自
宅
の
家
具
も
手

が
け
た
。

　

他
の
移
住
者
と
同
様
、
大
村
さ

ん
も
ま
ち
づ
く
り
に
も
参
加
し
て
い

る
。
町
産
材
を
活
用
し
た
木
製
品

の
開
発
と
商
品
化
、
人
材
育
成
を

通
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
人
材
の
掘

り
起
こ
し
、
新
た
な
仕
事
づ
く
り

な
ど
を
目
的
に
町
が
2
0
1
5
年

度
か
ら
展
開
し
て
い
る
「
木
い
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
大
村
さ
ん
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
し
、
近
年
で
は
新
成
人
に
贈
呈
し
て
い

る
木
製
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
の
製
作
も
請
け
負
っ
て

い
る
。

　
「
住
田
は
、
み
ん
な
が
〝
共
同
体
〟
と
い
う

感
じ
が
お
も
し
ろ
い
し
、
種
山
ヶ
原
の
自
然
は

最
高
だ
ね
」
と
語
る
大
村
さ
ん
の
生
き
方
は
、

ワ
イ
ル
ド
で
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
住
田
町
に

溶
け
込
ん
で
い
る
。

町
外
の
複
業
実
践
者
と

町
内
の
若
者
と
の
交
流
を
促
進

　

少
子
高
齢
化
に
加
え
、
若
者
の
町
外
流
出
が

人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
。
希
望
す
る
仕
事

が
少
な
く
、
将
来
、
地
域
を
担
う
若
者
た
ち
が

古
里
を
去
っ
て
ゆ
く
。

　

こ
の
ま
ち
を
未
来
へ
と
残
す
た
め
、
行
政
は

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い

く
。
そ
れ
が
、
人
が
人
を
呼
ぶ

ま
ち
・
住
田
の
ま
ち
づ
く
り
だ
。

自
然
と

一
体
化
し
て
暮
ら
す

移
住
者
の
木
工
職
人

　

森
に
生
き
、
木
と
暮
ら
す
。

「
不
便
だ
け
ど
、
そ
の
分
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
し
な
が
ら
生
活
す
る
の
が
楽
し
い

ね
」
と
語
り
、
自
宅
敷
地
内
に
サ
ウ
ナ
、
五

右
衛
門
風
呂
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
を
自
分
の

手
で
設
置
し
、
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
生
活

を
送
っ
て
い
る
の
が
木
工
職
人
・
大
村
圭
さ
ん

（
50
）
＝
千
葉
県
出
身
＝
。
2
0
1
3
年
に
住

田
町
世
田
米
に
移
住
し
、
山
あ
い
の
地
に
家
族

５
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。

域
で
森
を
造
っ
て
い
た
り
す
る
人
や
、
住
田
で

頑
張
っ
て
い
る
お
も
し
ろ
い
人
た
ち
の
所
。
私

も
そ
う
で
し
た
が
、
そ
の
人
た
ち
と
話
す
と
情

熱
や
意
欲
、
地
域
に
対
す
る
思
い
が
心
に
〝
さ

さ
る
〟
こ
と
が
多
い
」
と
述
懐
す
る
。

　

そ
こ
に
暮
ら
す
「
人
」
に
引
か
れ
、
外
か
ら

人
が
来
る
。
そ
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
多

種
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
地
元
民
と
と
も

大村さんの自宅前のツリーハウスでは、自然と一体となって過ごせる

復旧した橋を歩く金野さん

多くの被災者を受け入れた住田町の木造仮設住宅

仮設住宅跡地に建つ、
「人材交流の拠点」イコウェルすみた

自ら手がけた家具に囲まれながら、古民家で暮らす大村さん

人口減少が進む中、若者の定住促進に力を
入れてきた町役場の佐々木さん

自然の恵みが息づく
観光まちづくり

1か月以上の
滞在者を受け
入れているイコ
ウェルすみた
の滞在体験棟
内部

「森林・林業日本一のまちづくり」
を目指す住田町
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高
生
の
自
学
自
習
、一
般
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な

ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
大
学
の
ゼ
ミ
合

宿
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
で
の
利
用
も
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
社
会
人
を

招
き
、
町
内
の
高
校
生
ら
に
多
様
な
働
き
方
を

知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
の
選
択
肢
を
増
や
す
機

会
も
提
供
し
て
い
る
。

　

町
が
住
田
な
ら
で
は
の
「
人
材
交
流
拠
点
」

と
位
置
づ
け
る
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
。「
静
か

で
集
中
で
き
る
。
快
適
で
す
」
と
、
頻
繁
に
仕

事
で
訪
れ
る
町
民
も
お
り
、
町
で
は
さ
ら
な
る

周
知
と
利
用
促
進
の
た
め
、
年
３
回
ほ
ど
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
施
設
の
Ｐ
Ｒ
と
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

住
田
の
営
み
と
誇
り
が
生
み
出
す

木
造
の
公
共
施
設
た
ち

　
「
森
林
・
林
業
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
る
住
田
町
は
、
多
く
の
公
共
施
設
が
木
で

造
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
は
世
田
米
の
中
心
部
に
あ
る
役
場
庁

舎
や
そ
の
向
か
い
の
消
防
署
、
上
有
住
地
区
公

立
た
な
い
。
し
か
し
当
時

の
栗
木
鉄
山
は
、
種
山
周

辺
で
採
れ
た
鉄
鉱
石
と
、

そ
の
豊
か
な
森
林
資
源

を
生
か
し
た
木
炭
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
操
業
し

た
、〝
住
田
だ
か
ら
こ
そ
〟

生
ま
れ
た
産
業
だ
っ
た
。

　

栗
木
鉄
山
は
1
8
8
1

（
明
治
14
）
～
1
9
2
0
（
大
正
９
）
年
に
、

種
山
ヶ
原
に
近
い
世
田
米
子こ

飼が
い

沢ざ
わ

地
内
で
稼
働

し
て
い
た
民
間
の
製
鉄
所
。
最
盛
期
に
は
銑
鉄

生
産
量
が
国
内
第
４
位
（
民
間
で
は
第
３
位
）

を
誇
り
、
従
業
員
は
五
百
数
十
人
い
た
と
さ
れ

る
。
二
つ
の
高
炉
の
ほ
か
、
職
員
・
工
員
住
宅
、

郵
便
局
、
購
買
所
、
学
校
が
設
置
さ
れ
、
産

業
に
と
ど
ま
ら
ず
生
活
拠
点
も
形
成
さ
れ
て
い

た
。

住
田
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
栗
木
鉄
山
の
製
鉄
業

　

住
田
町
世
田
米
地
内
の
、
静
寂
に
包
ま
れ
、

凜
と
し
た
空
気
が
漂
う
森
林
の
一
帯
に
、
そ
の

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用
し
て
明
治
～
大
正

時
代
に
か
け
国
内
有
数
の
製
鉄
村
が
形
成
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
名
は
、「
栗
木
鉄
山
」。
現
代
に

お
け
る
製
鉄
業
を
は
じ
め
と
し
た
重
厚
長
大
産

業
は
、
原
料
や
燃
料
の
輸
入
な
く
し
て
は
成
り

　

高
炉
修
理
な
ど
に
よ
っ
て
操
業
の

合
理
化
・
近
代
化
を
進
め
、
国
内
有

数
の
製
鉄
所
と
し
て
成
長
。
1
9
1
4

（
大
正
3
）
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す

る
と
、
水
沢
製
錬
分
工
場
も
含
め
銑
鉄
生
産
は

年
間
２
９
０
０
㌧
に
達
し
、好
景
気
に
沸
い
た
。

し
か
し
大
戦
後
は
不
況
に
陥
り
、
1
9
2
0
年

に
廃
業
し
た
。

　

山
間
の
地
形
を
生
か
し
た
高
炉
様
式
は
全

国
的
に
見
て
も
珍
し
く
、
日
本
の
近
代
製
鉄

技
術
史
上
に
お
い
て
も
非
常
に
貴
重
な
遺
跡

と
さ
れ
て
い
る
。
1
9
9
7
年
に
町
史
跡
、

1
9
9
9
年
に
県
史
跡
、
2
0
2
1
年
に
は
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

国
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
釜
石
市
や
福
岡
県

北
九
州
市
の
八
幡
で
の
近
代
製
鉄
が
本
格
化
す

る
前
の
遺
構
と
し
て
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
さ

れ
、
釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
以
外
に
大
き
な
民

間
製
鉄
所
が
操
業
し
な
か
っ
た
時
代
の
数
少
な

い
製
鉄
所
の
遺
構
と
し
て
の
貴
重
さ
と
、
製
鉄

所
構
内
の
遺
構
の
良
好
な
保
存
状
態
が
評
価

さ
れ
た
。

　

こ
の
貴
重
な
史
跡
を
い
か
に
保
存
・
活
用
し

て
い
く
か
。
今
年
７
月
に
は
有
識
者
ら
を
交
え

て
の
保
全
活
用
計
画
等
策
定
委
員
会
も
開
か

れ
た
。
町
教
育
委
員
会
で
は
委
員
か
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
て
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
担

当
の
佐
々
木
喜
之
次
長
補
佐
（
50
）
は
「
栗
木

鉄
山
跡
は
文
化
財
と
し
て
の
価
値
も
高
い
が
、

景
観
も
素
晴
ら
し
い
。
近
く
を
流
れ
る
川
と
カ

ラ
マ
ツ
の
木
漏
れ
日
も
す
て
き
で
す
。
安
ら
げ

る
場
で
も
あ
る
の
で
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人

に
来
て
い
た
だ
き
、
観
光
面
で
も
将
来
的
に
住

眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
民
俗
資
料
館
と
調
和
の
取
れ
た
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
住
田
町
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人
が
、
地

域
と
建
物
に
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
見
い
だ
す

の
か
、
そ
こ
の
〝
対
話
〟
が
お
も
し
ろ
い
。
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
す
る
事
業
者
は
一
様
に
デ

ザ
イ
ン
能
力
が
高
く
、
関
係
性
を
感
じ
取
っ
て

建
物
に
反
映
さ
せ
る
力
が
あ
る
。
一
方
で
、
地

元
の
事
業
者
は
地
域
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
て
、
建
物
が
整
備
さ
れ
る
環
境
を
見
つ
め
る

力
が
あ
り
、
そ
れ
を
形
に
で
き
る
。
こ
の
、
双

方
の
良
さ
を
引
き
出
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
施
設

整
備
に
努
め
た
い
」
と
田
畑
さ
ん
は
話
す
。

　

先
人
た
ち
が
未
来
の
た
め
に
植
え
た
森
林

と
い
う
財
産
は
、
長
い
年
月
を
経
て
、
こ
の
町

に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
建
物
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
の
ハ
コ
モ
ノ
で
は
な
い
、

過
去
か
ら
現
在
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
た
営
み

と
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
う
人
た
ち
が
い
る
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
木
造
施
設
な
の
だ
。

民
館
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　
「『
公
共
施
設
と
い
え
ば
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
』
と
い
う
不
文
律
に
よ
り
、

木
材
が
不
遇
な
時
代
も
あ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
木
の
切
り
す
ぎ
は
よ
く
な
い

が
、
一
番
大
事
な
の
は
、
身
の
回
り

に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
建
物
を
造
る

こ
と
で
は
な
い
か
」。
震
災
を
き
っ
か

け
に
住
田
町
に
移
住
し
、
2
0
1
5

年
度
か
ら
町
役
場
建
設
課
で
勤
務
す

る
田
畑
耕
太
郎
主
査
（
35
）
は
、
木

造
建
築
へ
と
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

　

住
田
町
で
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
と
い
え
ば
、

「
木
」
だ
。
建
築
士
で
も
あ
る
田
畑
さ
ん
だ
が
、

役
場
で
は
主
に
「
発
注
者
」
と
な
る
。
こ
れ
ま

で
、
町
役
場
の
向
か
い
に
建
ち
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
木
造
の
消
防
署
な
ど
の
設
計
で
も
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
※
３
を
企
画
し
て
き
た
。

　

町
の
中
心
と
な
る
役
場
新
庁
舎
※
４
は

2
0
1
4
年
に
完
成
。
そ
れ
に
続
い
て

2
0
1
8
年
に
整
備
さ
れ
た
大
船
渡
消
防
署
住

田
分
署
※
５
の
建
築
に
あ
た
っ
て
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
は
、周
り
の
環
境
と
調
和
の
取
れ
た「
木

質
の
中
心
市
街
地
」
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
設
計

な
ど
を
求
め
た
。
住
田
分
署
は
、
防
災
機
能
を

担
う
だ
け
で
な
く
、
町
が
中
心
市
街
地
に
お
け

る
中
核
施
設
の
一
翼
と
位
置
付
け
た
点
も
特
徴

の
一
つ
。
施
設
そ
の
も
の
の
機
能
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
波
及
効
果
も

見
据
え
た
の
だ
。

　

2
0
2
1
年
に
完
成
し
た
上
有
住
地
区
公
民

館
も
、
周
囲
と
の
調
和
を
意
識
し
た
。
旧
公
民

館
は
正
面
か
ら
見
た
時
に
民
俗
資
料
館
※
６
の

一
部
が
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
新
公
民
館

は
Ｌ
字
型
と
す
る
こ
と
で
両
施
設
の
全
体
像
を

“北の玄関口”
滝観洞観光センター

　住田町の誇る観光地・滝
ろうかんどう

観洞。長
い年月をかけて形成されたこの鍾乳洞
は、日本最大級の落差を誇る洞窟内
滝「天の岩戸の滝」などで知られ、県
内外からの多くの来訪者でにぎわう。
今年４月、この鍾乳洞を管理する滝観
洞観光センターがリニューアルオープ
ンを迎えた。住田の“北の玄関口”と
して、町は新施設が観光拠点としてに
ぎわっていくとともに、沿岸地域への
誘客にも波及するよう期待を込める。
　センター設計についても、町はプロ
ポーザルを行った。求めたのは「周辺
環境に配慮し、それらと一体的な景観
を形成するよう配慮すること」など。
採用された案は、ＪＲ釜石線の上有住
駅方面に向かって下がっていく階段状
のボリュームとすることで、奥にある食
堂や滝流しそば体験スペースまで見
通すことができるもの。スギなど地場
産の木材を積極的に使用することで、
町民の愛着を育み、町外へ発信でき
るシンボルとなることを目指した。
　オープン以降、県内外への積極的な
ＰＲもあって多くの観光客が足を運ん
でおり、順調に入り込みが続けば震災
後最多の来場者を見込めそうだという。

滝観洞見学には、難易度別の3つのコースが用意
されている

昭和初期の建物の「民俗資料館」（上・右）と調和した上有
住地区公民館（上・左、下）。2023年度の土木学会デザイ
ン賞を受賞した

震災ボランティアを契機に、住田町役場で働くこ
とになった田畑さん。プロポーザル企画なども手
がけている

※
３

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

公
共
工
事
で
事
業
者

を
選
定
す
る
方
式
の

一
つ
。
技
術
力
や
経

験
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

臨
む
態
勢
な
ど
を
含

め
た
提
案
書
の
提
出

を
求
め
、
内
容
を
評
価

し
て
事
業
者
を
決
定

す
る
。

※
4住田

町
役
場
新
庁
舎

森
林
・
林
業
日
本
一
の

町
を
目
指
す
住
田
ら

し
く
、
町
産
材
や
地
元

で
製
造
・
加
工
さ
れ
た

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
。
国
内
初
の
実
用

化
と
な
る
ラ
チ
ス
耐

力
壁
や
広
い
空
間
づ

く
り
を
可
能
に
し
た

ト
ラ
ス
梁
、
気
仙
大
工

の
技
に
よ
る
鎧
張
の

壁
、
町
民
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ス
ギ
の
象
徴
木

な
ど
が
特
徴
。

体
が
ま
ち
の
特
色
を

発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
的

な
役
割
を
担
う
。

※
5

大
船
渡
消
防
署
住
田
分
署

柱
に
梁
を
貫
通
さ
せ

て
交
差
さ
せ
、
接
続
部

に
は
金
物
を
ほ
と
ん
ど

使
わ
ず
、
木
製
の
「
込

み
栓
」「
楔
（
く
さ
び
）」

を
使
用
。
伝
統
的
な
気

仙
大
工
の
技
術
を
活

用
・
継
承
。
向
か
い
に

位
置
す
る
役
場
新
庁

舎
と
と
も
に
、
施
設
自

P
8
※
6

民
俗
資
料
館

気
仙
大
工
の
高
い
技

術
に
よ
っ
て
、
昭
和
初

期
に
建
て
ら
れ
た
旧

上
有
住
小
学
校
の
校

舎
を
、
1
9
8
5
年
に

現
在
地
に
移
築
・
修
復

し
、
資
料
館
と
し
て
再

利
用
。
木
造
２
階
建
て

洋
風
建
築
の
館
内
に

は
、
産
金
、
鉄
山
、
気

仙
大
工
、
農
耕
な
ど
、

ま
ち
を
支
え
て
き
た

産
業
や
歴
史
、
人
々
の

暮
ら
し
の
歩
み
を
紹

介
し
て
い
る
。

2020年7月に第１７回
公共建築賞�「公共建
築賞・優秀賞」�を受賞し
た住田町役場

高い耐震性と耐震壁の
無い間取りの自由度を
実現する、貫(ぬき)式木
造ラーメン構造を採用し
た住田分署

岩手県気仙郡住田町自然の恵みが息づく
観光まちづくり

1
8
8
0
年	

栗
木
鉄
山
操
業
開
始

1
9
0
8
年	

第
２
高
炉
を
増
設

1
9
1
0
年	

栗
木
鉄
山
株
式
会
社
創
立

1
9
1
3
年	�

栗
木
鉄
山
の
銑
鉄
生
産
量
が
国

内
第
４
位
（
民
間
第
３
位
）
に

1
9
1
4
年	

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

1
9
1
8
年	

第
一
次
世
界
大
戦
終
結

1
9
2
0
年	

栗
木
鉄
山
事
業
休
止

1
9
9
7
年	

町
史
跡
に
指
定

1
9
9
9
年	

県
史
跡
に
指
定

2
0
2
1
年	

国
史
跡
に
指
定

2
0
2
4
年	�

国
指
定
史
跡
栗
木
鉄
山
跡
保
存

活
用
計
画
等
策
定
委
員
会
発
足

栗
木
鉄
山
年
表

1911年に改築した第一高炉
栗木鉄山の保存・活用を熱く語る
佐々木さん

●❶

●❸

●❷

❶1908（明治41）年頃の第2高炉
と栗木鉄山全景
❷2017年に開催された現地説明
会の様子
❸残存状況調査で、保存状態が良
好と判明した栗木鉄山第１高炉跡

観光でも
住田の“核”になる
栗木鉄山
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か
ら
、
住
田
に
観
光
に
来
て
も
ら
う
と
い
う

よ
り
は
、
住
田
の
『
人
』
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
。
僕
た
ち
が
そ
う
だ
っ
た
よ

う
に
、『
何
度
も
来
た
く
な
る
場
所
』
を
、
次

の
世
代
の
人
た
ち
に
つ
く
っ
て
あ
げ
る
立
場
に

な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
話
す
奈
良

さ
ん
。

　

邑
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
町
内
の
各
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
住
民
組
織
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
や
、
地
元
の
県
立
住
田
高
校
の
魅

力
創
出
な
ど
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
森
林
で
広
葉
樹
を
中
心
と

し
た
種
を
採
取
し
、
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
の
敷

地
内
に
整
備
し
た
育
苗
施
設
で
管
理
し
、
そ
の

苗
を
再
び
森
林
へ
と
植
え
る
こ
と
を
目
指
す
育

苗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
な
ど
、
町
民
に

と
っ
て
も
、
町
外
の
人
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
日
々
汗
を
流
し
て

い
る
。

　

住
田
に
引
か
れ
、
移
住
し
た
人
々
が
、
今
度

は
人
を
呼
ぶ
立
場
に
な
る
。住
田
を
愛
し
た〝
よ

そ
者
〟
が
地
域
に
根

付
い
て
地
元
民
と

な
り
、
そ
の
人
に
魅

了
さ
れ
た
人
が
ま

た
住
田
に
来
る
。
そ

う
し
て
こ
の
町
は
、

未
来
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
。

何
度
も
来
た
く
な
る

場
所
づ
く
り

　
「
住
田
は
人
が
人
を
呼
ぶ
ま
ち
」
と

先
述
し
た
が
、
同
町
の
一
般
社
団
法

人
・
邑ゆ

う

サ
ポ
ー
ト
代
表
理
事
で
、
神

奈
川
県
出
身
の
奈
良
朋
彦
さ
ん
（
49
）

も
住
田
で
暮
ら
す
人
々
に
魅
了
さ
れ

た
１
人
だ
。
邑
サ
ポ
ー
ト
は
、
東
日
本

大
震
災
の
支
援
団
体
が
、
2
0
1
1

年
に
結
成
し
、2
0
1
4
年
に
法
人
化
。

古
里
を
離
れ
て
暮
ら
す
被
災
者
や
地

域
住
民
、
支
援
団
体
を
つ
な
ぐ
活
動

を
行
っ
て
い
た
。
町
内
の
仮
設
住
宅
入
居
者
が

全
員
退
去
し
、
建
物
も
す
べ
て
解
体
と
な
っ
た

現
在
は
、
住
民
活
動
支
援
や
地
元
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
支
援
な
ど
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

奈
良
さ
ん
は
震
災
直
後
か
ら
現
地
で
支
援

活
動
に
関
わ
り
、
住
田
町
の
仮
設
住
宅
建
設
後

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
重
点
的
に
支
援
し
て

き
た
。
今
は
住
田
高
校
の
魅
力
化
、
住
民
組
織

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
地
域
づ
く
り
に
も
携
わ
っ
て

い
る
。
2
0
2
0
年
、
仕
事
の
つ
な
が
り
で
出

会
っ
た
町
内
在
住
の
女
性
と
結
婚
を
機
に
、
神

奈
川
か
ら
住
田
に
住
所
を
移
し
、
名
実
と
も
に

町
民
と
な
っ
た
。

　
「
今
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
50
歳
～

60
歳
の
人
た
ち
で
は
、
い
い
意
味
で
『
子
ど
も

の
よ
う
な
大
人
』。
日
常
を
楽
し
ん
で
い
る
人

た
ち
に
、
み
ん
な
引
か
れ
る
ん
だ
と
思
う
。
だ

　

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
住
民
の
方
に

住
田
町
は
ど
ん
な
ま
ち
か
問
い
を
出
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。﹁
住
田
町
の
資
産
と
い
え
ば
何
で
し
ょ
う
？ 

資
産
（
シ
サ
ン
）
だ
け
に
一
人
十
二
個
あ
げ
て
く
だ

さ
い
｣と
。す
る
と
皆
さ
ん
意
外
と
す
ら
す
ら
答
え
る
。

空
気
、
森
林
、
木
材
、
種
山
、
気
仙
川
、
水
、
固
い

岩
盤
、
石
灰
岩
な
ど
と
い
っ
た
美
し
い
自
然
を
対
象

と
す
る
言
葉
が
圧
倒
的
に
多
い
。
あ
と
は
昭
和
橋
、

蔵
な
ど
ま
ち
の
特
徴
と
な
る
建
造
物
や
農
業
、
野
菜
、

漬
物
、
鶏
ハ
ラ
ミ
等
食
材
に
関
す
る
も
の
。
そ
こ
に

必
ず
﹁
人
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
入
っ
て
い
た
こ

と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　

気
仙
郡
は
元
々
住
田
町
に
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
と
釜
石
市
の
一
部
を
加
え
た
区
域
で
あ
っ
た
が
現

在
は
住
田
町
の
み
。今
も
住
田
町
に
は
気
仙
大
工
だ
っ

た
方
が
お
ら
れ
、
屋
台
づ
く
り
な
ど
で
は
そ
の
技
術

に
随
分
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
先
日
も
そ
の
お
一
人

が
、
茅
葺
き
屋
根
の
家
で
元
気
に
暮
ら
す
姿
を
拝
見

で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

古
い
町
並
み
や
歴
史
か
ら
受
け
継
ぐ
古
風
な
人
付

き
合
い
と
、
若
者
た
ち
を
中
心
に
し
た
新
し
い
取
り

組
み
が
良
い
意
味
で
混
在
し
て
、
相
乗
的
に
お
互
い

の
良
さ
を
引
き
出
し
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

人
口
五
千
人
に
満
た
な
い
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

と
て
も
上
手
く
働
い
て
い
る
。
情
報
共
有
の
場
は﹁
ま

ち
や
世
田
米
駅
」
で
あ
っ
た
り
、
ま
ち
な
か
の
食
堂

で
あ
っ
た
り
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
み
ん
な
が
憩
っ
て
語

り
合
う
場
が
あ
る
。
そ
し
て
よ
そ
と
の
比
較
で
な
い
、

﹁
す
み
た
｣
に
住
む
良
さ
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。
そ

れ
こ
そ
が
住
田
流
で
あ
る
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
今
年
か
ら
栗
木
鉄
山
跡
保
存
活
用

計
画
が
本
格
化
し
、
昭
和
橋
も
架
け
替
え
中
。
そ
れ

ら
が
い
ず
れ
住
田
町
の
﹁
懐
か
し
い
未
来
」
を
発
信

し
て
ゆ
く
事
を
期
待
し
て
い
る
。

　静かに熱いまち　  
観光まちづくり学部　教授　南雲勝志S

　

当
時
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
体

験
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
住
田
町
の
小
・
中

学
校
、
高
校
が
独
自
に
展
開
す
る
教
科
「
地
域

創
造
学
」
へ
と
引
き
継
が
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

先
人
の
営
ん
で
き
た
産
業
へ
と
理
解
を
深
め
て

い
る
。

　

体
験
開
始
当
初
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
、
元
教

員
で
現
・
町
文
化
財
調
査
委
員
の
内
海
行
英
さ

ん
（
70
）
は
「
あ
の
体
験
は
、
一
生
忘
れ
な
い

思
い
出
に
な
る
。
住
田
町
は
森
林
資
源
が
豊
富

な
の
で
、
い
ず
れ
は
原
料
の
調
達
か
ら
体
験
さ

せ
て
み
た
い
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
真
に
も
の

づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

か
つ
て
先
人
が
営
ん
だ
産
業
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、

そ
れ
は
郷
土
愛
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

宮
沢
賢
治
が
愛
し
た
種
山
ヶ
原

森
林
公
園
が
交
流
の
舞
台
へ

　

岩
手
県
出
身
の
作
家
・
宮
沢
賢
治
が
こ
よ
な

く
愛
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
「
種
山
ヶ
原
」

は
、
北
上
高
地
の
南
西
部
に
位
置
し
、
緩
や
か

な
稜
線
の
準
平
原
地
形
と
冷
涼
な
気
候
か
ら
、

藩
政
時
代
は
馬
の
放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ

た
。

　

現
在
、
夏
場
は
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
客
で
に
ぎ

わ
う
ほ
か
、
雄
大
な
自
然
を
舞
台
に
、
森
林
環

境
学
習
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

音
楽
の
祭
典
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ　

Ｆ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
」（
Ｋ
Ｒ
Ｆ
）
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
村
上
さ
ん
が
帰
郷
後
、「
地

域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
の
思
い

か
ら
、
2
0
0
9
年
、
有
志
と
と
も
に
種
山
ヶ

原
で
K
R
F
を
開
催
。
K
R
F
は
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1
年
を
除
い
て

2
0
1
9
年
ま
で
種
山
ヶ
原
を
舞
台
に
開
か

れ
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
フ
ェ
ス
と
し
て
定

着
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
中
断
が
続
い
て
い

た
が
、
今
年
７
月
に
復
活
を
果
た
し
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
約
４
０
０
０
人
が
音
楽
を
心
ゆ
く

ま
で
堪
能
し
た
。

　

近
年
、
種
山
ヶ
原
で
は
交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
げ
よ
う
と
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
も
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
や
住
田
フ
ァ

ン
た
ち
が
集
っ
て
大
自
然
の
中
を
駆
け
抜
け
て

い
る
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
り
」。
か

つ
て
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
住
田
を
訪
れ
た
人
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ

ず
、
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ

た
。
大
会
に
は
震
災
当
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
た
人
も
参
加
し
、
町
民
と
交
流
し
な

が
ら
種
山
の
自
然
を
満
喫
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域

間
の
往
来
が
で
き
な
い
時
期
が
続
い
た
が
、
実

行
委
員
会
で
は
再
び
全
国
の
人
と
つ
な
が
り
を

強
め
、
広
げ
て
い
こ
う
と
大
会
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
る
。

田
の
〝
核
〟
に
な
り
得
る
場
所
で
す
」
と
話
し
、

「
歴
史
・
文
化
こ
そ
、
観
光
面
で
そ
の
ま
ち
の

宝
に
な
り
得
る
も
の
。
そ
れ
こ
そ
が
栗
木
で
は

な
い
か
」
と
力
を
込
め
る
。

た
た
ら
製
鉄
体
験
か
ら

真
の
も
の
づ
く
り
を
理
解
す
る

　

か
つ
て
隆
盛
を
誇
っ
た
製
鉄
産
業
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
よ
う
と
、
住
田
町
立
有
住
小
学
校

で
は
、
児
童
に
よ
る
た
た
ら
製
鉄
体
験
が
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
。

　

た
た
ら
製
鉄
は
、木
炭
の
燃
焼
熱
で
「
餅
鉄
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
鉄
鉱
石
を
還
元
し
て
鉄
を
得

る
製
鉄
法
。
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
炉
の

組
み
立
て
か
ら
体
験
す
る
。

　

製
鉄
で
は
、
鉄
鉱
石
と
木
炭
を
炉
に
投
入
し

て
い
く
が
、
子
ど
も
た
ち
は
鉄
鉱
石
を
砕
く
作

業
や
木
炭
を
切
る
作
業
も
行
い
、
当
時
の
手
作

業
の
苦
労
も
体
感
す
る
。

　

体
験
の
始
ま
り
は
、14
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

2
0
1
0
年
、
町
民
有
志
が
有
住
中
学
校
※
１

で
製
鉄
体
験
を
開
催
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

翌
年
か
ら
は
町
立
有
住
小
学
校
で
体
験
が
行
わ

れ
て
い
る
。

※
1有住

中
学
校

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
2
0
2
3
年
度

を
も
っ
て
閉
校
し
、

2
0
2
4
年
度
に
町

立
世
田
米
中
学
校
と

新
設
統
合
し
て
「
住

田
中
学
校
」
と
な
っ

た
。

岩手県気仙郡住田町自然の恵みが息づく
観光まちづくり

❶たたら製鉄体験を指導する内海さん
❷小学生は前日にレンガの炉を組み立て、当日は
約1200度に熱した炉の中に鉄鉱石や木炭を投
入する作業を体験。4～5キロの鉄を製造した

❸種山ヶ原を舞台に開催されたケセンロックフェスティバル
❹眼前に広がるのどかな高原。宮沢賢治も愛した種山ヶ原

風景に消えていきそうな気仙川に架かる水路橋。
コンクリートと鉄だけで出来た美しい造形

森で拾い集めた種を「イコウェルすみ
た」で育苗して、育った苗木を広葉樹
の森に植え戻す育苗プログラム

●❶

●❸

●❹

●❷

住田町の未来について思いを
巡らせる奈良さん

住田町の「人」を
好きになってもらう



13 12

❸

秀
衡
の
名
の
も
と
に
虚
空
蔵
菩
薩
像
を
守
る
た

め
に
移
住
し
て
き
た
人
々
や
、
明
治
時
代
に
製

材
業
の
た
め
に
移
り
住
ん
だ
人
々
な
ど
、
各
時

代
で
石
徹
白
が
傾
き
始
め
る
と
移
住
者
が
や
っ

て
き
て
は
、
地
域
の
人
と
と
も
に
集
落
を
立
て

直
し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

　

山
々
に
囲
ま
れ
た
石
徹
白
は
、
決
し
て
「
簡

単
に
住
め
る
場
所
」
と
は
言
え
な
い
。
都
市
部

ま
で
は
山
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
豊
か
な

自
然
は
時
に
厳
し
く
、
何
よ
り
冬
は
深
い
雪
に

覆
わ
れ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
集
落
を
手
放

く
。
ま
ず
、
明
治
時
代
に
神
仏
分
離
で
修
験
道

が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
御
師
と
し
て
の
収
入

が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
経
済
を
支

え
た
の
は
「
石
徹
白
杉
」
を
中
心
と
し
た
木
材

の
伐
採
・
製
材
。
さ
ら
に
、
終
戦
を
迎
え
て
高

度
経
済
成
長
が
始
ま
れ
ば
、
多
く
の
地
域
が
そ

う
だ
っ
た
よ
う
に
、
働
き
手
や
経
済
的
に
余
裕

の
あ
る
者
た
ち
が
都
市
部
に
出
て
い
っ
た
。
た

だ
で
さ
え
都
市
部
か
ら
は
遠
く
、
厳
し
い
自

然
環
境
の
な
か
に
あ
る
石
徹
白
か
ら
の
人
口
流

出
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
１
９
５
０
年
代
に

１
４
０
０
人
だ
っ
た
人
口
は
、
70
年
間

で
7
分
の
1
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
半
分
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
。

　

た
だ
、
希
望
は
あ
る
。
石
徹
白
は
こ

こ
10
年
で
少
し
ず
つ
移
住
者
が
増
え
続

け
、
今
や
人
口
の
4
分
の
1
が
移
住
者

と
い
う
珍
し
い
集
落
な
の
だ
。
実
は
こ

れ
ま
で
も
、
平
安
時
代
に
奥
州
の
藤
原

さ
な
い
人
た
ち
が
い
る
。
む
し
ろ
、
移
り
住
む
人

た
ち
が
い
る
の
は
、
一
体
な
ぜ
な
の
か
。
こ
こ

に
暮
ら
す
人
た
ち
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
石
徹

白
と
い
う
場
所
の
こ
と
を
追
い
か
け
て
い
く
。

先
人
に
学
び
、
地
域
を
守
る

　
「
私
が
若
い
頃
は
、
義
務
教
育
が
終
わ
れ
ば

こ
こ
で
農
業
や
林
業
な
ど
の
生
活
基
盤
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
当
た
り
前
で
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
神
職
に
就
く
こ
と
も
、
親
や
先
祖
に
続
く

自
然
な
流
れ
だ
っ
た
ん
で
す
」。

　

１
９
４
３
年
に
石
徹
白
に
生
ま
れ
た
石い

徹と

白し
ろ

隼は
や

人と

さ
ん
。
石
徹
白
の
な
か
で
も
特
に
神
道
を

信
仰
し
、
白
山
中
居
神
社
を
守
る
役
割
を
担
っ

て
き
た
上か

み
ざ
い
し
ょ

在
所
地
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
白
山

中
居
神
社
の
神
職
を
担
い
な
が
ら
林
業
や
町
会

議
員
な
ど
も
務
め
、
地
域
を
主
軸
と
な
っ
て
支

え
て
き
た
人
だ
。

　

高
度
経
済
成
長
で
集
落
を
出
て
い
く
人
が
後

を
絶
た
な
い
な
か
で
、
隼
人
さ
ん
自
身
は
外
に

出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
私
自
身
は
外
に
出

た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
や
は
り
最

後
ま
で
こ
こ
に
お
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
こ
に
お
る
以
上
は
少
し
で
も
い
い
形

で
み
ん
な
が
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
」。

　

1
年
の
半
分
は
雪
で
覆
わ
れ
て
し
ま
う
石
徹

白
は
、
農
家
で
あ
っ
て
も
働
き
方
を
工
夫
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
雇
用
を
生
む
企
業
が
あ
る
わ
け

で
も
な
く
、
こ
こ
に
来
れ
ば
経
済
的
に
安
心
で

き
る
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。「
今
の
時

代
で
も
、
都
市
部
へ
の
距
離
や
流
通
の
問
題
な

ど
不
利
な
点
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
」
と
隼

人
さ
ん
は
話
す
。
そ
の
上
で
、「
そ
れ
を
逆
手

に
取
る
く
ら
い
の
知
恵
を
、
地
元
民
と
移
住
者

と
で
結
託
し
て
出
し
合
い
た
い
。
神
社
に
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
訪
れ
る
方
々
に
『
あ

の
峠
を
越
え
て
き
た
か
ら
見
え
る
世
界
が
あ

る
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
き
っ

と
こ
の
地
域
で
生
き
る
こ
と
で
し
か
、
発
信
で

き
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
、
力

強
い
眼
差
し
で
続
け
た
。

　

御
師
の
活
動
の
記
録
を
見
る
と
、
決
し
て
楽

な
仕
事
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
隼
人
さ
ん
は

語
る
。
雪
が
降
る
な
か
で
石
徹
白
を
出
て
い
く

こ
と
も
難
儀
な
時
代
、
お
札
や
薬
草
を
手
に

遠
く
は
岡
山
県
ま
で
訪
ね
て
い
っ
た
記
録
も
あ

る
。
そ
の
先
人
た
ち
の
苦
労
や
生
き
様
に
学
ぶ

こ
と
が
多
く
あ
る
と
話
し
た
。

　

今
、
日
本
の
多
く
の
地
域
が
抱
え
て
い
る
人

口
減
少
や
過
疎
の
問
題
。
実
際
に
移
住
者
が
増

え
て
い
る
石
徹
白
の
現
状
や
今
後
の
動
き
が
、

き
っ
と
他
の
地
域
に
と
っ
て
も
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
隼
人
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

な
い
水
の
源
、
農
耕
の
神
と
し
て
白
山
は
長
年

崇
め
ら
れ
「
白
山
信
仰
」
と
い
う
形
で
人
々
は

山
の
存
在
に
感
謝
し
た
。
信
仰
は
遠
く
か
ら
眺

め
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
白
山
を
訪
れ
て

修
行
を
行
う
修し
ゅ
げ
ん験
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
全
国
各
地
か
ら
足
を
運
ん
だ
修
験
者

の
世
話
を
し
、
白
山
信
仰
を
支
え
た
存
在
が

「
御お

し師
」
だ
。

　

石
徹
白
は
、
信
仰
者
を
受
け
入
れ
る
御
師
の

む
ら
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
こ
の
集
落
に
住
む

人
々
は
「
武
士
・
農
民
・
職
人
・
商
人
」
と
い
っ

た
身
分
制
度
に
当
て
は
め
ら
れ
ず
、
神
社
に
仕

え
る
社し

ゃ

家け

社し
ゃ

人じ
ん

と
し
て
布
教
活
動
に
励
ん
で
い

た
と
い
う
。
西
暦
82
年
に
で
き
た
白
山
中ち

ゅ
う
き
ょ居
神

社
を
中
心
に
、
夏
は
宿
坊
を
営
み
参
拝
者
を
案

内
し
、
冬
に
は
全
国
各
地
で
の
布
教
活
動
を
生

業
に
す
る
御
師
た
ち
。
そ
う
い
っ
た
活
動
の
影

響
か
ら
か
、
山
深
い
場
所
に
あ
る
小
さ
な
集
落

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
外
の
人
々
と
の
交
流

が
あ
っ
た
の
が
石
徹
白
と
い
う
場
所
で
あ
る
。

時
代
と
と
も
に

地
域
の
形
が
変
わ
る

　

衣
食
住
を
自
然
の
暮
ら
し
の
な
か
で
賄
い
な

が
ら
御
師
活
動
で
収
入
を
得
て
い
た
石
徹
白
だ

が
、
徐
々
に
時
代
の
変
化
に
の
み
込
ま
れ
て
い

白
山
信
仰
、“
源
”
の
集
落

　

降
り
注
ぐ
雨
が
、
つ
づ
ら
折
り
の
峠
を
下
っ

て
い
く
。
流
れ
る
水
に
逆
ら
う
よ
う
に
坂
道
を

上
っ
た
先
に
、
石い

と徹
白し

ろ

地
区
は
あ
っ
た
。
岐
阜

県
と
福
井
県
の
県
境
、「
日
本
三
名
山
」
の
ひ

と
つ
で
あ
る
白は

く
さ
ん山
の
南
麓
に
位
置
す
る
、
人
口

２
２
０
人
の
小
さ
な
集
落
だ
。

　

白
山
連
峰
は
4
つ
の
県
の
間
に
そ
び
え
る
山

で
、
主
に
岐
阜
県
を
流
れ
る
「
長
良
川
」、
石

川
県
を
流
れ
る
「
手
取
川
」、
岐
阜
県
・
福
井

県
を
流
れ
る
「
九
頭
竜
川
」、
岐
阜
県
・
富
山

県
を
流
れ
る
「
庄
川
」
と
い
う
4
つ
の
河
川
の

源
流
域
で
も
あ
る
。
人
が
生
き
る
上
で
欠
か
せ

地域を支えてきた白山中居神社の
神職でもある石徹白隼人さん

石徹白地区の鎮守、白山中居神社と杉木立

構成・文＝ウィルソン麻菜
写真＝田中佳奈
取材協力＝平野馨生里（石徹白洋品店）

長良川を遡った峠を越えると現れる「石徹白」（いとしろ）。縄文時代から続く村は、古代よ
り移住者を迎え、自ら生業を作り、世界に開かれる、「生きる力」の源だった。

“源”の集落で
起こり続ける
温故知新

自然の恵みが息づく
観光まちづくり

岐
阜
県
郡
上
市
石
徹
白
地
区

奥に雪の白山を頂く修験道の拠点、
峠の山々に囲まれる水源地、
石徹白の集落の風景

（写真提供：石徹白洋品店）

雪深い石徹白の冬

移住者も参加する白山中居神社の祭り

石徹白ホームページ
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と
も
に
移
住
者
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
最
近
で
は
親
子
山

村
留
学
な
ど
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

　

聞
く
と
、
秀
也
さ
ん
は
都

市
部
で
の
就
職
を
断
っ
て
石
徹

白
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
時

代
に
逆
行
し
た
決
断
の
理
由

を
聞
く
と
、「
自
分
の
よ
う
な

若
者
が
一
人
で
も
戻
る
こ
と
で

何
か
力
に
な
れ
な
い
か
と
考
え

た
ん
で
す
。
大
層
な
考
え
や
能
力
で
戻
っ
て
き

た
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
も
、“
自
分
は
ど
う
生

き
る
か
”
を
考
え
た
ら
、
戻
っ
た
方
が
面
白
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
」。
秀
也

さ
ん
の
な
か
に
あ
っ
た
の
は
、
建
設
業
や
自
治

会
長
と
し
て
地
域
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
く
父

に
憧
れ
た
記
憶
。
幸
い
、
家
業
と
い
う
働
く
場

所
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
背
中
を
押
し
た
。

　

当
時
の
思
い
の
ま
ま
に
、
秀
也
さ
ん
は
建
設

会
社
の
社
長
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
石
徹
白

地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
の
事
務
局
や
公

民
館
館
長
な
ど
地
域
の
主
軸
と
な
り
活
動
し
て

き
た
。
地
域
に
入
っ
て
き
た
彰
秀
さ
ん
た
ち
を

「
最
初
は
、
一
定
期
間
で
去
っ
て
い
く
“
風
の

人
”
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
彼

ら
は
“
土
地
の
人
”
に
な
ろ
う
と
し
た
ん
だ
よ

ね
」
と
振
り
返
る
。「
多
く
の
人
が
出
て
い
く

流
れ
に
逆
ら
っ
て
入
っ
て
く
る
あ
ま
の
じ
ゃ
く

な
と
こ
ろ
が
、
僕
と
合
う
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
、
豪
快
に
笑
っ
た
。

　

今
後
は
移
住
者
を
含
め
、
若
い
世
代
に
活
動

の
中
心
を
譲
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
秀
也
さ

ん
は
言
う
。「
地
域
づ
く
り
に
終
わ
り
な
ん
て

原
体
験
は
田
園
風
景
の
な
か
に

　

隼
人
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
住
民
に

魅
せ
ら
れ
て
石
徹
白
の
地
に
移
住
し
て
き
た
夫

婦
、
平
野
彰
秀
さ
ん
と
馨か

お

り
生
里
さ
ん
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
移
住
の
背
景
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、

彰
秀
さ
ん
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
す
る
。

　

彰
秀
さ
ん
は
岐
阜
市
の
郊
外
に
生
ま
れ
た
。

冬
は
た
こ
揚
げ
、
夏
は
ザ
リ
ガ
ニ
捕
り
な
ど
の

原
体
験
が
詰
ま
っ
た
田
園
風
景
が
、
開
発
に
よ

り
徐
々
に
駐
車
場
や
店
舗
に
姿
を
変
え
た
と
振

り
返
る
。「
日
本
の
田
園
風
景
を
取
り
戻
し
た

い
、
ど
う
す
れ
ば
自
然
と
人
が
調
和
で
き
る
暮

ら
し
が
成
り
立
つ
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち

は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
、
大
学
院
で
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
な

か
で
恩
師
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
自
分
の
ま
ち
を

持
て
」
と
い
う
助
言
が
、
彰
秀
さ
ん
に
影
響
を

与
え
た
。「
ま

ち
づ
く
り
の
専

門
家
と
し
て
ひ

と
つ
の
地
域
に

根
付
き
た
い
と

ま
ち
づ
く
り
の
根
本
は

「
自
分
の
た
め
」

　

小
水
力
発
電
の
受
け
入
れ
に
賛
同
し
た
地

域
住
民
の
一
人
、
久
保
田
政
則
さ
ん
に
も
お
話

を
伺
っ
た
。石
徹
白
で
育
ち
、自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
を
経
て
、
現
在
は
石
徹
白
で
自
営
す
る
技

術
者
だ
。
小
水
力
発
電
の
導
入
の
際
、
技
術

的
な
知
見
を
持
つ
久
保
田
さ
ん
の
働
き
は
大
き

く
、
N
P
O
法
人
「
や
す
ら
ぎ
の
里
い
と
し
ろ
」

の
2
代
目
理
事
長
と
し
て
尽
力
し
た
。

　

久
保
田
さ
ん
が
高
校
を
卒
業
す
る
頃
は
高

度
経
済
成
長
の

真
っ
只
中
。
都

市
部
で
の
就
職

が
主
流
で
あ
り
、

久
保
田
さ
ん
も

一
度
は
愛
知
県

で
就
職
し
た
。

10
年
以
上
務
め

た
会
社
を
辞
め

て
故
郷
に
帰
っ

て
き
た
理
由
を

問
う
と
「
や
っ

思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
が

ど
こ
な
の
か
は
長
い
こ
と
分
か

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
」。「
自
分

の
ま
ち
」は
ど
こ
な
の
か
——
。

東
京
で
商
業
施
設
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
企
業
の
経
営
戦
略

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
働
き

な
が
ら
も
、
彰
秀
さ
ん
は
ず
っ
と
自
分
の
ま
ち

を
探
し
続
け
て
い
た
。

水
の
豊
か
な
集
落
と
、

ま
ち
づ
く
り
が
出
会
う

　

2
0
0
1
年
、
彰
秀
さ
ん
は
岐
阜
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
N
P
O
法
人
「
G
‐n
e
t
」

を
、
岐
阜
出
身
の
仲
間
た
ち
と
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
活
動
の
な
か
で
、
同
じ
く
岐
阜
市
出
身

だ
っ
た
馨
生
里
さ
ん
、
そ
し
て
石
徹
白
に
も
出

会
う
こ
と
に
な
る
。

　

彰
秀
さ
ん
た
ち
は
「
地
域
の
持
続
可
能
性
」

に
着
目
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
地
域
内
で

循
環
さ
せ
て
い
く
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
話

す
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
外
に
頼
ら
ざ
る

ぱ
り
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
が
非
常
に

好
き
な
ん
で
す
よ
ね
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に

笑
っ
た
。
大
手
企
業
を
退
職
し
て
石
徹
白
に
戻

る
こ
と
は
周
り
に
も
反
対
さ
れ
た
と
言
い
、
自

身
も
決
断
を
後
悔
し
か
け
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。「
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
か
悪
か
っ

た
か
は
、
人
生
が
終
わ
る
頃
に
な
ら
な
い
と
分

か
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
石
徹
白
が
い
い
地
域
に

な
れ
ば
、
こ
こ
で
頑
張
っ
て
き
た
意
味
が
あ
り

ま
す
」。

　

農
業
用
水
農
業
協
同
組
合
や
漁
業
協
同
組

合
の
理
事
、
白
山
中
居
神
社
の
役
員
な
ど
も

担
っ
て
き
た
久
保
田
さ
ん
。
い
く
ら
生
ま
れ
故

郷
と
は
い
え
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
地
域
の
た
め
に

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
か
。「『
地
域
の
た

め
』
な
ん
て
、
重
た
い
も
の
で
は
な
い
ん
で
す

よ
。
少
し
で
も
環
境
が
よ
く
な
れ
ば
、
自
分
自

身
が
年
を
取
っ
て
も
住
み
や
す
い
し
、
み
ん
な

も
住
み
や
す
い
や
ろ
う
っ
て
。
本
当
に
単
純
な

ん
で
す
よ
」。

　

最
後
に
夢
を
聞
く
と
、「
こ
の
地
で
灰
に
な

る
ま
で
生
き
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
で
き
る
環

境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
さ
さ
や
か
な
夢
で
す
け

ど
ね
」
と
久
保
田
さ
ん
は
遠
く
を
見
つ
め
た
。

「
自
分
は
ど
う
生
き
る
か
」
を
考
え
、

こ
の
ま
ち
に
い
る

　

平
野
夫
妻
を
地
域
に
受
け
入
れ
、
住
民
た

ち
と
つ
な
い
で
く
れ
た
兄
貴
的
な
存
在
が
石

徹
白
秀
也
さ
ん
だ
。
大
学
進
学
で
一
度
は
名

古
屋
に
出
た
も
の
の
、
卒
業
後
は
故
郷
に
戻
っ

て
家
業
の
建
設
会
社
で
働
い
て
き
た
。
ま
た
、

２
０
０
９
年
か
ら
は
「
石
徹
白
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、
彰
秀
さ
ん
と

を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
長
良
川

を
筆
頭
に
水
に
恵
ま
れ
た
郡
上

市
だ
か
ら
こ
そ
、
小
さ
な
水
流

を
活
用
し
て
小
水
力
発
電
が
で

き
な
い
か
と
考
え
た
。

　

難
色
を
示
す
地
域
が
多
か
っ

た
な
か
で
、「
や
っ
て
み
よ
う
」

と
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
が
石

徹
白
だ
。
当
時
す
で
に
人
口
３
０
０
人
を
切
っ

て
お
り
、
少
し
で
も
地
域
の
た
め
に
な
る
な
ら

ば
と
小
水
力
発
電
に
も
門
戸
を
開
い
た
の
だ
っ

た
。
ま
た
、
石
徹
白
に
は
１
９
５
５
年
ま
で
30

年
以
上
、
水
力
発
電
で
集
落
の
電
力
を
賄
っ
て

い
た
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
協
力
へ
の
助
け

と
な
っ
た
。

自
然
と
人
と
が
調
和
す
る
ヒ
ン
ト

　

小
水
力
発
電
が
始
ま
っ
た
２
０
０
７
年
、
彰

秀
さ
ん
は
月
に
二
度
ほ
ど
東
京
か
ら
石
徹
白
に

通
う
暮
ら
し
を
続
け
た
が
、
翌
年
に
は
仕
事
を

辞
め
て
岐
阜
市
へ
U
タ
ー
ン
。
石
徹
白
へ
の
移

住
を
見
据
え
て
、
家
探
し
を
し
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
り
始
め
て
い
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
彰
秀
さ
ん
は
石
徹
白
を
「
自

分
の
ま
ち
」
と
し
て
活
動
す
る
気
持
ち
が
固

ま
っ
て
い
た
と
い
う
。「
縄
文
時
代
か
ら
脈
々

と
続
く
集
落
が
、
社
会
経
済
が
原
因
で
な
く

な
る
の
は
あ
ま
り
に
も
惜
し
い
。
地
域
存
続
の

た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」。
ま
た
、石
徹
白
の
人
々
の“
生
き
抜
く
力
”

に
も
圧
倒
さ
れ
た
。
長
く
続
い
て
き
た
自
然
と

人
と
が
調
和
す
る
集
落
の
姿
に
、
自
身
が
ず
っ

と
抱
え
て
き
た
疑
問
の
答
え
が
あ
る
気
が
し
た

と
い
う
。「
あ
る
時
、石
徹
白
隼
人
さ
ん
か
ら『
自

然
の
利
息
の
な
か
で
暮
ら
し
な
さ
い
』
と
い
う

代
々
神
職
に
伝
わ
る
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
元

本
に
は
手
を
つ
け
ず
に
継
続
を
見
据
え
た
考
え

方
。
地
球
環
境
の
持
続
性
を
考
え
る
上
で
も

ヒ
ン
ト
に
な
る
価
値
観
を
、
石
徹
白
の
方
々
は

持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
」。

　

信
仰
心
を
持
っ
て
自
然
に
感
謝
し
、
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
る
。
日
本
の
社
会
で

失
わ
れ
て
き
た
暮
ら
し
方
や
精
神
性
を
、
自
ら

学
ん
で
受
け
継
ぎ
た
い
。
２
０
１
１
年
9
月
、

彰
秀
さ
ん
は
馨
生
里
さ
ん
と
と
も
に
石
徹
白
に

家
を
購
入
し
、
自
ら
も
住
民
と
な
っ
た
。

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
多
少
の
波
は
あ
っ
た
と
し

て
も
、
や
っ
ぱ
り
死
ぬ
ま
で
や
っ
て
い
く
も
の

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」。
肩
書
き
が
つ
か
な
い
一

市
民
に
戻
っ
て
も
、
同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
後

進
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
身
の

次
の
役
割
だ
と
語
っ
た
。

岐阜県郡上市石徹白地区自然の恵みが息づく
観光まちづくり

それぞれの「自分のまち」

石徹白に移住して家族を育む平野彰秀さん
平野馨生里さんと子供たち（写真提供：石徹白洋品店）

石徹白に「自分のまち」を見出し移住した
プランナーの平野彰秀さん

故郷石徹白に戻り電子部品製造会社を営む
久保田政則さん。小水力発電に尽力

移住者も受け入れる
「石徹白地区地域づくり協議会」の石徹白秀也さん

水力発電所を作った人々

石徹白の自然の中、川辺で遊ぶ親子。この十数年で移住者の子供たちも増えた

上掛け式水車による水力発電機を設置。他のタイプの水車もあり、
水力で地区全住民の電力を賄う（©️平野彰秀）
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
な
が
る

も
の
づ
く
り
を
探
し
て

　
“
土
地
の
人
”
に
な
る
べ
く
石
徹
白
に
移
住

し
た
平
野
夫
妻
。
今
度
は
、
石
徹
白
に
昔
か
ら

伝
わ
る
独
自
の
服
作
り
を
伝
え
る
「
石
徹
白
洋

品
店
」
を
営
む
馨
生
里
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
彼
女
の
原
点
は
学
生
時
代
、
遠
く
カ
ン

ボ
ジ
ア
ま
で
飛
ん
だ
。

　

神
奈
川
県
の
大
学
で
国
際
協
力
を
学
ん
で
い

た
馨
生
里
さ
ん
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内
戦
で
途

絶
え
た
ク
メ
ー
ル
織
物
復
活
の
村
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
と
ク

メ
ー
ル
織
物
の
強
固
な
関
係
性
に
感
銘
を
受
け

る
一
方
、
日
本
や
岐
阜
に
誇
れ
る
も
の
を
持
た

な
い
自
分
を
省
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自
分
な

り
の
“
故
郷
”
と
な
る
何
か
を
探
し
な
が
ら
、

彰
秀
さ
ん
も
参
加
し
て
い
た
岐
阜
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
「
G‐n
e
t
」
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、
平
成
以
降
に
姿
を

消
し
た
岐
阜
の
伝
統
工
芸
品
「
水
う
ち
わ
」。

ニ
ス
を
塗
っ
た
薄
い
美
濃
和
紙
を
張
っ
た
優
美

な
う
ち
わ
。
故
郷
の
誇
れ
る
も
の
づ
く
り
復
活

の
た
め
、
馨
生
里
さ
ん
は
仲
間
た
ち
と
奔
走
し

に「
聞
き
書
き
」が
あ
る
。
石
徹
白
に
住
む
人
々

に
話
を
聞
き
、
文
章
に
ま
と
め
る
こ
の
作
業
を

馨
生
里
さ
ん
は
心
か
ら
愛
し
て
い
る
と
話
す
。

２
０
１
０
年
に
公
民
館
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た

活
動
で
、
馨
生
里
さ
ん
と
仲
間
が
中
心
と
な
っ

て
現
在
ま
で
に
3
冊
の
「
聞
き
書
き
集 

石
徹

白
の
人
々
」
を
発
売
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
石
徹

白
を
知
る
人
々
の
生
の
声
が
方
言
の
ま
ま
収
録

さ
れ
、
ま
る
で
目
の
前
で
彼
ら
が
話
し
て
い
る

よ
う
な
文
章
だ
。「
聞
き
書
き
は
労
力
が
か
か

る
割
に
収
入
に
は
つ
な
が
ら
な
い
活
動
で
す
。

で
も
、
私
は
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
く
ら
い
好
き
な
ん
で
す
」
と
、
馨
生
里

た
。そ
う
し
て
水
う
ち
わ
を
追
い
か
け
る
う
ち
、

岐
阜
の
も
の
づ
く
り
の
背
景
に
は
長
良
川
の
存

在
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
と
話

す
。
人
々
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関
わ
る
長
良
川

を
考
え
る
「
長
良
川
流
域
持
続
可
能
研
究
会
」

を
発
足
し
、
地
域
内
で
の
経
済
圏
に
つ
い
て
考

え
始
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
話
は
彰
秀
さ
ん
が
石

徹
白
を
訪
れ
た
部
分
と
重
な
る
。２
０
０
７
年
、

水
力
発
電
が
始
ま
る
頃
に
は
す
で
に
岐
阜
市
に

U
タ
ー
ン
し
て
い
た
馨
生
里
さ
ん
は
、
N
P
O

法
人
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
石
徹
白
に
通
い
始
め
た

の
だ
っ
た
。

忘
れ
て
し
ま
っ
た
価
値
観
を

残
し
た
い

　

通
い
始
め
て
す
ぐ
に
、
馨
生
里
さ
ん
は
す
っ

か
り
石
徹
白
に
ほ
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と

い
う
。
彰
秀
さ
ん
と
同
じ
く
、
石
徹
白
の
人
々

の
「
生
き
る
甲
斐
性
」
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

自
分
自
身
も
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
活
動
を
と
も
に
し
て
い
た
石
徹

白
の
仲
間
は
歓
迎
し
て
く
れ
た
が
、
郡
上
市
内

の
人
か
ら
は
「
石
徹
白
の
冬
を
3
回
経
験
し
て

か
ら
決
め
た
ほ
う
が
い
い
」
と
助
言
さ
れ
た
。

そ
れ
ほ
ど
に
石
徹
白
の
冬
が
厳
し
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
2
㍍
の
雪
が
積
も
る
石
徹
白
の
冬
を

4
回
経
験
し
て
も
、
や
は
り
気
持
ち
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。「
私
が
躍
起
に
な
っ
て
雪
か
き
を

す
れ
ば
、
85
歳
の
お
じ
い
さ
ん
が
『
そ
ん
な
に

慌
て
ん
で
も
え
え
ぞ
、
雪
は
春
に
な
っ
た
ら
溶

け
る
か
ら
な
あ
』
と
言
っ
て
く
れ
た
り
。『
雨

が
降
れ
ば
植
物
が
育
つ
し
、
台
風
な
ら
休
め
る

か
ら
あ
り
が
た
い
』
と
話
す
お
ば
あ
さ
ん
も
い

る
ん
で
す
。
す
ご
く
本
質
的
だ
な
、
と
」。

さ
ん
は
過
去
に
話
を
聞
い
た
人
々
の
こ
と
を
い

と
お
し
そ
う
に
語
る
。

　

聞
き
書
き
で
馨
生
里
さ
ん
の
な
か
に
蓄
積
さ

れ
た
石
徹
白
へ
の
愛
着
は
、
石
徹
白
洋
品
店
の

商
品
に
落
と
し
込
ま
れ
て
い
る
。「
石
徹
白
を

伝
え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
服
を
作
っ
て
い

る
」
と
馨
生
里
さ
ん
は
断
言
し
、
服
だ
け
で
な

く
各
商
品
の
作
り
方
を
ま
と
め
た
テ
キ
ス
ト
の

販
売
や
作
り
方
を
教
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
馨
生
里
さ
ん
が
作
り
方

ま
で
伝
え
る
の
は
、
現
代
の
多
く
の
人
に
「
生

き
る
力
」
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
た
つ
け
作
り
を
教
え
れ

ば
、
み
ん
な
で
き
る
。
そ
の
た
く
ま
し
さ
を
身

に
つ
け
て
お
け
ば
、
何
が
あ
っ
て
も
幸
せ
に
生

き
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す
」。

　

石
徹
白
に
残
る
た
く
ま
し
さ
を
込
め
た
石
徹

白
洋
品
店
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
今
、
多
く
の
人
々

に
届
き
始
め
て
い
る
。
全
国
各
地
で
の
出
張
販

売
に
加
え
、
今
年
は
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
あ
る
博

物
館
ウ
ィ
リ
ア
ム・モ
リ
ス・ギ
ャ
ラ
リ
ー
で「
民

藝
を
受
け
継
ぐ
も
の
づ
く
り
」
と
し
て
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。「
石
徹
白
の
方
々
が
減
っ
て
、

残
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

辛
う
じ
て
彼
ら
と
人
生
を
交
え
る
こ
と
が
で
き

た
私
だ
っ
た
ら
、
何
か
を
残
せ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
」
と
、
馨
生
里
さ
ん
は
前
を
向
い
た
。

徹
白
洋
品
店
」
を
形
作
る
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
２
０
１
２
年
5
月
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
縁
の
あ
っ
た
活
動
家
の
森
本
喜
久
男
さ
ん

が
石
徹
白
を
訪
ね
て
き
た
際
に
言
わ
れ
た
「
た

つ
け
（
石
徹
白
に
伝
わ
る
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
の

民
衣
）
を
作
っ
た
方
が
い
い
」
と
い
う
言
葉

だ
っ
た
。「
た
つ
け
の
存
在
は
、
地
域
の
民
踊

衣
装
と
し
て
着
ら
れ
て
い
て
知
っ
て
い
た
ん
で

す
。
森
本
さ
ん
に
言
わ
れ
て
、
近
所
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
作
り
方
を
聞
い
た
ら
、
信
じ
ら
れ
な

い
く
ら
い
昔
の
人
の
知
恵
と
歴
史
が
詰
ま
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
洋
服
を
作
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ

な
い
！　

と
、
他
の
衣
服
の
作
り
方
も
聞
き
取

り
始
め
ま
し
た
」。

た
く
ま
し
さ
を
残
す

聞
き
書
き
と
洋
服

　

も
う
ひ
と
つ
、
馨
生
里
さ
ん
が
始
め
た
活
動

　

石
徹
白
の
人
々
と
話
す

と
き
、
馨
生
里
さ
ん
は
ま

る
で
何
世
代
も
前
の
日
本

人
と
話
し
て
い
る
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
お
そ
ら

く
経
済
発
展
の
な
か
で
日
本
人
が
失
っ
て
き
た

大
切
な
価
値
観
を
石
徹
白
の
人
々
が
持
ち
続
け

て
い
る
か
ら
だ
、
と
馨
生
里
さ
ん
は
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
石
徹
白
を
受
け
継
ぎ

た
い
と
強
く
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

地
域
に
伝
わ
る
民み
ん

衣い

と
の
出
会
い

　

家
探
し
と
並
行
し
て
服
飾
学
校
に
通
っ
た
馨

生
里
さ
ん
は
、
移
住
の
翌
年
に
「
石
徹
白
洋
品

店
」
を
開
業
。
仕
事
が
な
い
石
徹
白
で
暮
ら
す

た
め
に
選
ん
だ
、
も
の
づ
く
り
の
道
だ
っ
た
。

当
時
か
ら
石
徹
白
の
草
木
で
染
め
た
ワ
ン
ピ
ー

ス
な
ど
の
洋
服
を
作
っ
て
い
た
が
、
今
の
「
石

岐阜県郡上市石徹白地区自然の恵みが息づく
観光まちづくり

地域を伝える服作り

●❶

●❷

●❹

●❻

●❼●❽

●❷

●❶

●❺

❶たつけの作り方を教えてくださった小枝子さん　❷田植え時の「刈干し刈り」※姿の小枝子さん（写真提供：石徹白小枝子氏）　❸聞き取りで作り方を学んだ「たつけ」　❹石徹白洋品店で
の藍染作業　❺NPOのメンバーで花畑を整える　❻村の方に古い布について教わる　❼❽ロンドン、ウイリアム・モリス・ギャラリーでの「MINGEI ART WITHOUT HEROES展に石徹白
洋品店が出展、シンポジウムも行う （❶❸❹❻❼❽写真提供:石徹白洋品店）

※刈干し刈り:「刈干し」とは、冬、馬を養うための草を刈って干したもの。その草を刈ることを「刈干し刈り」という

❶雪深い峠の村、冬の石徹白の風景
❷昔の田植え姿。田植え時に活躍する「たつけ」を着用

（写真提供：鴛谷吉明氏）

●❸

石徹白に移住し、石徹白洋品店を
立ち上げた平野馨生里さん
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石
徹
白
に
集
ま
る
人
た
ち

　

平
野
夫
妻
が
石
徹
白
に
移
住
し
た
13
年
前

か
ら
、
彼
ら
の
後
に
続
く
移
住
者
が
少
し
ず
つ

増
え
始
め
た
。
石
徹
白
洋
品
店
ス
タ
ッ
フ
の
松

尾
由
佳
さ
ん
は
、
石
徹
白
洋
品
店
の
イ
ン
タ
ー

ン
に
参
加
後
、
鹿
児
島
か
ら
移
住
。
販
売
を
中

心
に
、
S
N
S
発
信
な
ど
あ
ら
ゆ
る
業
務
を
こ

な
し
戦
力
と
し
て
馨
生
里
さ
ん
を
支
え
る
。
イ

ン
タ
ー
ン
は
毎
年
冬
に
募
集
し
、
受
け
入
れ
は

4
月
か
ら
9
月
。
最
短
で
も
3
週
間
か
ら
の
参

加
で
、
長
い
人
は
半
年
間
、
住
み
込
み
で
藍
染

め
や
草
木
染
め
、
地
域
で
の
服
作
り
を
学
ぶ
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
も
、
こ
れ
ま
で
7
人
が
石
徹
白
に
移
住

し
た
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
田
中
佳
奈
さ
ん

も
、
そ
の
1
人
。
知
人
の
紹
介
で
石
徹
白
を
知

り
、
協
力
隊
と
し
て
赴
任
す
る
な
か
で
移
住
を

決
意
し
た
。
現
在
は
岐
阜
市
か
ら
移
住
し
て
き

た
農
業
を
営
む
夫
と
、
2
人
の
子
供
と
石
徹
白

で
暮
ら
す
。
移
住
後
に
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と

な
っ
た
彼
女
も
ま
た
、
石
徹
白
に
住
む
た
め
に

仕
事
を
作
っ
た
人
だ
。
聞
け
ば
、
学
生
時
代
は

国
際
協
力
を
学
び
、
ア
フ
リ
カ
に
惹
か
れ
て
い

た
と
言
い
、「
石
徹
白
に
来
た
と
き
、
地
球
の

反
対
側
ま
で
行
か
な
く
て
も
大
事
な
も
の
は
こ

こ
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　

田
中
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
石
徹
白
へ
の
移
住

者
は
モ
ロ
ッ
コ
や
ケ
ニ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど

の
国
々
と
縁
の
あ
る
人
た
ち
が
多
い
の
だ
と
い

う
。
日
本
の
山
奥
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
遠

く
の
国
で
も
あ
る
よ
う
な
、
石
徹
白
な
ら
で
は

の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

外
と
地
域
を
つ
な
ぐ
場
所

　

移
住
者
だ
け
で
な
く
、
石
徹
白
洋
品
店
を

き
っ
か
け
に
観
光
客
と
し
て
石
徹
白
を
訪
れ

る
人
々
も
多
い
。
夏
の
間
だ
け
オ
ー
プ
ン
す
る

本
店
に
商
品
を
買
い
に
く
る
お
客
さ
ん
も
い
れ

ば
、
各
地
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
石
徹
白
を
知
っ

て
訪
ね
て
く
る
人
も
い

る
。
ま
た
、
全
国
各
地
に

は
石
徹
白
洋
品
店
の
想
い

を
受
け
取
っ
て
販
売
を
担

う
小
売
店
や
販
売
ス
タ
ッ

フ
も
増
え
始
め
た
。
石
徹

白
に
暮
ら
す
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
石
徹
白
洋
品

店
を
広
め
る
こ
と
、
購
入

す
る
こ
と
、
石
徹
白
を
訪

れ
る
こ
と
で
、
こ
の
集
落

を
守
ろ
う
と
す
る
人
々
が

確
か
に
い
る
。

　

現
在
、
石
徹
白
を
訪

れ
る
人
た
ち
に
向
け
、
平

野
夫
妻
は
宿
の
開
業
準

備
を
進
め
て
い
る
。「
昔

は
20
軒
以
上
あ
っ
た
民
宿
も
人
口
流
出
と
高
齢

化
で
か
な
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
が
来

て
も
宿
が
足
り
な
い
現
状
と
、
も
う
ひ
と
つ
、

石
徹
白
の
建
物
を
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
」。

　

譲
り
受
け
た
古
い
「
た
つ
け
」
を
手
に
取
る

た
び
に
、
今
で
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
話
す

馨
生
里
さ
ん
。
実
際
の
物
か
ら
受
け
取
れ
る
情

報
も
伝
え
て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
現
物
を
残
し

た
い
と
話
す
。
集
落
の
築
1
5
0
年
の
建
物
を

整
え
て
２
０
２
５
年
の
開
業
を
目
指
す
宿
は
、

滞
在
し
な
が
ら
石
徹
白
ら
し
い
体
験
が
で
き
る

場
所
と
し
て
、
外
の
人
々
と
地
域
を
接
続
し
て

い
く
役
割
を
持
た
せ
て
い
く
予
定
だ
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
石
徹
白
洋
品
店
は
「
現
代

に
お
け
る
御
師
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
夏
場

は
来
客
を
宿
で
迎
え
な
が
ら
、
人
々
と
集
落
や

神
社
を
歩
く
。時
に
は
各
地
へ
出
向
き
な
が
ら
、

石
徹
白
の
こ
と
を
人
々
に
伝
え
る
。
お
札
や
薬

草
で
は
な
く
、
石
徹
白
の
民
衣
を
片
手
に
。

人
と
町
は
と
も
に
あ
る
、

だ
か
ら
一
緒
に
歩
ん
で
い
く

　
「
本
当
に
い
い
場
所
な
ん
で
す
」。

　

石
徹
白
で
出
会
っ
た
方
々
が
、
み
ん
な
心
か

ら
の
表
情
で
そ
う
言
う
。
峠
を
越
え
て
ま
で
住

み
た
い
ま
ち
が
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
た
め
に
仕

事
す
ら
自
ら
作
り
出
す
人
た
ち
。
そ
う
い
う

生
き
方
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
の
と
同
時

に
、
そ
ん
な
「
自
分
の
ま
ち
」
に
出
会
え
た
彼

ら
が
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
る
。

　

一
方
、
石
徹
白
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
、

　

今
回
、
初
め
て
訪
れ
た
石
徹
白
は
雨
だ
っ
た
。
神

社
を
包
む
深
い
杉
木
立
に
降
る
雨
が
そ
の
ま
ま
地
面

を
流
れ
、
沢
を
作
り
、
石
徹
白
川
、
九
頭
竜
川
の
源

流
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
水
で
杉
を
育
て
、
田
畑
を

潤
し
、
釣
り
場
を
作
り
、
小
水
力
発
電
を
し
て
、
自

給
自
足
と
外
部
と
の
経
済
・
文
化
交
流
を
二
千
年
以

上
も
続
け
て
き
た
集
落
だ
。

　

最
初
に
「
石
徹
白
」
に
出
会
っ
た
の
は
、
東
京
・

谷
中
で
開
か
れ
て
い
た
「
石
徹
白
洋
品
店
」
の
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
。
飾
り
気
の
な
い
、
自

然
素
材
の
、
人
の
手
で
作
ら
れ
た
温
か
み
の
あ
る
服

が
並
ん
で
い
た
。「
ず
っ
と
長
く
着
ら
れ
そ
う
」
と
思

い
、石
徹
白
の
民
衣
を
再
現
し
た
ズ
ボ
ン「
か
る
さ
ん
」

を
買
っ
て
着
て
み
て
、
そ
の
着
や
す
さ
、
動
き
や
す

さ
に
驚
い
た
。
語
っ
て
く
れ
た
店
員
さ
ん
は
石
徹
白

に
イ
ン
タ
ー
ン
に
行
っ
て
そ
の
暮
ら
し
と
服
作
り
の

魅
力
に
惹
か
れ
て
、
移
住
し
た
方
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
石
徹
白
の
人
々
の
暮
ら
し
を
「
聞
き

書
き
」
し
た
本
や
、「
か
る
さ
ん
」、「
た
つ
け
」
な
ど

民
衣
の
作
り
方
を
書
い
た
冊
子
を
読
み
、
お
話
を
聞

い
て
、石
徹
白
の
人
々
は
、縄
文
時
代
以
来
、修
験
道
、

林
業
、
農
業
な
ど
時
代
ご
と
の
求
め
に
応
じ
な
が
ら

峠
の
集
落
に
住
み
続
け
て
き
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

か
つ
て
白
山
へ
の
修
験
者
を
迎
え
る
石
徹
白
の
御

師
は
、
集
落
が
雪
で
閉
ざ
さ
れ
る
冬
の
間
、
日
本
各

地
を
回
っ
て
石
徹
白
の
文
化
を
広
め
た
と
い
う
。
現

代
の
石
徹
白
に
住
む
人
々
も
、
暮
ら
し
を
語
り

継
ぎ
な
が
ら
、
移
住
者
を
迎
え
入
れ
る
。
日
本

や
世
界
の
村
で
持
続
的
な
暮
ら
し
を
模
索
す
る

人
た
ち
が
、自
ら
石
徹
白
に
入
っ
て
生
業
を
築
き
、

さ
ら
に
新
た
な
移
住
者
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

　

世
界
に
開
か
れ
た
源
流
の
村
「
石
徹
白
」
に
、

自
分
の
ま
ち
へ
の
誇
り
を
語
り
、
住
み
継
ぐ

普
遍
的
な
力
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　語り、住み継がれる石徹白　  
観光まちづくり学部　教授　椎原晶子

岐阜県郡上市石徹白地区自然の恵みが息づく
観光まちづくり

久
保
田
さ
ん
や
秀
也
さ
ん
が
「
地
域
の
た
め
な

ん
て
大
そ
れ
た
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
た

め
な
ん
で
す
」
と
言
っ
た
こ
と
も
思
い
出
す
。

一
見
利
己
的
に
聞
こ
え
る
こ
の
言
葉
も
、
巡
り

巡
っ
て
、
人
と
ま
ち
が
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

そ
こ
に
集
ま
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
ま
ち
は

で
き
て
い
る
。
そ
し
て
住
み
心
地
の
い
い
ま
ち

は
、
人
々
を
豊
か
に
生
か
す
。
馨
生
里
さ
ん
が

話
し
た
「
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
の
愛
着
と
誇

り
が
あ
れ
ば
、本
当
に
ね
、何
が
あ
っ
て
も
ひ
っ

く
り
返
ら
な
い
強
さ
み
た
い
な
も
の
に
な
る
ん

で
す
」
と
い
う
言
葉
は
、「
自
分
の
ま
ち
」
を

諦
め
な
い
石
徹
白
の
人
々
の
生
き
方
そ
の
も
の

だ
っ
た
。

人が集まり、まちとなる

石徹白で生まれた子も楽しく藍染甕の管理の手伝いをしてくれる

「カルヴィラいとしろ散策マップWalking map・石徹白歳時記」図版提供：宿泊施設カルヴィラいとしろ culvilla.com

冊子：『[いとしろ聞き書き集］石徹白の人 Ⅰ々,Ⅱ,Ⅲ』 
発行：石徹白聞き書きの会

❶雪の斜面で遊ぶ石徹白の子供たち　❷移住した親
子も参加する冬の餠つき　❸移住してきた石徹白洋品
店の若いスタッフやワークショップ参加者たちとの服作り　

（❸写真提供：石徹白洋品店）

●❷

●❸

●❶

海外支援に携わったのち、石徹白に移住してから
フォトグラファーとなった田中佳奈さん
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 地域が主役のまちづくり 
 フットパスで我がまちを魅せる 

地
域
の
人
も
気
づ
か
な
か
っ
た

生
活
圏
を
歩
く
楽
し
い
コ
ー
ス

　

熊
本
県
美み
さ
と
ま
ち

里
町
で
、
歩
い
て
楽
し
む
観
光

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
を
推
進
し
て
い
る
井
澤
氏
は

こ
の
取
り
組
み
に
着
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、

過
疎
化
し
限
界
集
落
と
呼
ば
れ
て
い
た
美
里
町

を
「
ど
う
に
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
始
め

た
と
語
っ
た
。

　

本
来
の
目
的
は
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
で
あ
っ
た
が
、
取
り
組
み
開
始
当
初
は
地
域

の
人
に
は「
観
光
」と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
か
っ

た
。
地
域
の
人
は
「
観
光
」
と
聞
い
た
だ
け
で

拒
否
反
応
を
引
き
起
こ
す
た
め
、「
観
光
」
と

言
わ
な
い
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
が
「
フ
ッ

ト
パ
ス
」
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
は
地
域
の

人
を
主
体
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、「
私

た
ち
は
仕
組
み
を
つ
く
り
、
黒
子
に
な
る
覚
悟

で
始
め
た
」
と
の
思
い
を
述
べ
た
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
を
、「
受
け
身
で
は
な
い
新
し

い
観
光
」
と
位
置
づ
け
、「
寄
り
道
が
で
き
て
、

そ
の
地
域
の
魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
地
域

の
人
と
話
が
で
き
る
コ
ー
ス
を
一
生
懸
命
考
え

て
つ
く
っ
て
い
る
」
と
説
明
。
コ
ー
ス
の
選
定

や
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
使
い
捨
て
に
さ
れ
な
い

よ
う
な
高
品
質
な
マ
ッ
プ
も
作
成
し
た
。
道
標

も
過
剰
に
設
置
せ
ず
、
地
域
の
人
に
声
を
か
け

て
歩
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
ガ
イ
ド
は
道
案
内
で
あ
り
、
解

説
を
す
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
か
ら
質
問
を

引
き
出
す
工
夫
を
す
る
」「“
お
邪
魔
し
ま
す
”

の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
マ
ナ
ー

を
伝
え
る
こ
と
」
と
ガ
イ
ド
の
役
割
の
重
要
性

に
つ
い
て
言
及
。
生
活
圏
を
歩
く
コ
ー
ス
な
ら

で
は
の
注
意
点
と
し
て
、「
地
域
の
人
へ
の
挨

拶
の
奨
励
」「
歩
き
に
来
た
人
だ
と
わ
か
る
服

装
で
歩
く
こ
と
」
な
ど
を
示
し
た
。
現
在
で
は

地
域
の
人
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、
過
疎
化
が

進
ん
だ
地
域
で
あ
っ
て
も
、
歩
き
に
来
た
人
た

ち
に
「
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と
言
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
自
信
を
持
ち
、
そ
れ
が
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
語
り
、

「
あ
く
ま
で
も
地
域
が
主
役
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
の
人
が
自
主
的
に
コ
ー
ス
の

管
理
や
草
刈
り
、
道
標
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

も
担
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
、「
ブ
ー
ム
は

経
費
を
か
け
れ
ば
4
～
5
年
は
持
つ
が
、
必
ず

去
る
。
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
す
る
に
は
10
年
は
か

か
る
」
と
の
思
い
を
語
り
、
覚
悟
を
持
っ
た
取

り
組
み
が
10
年
を
経
過
し
、
1
年
に
一
つ
ず
つ

コ
ー
ス
を
増
や
し
て
、
今
は
19
コ
ー
ス
が
歩
か

れ
て
い
る
と
い
う
。

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

縁
が
わ
カ
フ
ェ
と
食
の
体
験

　
“
お
も
て
な
し
”
と
“
地
域
が
潤
う
仕
組
み
”

を
混
同
し
な
い
こ
と
の
重
要
性
を
挙
げ
、“
地

域
が
潤
う
仕
組
み
”
と
し
て
つ
く
っ
た
「
フ
ッ

地
域
と
の
連
携
に
よ
っ
て
広
が
る

学
生
た
ち
の
学
び
の
場

　

第
一
部
は
、
初
め
に
針
本
学
長
が
来
賓
へ

礼
を
述
べ
、
当
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
紹
介
、
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
意

義
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

針
本
学
長
は
、
近
年
、
国
内
外
で
発
生
し

て
い
る
災
害
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
に

触
れ
、観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
が
掲
げ
る
「
地

域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動
か
し
、
持
続
可
能

な
地
域
の
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
基
本
理

念
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
、
今
ま
さ
に

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
を
開
設
し
た
意
義
が

問
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
高
山
市
、
愛
媛
県
内
子
町

な
ど
包
括
連
携
協
定
締
結
地
域
で
教
員
や
学

生
た
ち
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
報

告
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
へ
の
支
援
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

再
開
発
事
業
か
ら

文
化
遺
産
を
守
り
た
い

　

続
い
て
、
来
賓
の
岡
田
保や

す
よ
し良
氏
（
一
般

社
団
法
人
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員

長
）
は
自
身
と
イ
コ
モ
ス
と
の
関
わ
り
や
経

歴
、
西
村
幸
夫
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長
の

後
任
と
し
て
委
員
長
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど

を
説
明
。

　

岡
田
氏
は
、
神
宮
外
苑
の
再
開
発
の
問
題

に
触
れ
、「
イ
コ
モ
ス
は
文
化
遺
産
の
保
護

の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
立
場
か
ら
活
動
し

て
い
る
」
と
話
し
、「
神
宮
外
苑
・
内
苑
は

我
が
国
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
観
光
資

源
」
と
、
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
周
辺
の
開

発
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
日
本
最
初
の
鉄
道

線
路
遺
跡
「
高た

か

輪な
わ

築ち
く

堤て
い

」
に
つ
い
て
も
言
及
。

世
界
遺
産
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な
貴
重
な
遺

跡
だ
と
述
べ
、
遺
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
、

一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
と
語
っ
た
。
文
化
的
な
遺
産
が
昨
今
の
再

開
発
事
業
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
危

惧
し
、「
イ
コ
モ
ス
は
文
化
を
大
切
に
し
た

本
当
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
方
々
を
支

援
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

文
理
融
合
で
人
材
育
成

実
践
的
な
演
習
科
目
を
展
開

　

西
村
学
部
長
か
ら
は
、
学
部
開
設
か
ら
1

年
半
が
経
過
し
、
改
め
て
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
定
義
や
目
標
を
教
員
た
ち
と
再
考
し
た
結

果
、
12
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

12
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
地
域
の
個
性
を
み

つ
け
、
み
が
く
」「
地
域
の
多
様
な
つ
な
が

り
を
つ
く
り
、
活
か
す
」「
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
、
豊
か
に
す
る
」「
地
域
の
未
来
を

つ
く
る
人
材
と
仕
組
み
を
育
て
る
」
と
い
う

4
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
お
り
、
学
部
の
教
育

シ
ス
テ
ム
が
こ
の
理
念
に
沿
っ
て
構
築
さ
れ

て
い
る
と
説
明
。

　

活
力
あ
る
地
域
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
標
と
し
、
ア
ー
ト
や
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
の
科
目
を
設
け
、
文
理
融
合

の
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
学
生
の
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ

る
教
員
の
全
学
生
支
援
を
特
徴
と
す
る
演
習

科
目
の
導
入
な
ど
、
新
し
い
学
部
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

　

今
後
も
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動
か

す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
実
践
的
な
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
教
育
を
継
続
し
、
学
部
の
活
動
を

通
じ
て
人
材
育
成
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
表
明
し
た
。

2
0
2
3
年
11
月
8
日
、第
4
回「
観
光
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

2
期
生
を
迎
え
、さ
ら
に
発
展
・
拡
充
が
期
待
さ
れ
て
い
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
が
考
え
る「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」と
は
何
か
、

持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
に
向
け
た
観
光
の
役
割
に
つ
い
て
、議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

第
一
部
は
、主
催
者
と
来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、西
村
幸
夫
学
部
長
が
学
部
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

人
材
育
成
と
地
域
の
発
展
を
目
指
す

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
こ
れ
か
ら
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岡田保良氏
（一般社団法人日本イコモス

国内委員会委員長）

針本正行國學院大學学長西村幸夫教授
（観光まちづくり学部長）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
域
の
暮
ら
し
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
3
名
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
が
登
壇
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
し
て
い
る「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
講
演
し
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
続
い
た
。

井澤るり子氏
合同会社フットパス研究所 代表、美里フットパス協会 会長（熊本県下益城郡美里町）

第
一
部

第
二
部

ト
パ
ス
弁
当
」
を
紹
介
し
た
。

　

わ
ざ
わ
ざ
美
里
町
に
来
た
の
だ
か
ら
、
か
ら

揚
げ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
で
は
な
く
、
美
里
町
ら
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
、
美

里
産
の
食
材
を
使
い
、
容
器
を
統
一
し
、
バ

ラ
ン
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
使
用
を
禁
止
し
て
い

る
。

　

ま
た
、「
縁
が
わ
カ
フ
ェ
」
で
の
食
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
昔
の
お
祭
り
で
各

家
が
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
集
ま
っ
た
光
景
を
再

現
。
田
舎
の
お
茶
漬
け
や
漬
物
、
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
で
地
域
の
人
と
参
加
者
が
一
緒
に
食
事
を

し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
縁
が
わ
カ
フ
ェ
は
町
内
に
6
カ
所
あ

る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
民
宿
が
2
軒
、
予

約
制
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、
外
国
人
も
受
け
入

れ
る
体
験
施
設
な
ど
も
整
備
さ
れ
た
。
今
で
は

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」「
あ
そ
こ
は
見
晴
ら
し

が
よ
い
よ
」「
庭
の
花
を
見
て
い
き
ま
す
か
？
」

と
声
を
か
け
る
地
域
の
人
が
増
え
、
そ
れ
が
美

里
町
ら
し
い
“
お
も
て
な
し
”
だ
と
語
っ
た
。

　

井
澤
氏
は
、「
フ
ッ
ト
パ
ス
の
運
営
は
行
政

か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
お
ら
ず
、
自
立
は
す

る
が
儲
か
ら
な
く
て
い
い
と
考
え
て
い
る
」

と
断
言
し
た
。

　

美
里
町
の
時
間
の
流
れ
に
合
わ
せ

て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
き
た
い
と

語
っ
た
井
澤
氏
。「
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
美

里
町
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
、
締
め
く
く
っ
た
。

美里町の田園風景を歩いていく使い捨てされない工夫をしたマップ地域の人の協力で始まった縁がわカフェ
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滋
賀
県
な
ら
で
は
の
体
験

本
物
に
感
動
す
る
外
国
人
観
光
客

　

川
口
氏
は
、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
畔
で
取
り
組

ん
で
い
る
外
国
人
向
け
観
光
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

語
っ
た
。
ま
ず
は
、
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
英
語
版
の
地
図
を
示
し
つ

つ
、
京
都
の
す
ぐ
隣
の
大
津
市
を
拠
点
に
し
て

い
る
と
解
説
し
、「
一
大
観
光
地
で
あ
り
、
す

で
に
多
く
の
外
国
人
観
光
客
を
集
め
て
い
る
京

都
か
ら
、
い
か
に
誘
客
す
る
か
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
」
と
述
べ
た
。

　

ツ
ア
ー
の
重
点
エ
リ
ア
と
し
て
琵
琶
湖
西
側

を
挙
げ
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
た

東
側
と
違
い
、
古
い
史
跡
や
自
然
が
残
っ
て
い

る
の
が
特
徴
と
強
調
。
例
と
し
て
、
滋
賀
県
最

古
の
神
社
で
あ
り
、
地
元
の
人
か
ら
信
仰
を
集

め
る
白し
ら
ひ
げ鬚

神
社
を
挙
げ
、
湖
に
佇
む
鳥
居
が
印

象
的
で
あ
り
、
滋
賀
県
観
光
の
象
徴
的
な
存
在

と
紹
介
し
た
。

　

次
に
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た

高
島
市
畑
地
区
の
「
畑
の
棚
田
」
の
美
し
い
写

真
を
見
せ
、「
日
本
の
原
風
景
と
呼
べ
る
場
所
」

と
紹
介
し
、
こ
こ
で
実
施
し
て
い
る
ツ
ア
ー
に

つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
一
番
人
気
の
ツ
ア
ー
と
し
て
「
お
餅

つ
き
」
を
挙
げ
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、

餅
つ
き
の
一
連
の
過
程
を
参
加
者
と

一
緒
に
体
験
で
き
る
の
が
特
徴
。
外

国
人
に
は
苦
手
な
人
が
多
い
で
あ

ろ
う
納
豆
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
餅
な

ど
、
こ
の
地
域
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

と
言
え
る
よ
う
な
独
特
な
食
べ
方

な
ど
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。

滋
賀
県
の
郷
土
料
理
で
あ
る
「
ふ
な
ず
し
」
に

つ
い
て
も
触
れ
、「
滋
賀
は
実
は
長
寿
県
で
、

発
酵
食
品
を
よ
く
食
べ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
話
を
す
る
と

ひ
と
口
食
べ
て
み
よ
う
と
手
が
の
び
る
」
と
ツ

ア
ー
の
様
子
を
語
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
人
気
ツ
ア
ー
と
し
て
、
屋
根
職

人
の
工
房
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
を
紹
介
。
滋
賀
と

京
都
に
ま
た
が
っ
て
世
界
遺
産
・
比
叡
山
延
暦

寺
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
麓
の
滋
賀
県
側
に
は
寺

の
屋
根
瓦
の
職
人
が
昔
か
ら
多
く
居
住
し
て
い

た
。
今
も
檜
皮
葺
や
鬼
瓦
な
ど
屋
根
職
人
の
工

房
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
こ
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー

が
人
気
で
、
参
加
者
は
瓦
を
磨
く
体
験
も
で
き

る
。

　

ツ
ア
ー
代
金
は
二
人
で
参
加
の
場
合
、
一
人

3
万
円
で
、
高
額
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
寺
の

数
が
減
る
と
と
も
に
、
屋
根
工
事
の
機
会
が
減

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
職
人
の
数
も
減
っ
て
い
る

現
状
に
触
れ
、
屋
根
職
人
の
文
化
を
残
す
た
め

に
も
、
工
房
の
収
入
に
結
び
付
く
ツ
ア
ー
に
し

た
か
っ
た
と
説
明
。
安
価
な
観
光
客
向
け
の
体

験
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
本
物
の
鬼
瓦
磨

き
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
相
応
の
対
価
を
い
た

だ
く
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
と
語
っ
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
文
化
へ
の
関
心
が
高
い

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
欧
米
市
場

　

ツ
ア
ー
造
成
の
考
え
方
と
し
て
、「
誰
に
」「
何

を
」「
ど
の
よ
う
に
」
提
供
し
て
い
る
か
に
触

れ
、「
誰
に
」
は
、
京
都
に
滞
在
す
る
40
～
60

代
の
教
養
の
あ
る
旅
慣
れ
た
外
国
人
、
特
に
ラ

 琵琶湖畔で日本文化を体験できる 
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川口洋美氏
株式会社ツールドラック 代表取締役（滋賀県大津市）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
域
の
暮
ら
し
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

第
二
部

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
欧
米
人
と
説
明
。
集
客
に

は
旅
行
会
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
借
り
て
い

る
と
話
し
た
。

　
「
何
を
」
に
つ
い
て
は
、
京
都
で
は
味
わ
え

な
い
滋
賀
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
を
提

供
す
る
こ
と
で
差
別
化
し
て
い
る
。

　
「
ど
の
よ
う
に
」
に
つ
い
て
一
番
大
事
に
し

て
い
る
の
は
「
多
方
面
に
露
出
し
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
」
こ
と
と
述
べ
、
ど
こ
で
も
買
え
る

商
品
と
思
わ
れ
ず
、
予
約
が
で
き
た
こ
と
に
価

値
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
注
意
し
て
い
る

と
述
べ
た
。

　

実
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
観
光
客
が
集
ま
っ

て
お
り
、「
地
域
の
食
文
化
へ
の
関
心
が
あ
り
、

地
域
の
方
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
を
持
っ
て
、

し
っ
か
り
お
金
を
払
っ
て
く
だ
さ
る
理
想
的
な

お
客
様
」
と
表
現
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の

方
も
職
人
も
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
。「
誰

を
お
客
様
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
地
域
の
品

格
、品
位
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
、

「
地
域
の
良
さ
を
理
解
し
、
そ
れ
を
態
度
で
示

し
て
く
れ
る
人
が
来
て
く
れ
る
か
ら
地
域
の
品

格
が
保
た
れ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

最
後
に
「
一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
、
日
本
で

体
験
し
た
た
く
さ
ん
の
ツ
ア
ー
の
中
で
一
番
楽

し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
」
と
述

べ
、「
観
光
は
国
の
光
を
観
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
、
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
名
も
な
き

一
人
の
人
間
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
、

そ
れ
が
自
分
に
で
き
る
観
光
。
環
境
問
題
な
ど

不
安
も
あ
る
が
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

琵琶湖のシンボル的な風景となった白鬚神社
©（公社）びわこビジターズビューロー

一番人気のお餅つきツアー屋根職人の工房を訪れるツアーも人気本物の鬼瓦も
近くで見られる

 

行
政
に
頼
ら
ず
に
市
民
の
力
で
推
進 

 

地
元
の
誇
り
を
取
り
戻
し
た
ま
ち
づ
く
り 

村
上
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

古
い
町
屋
の
中
を
見
せ
る

　

吉
川
氏
は
、
新
潟
県
村
上
市
で
取
り
組
ん
で

い
る
町
屋
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　

古
く
か
ら
の
城
下
町
で
あ
る
村
上
地
区
は
約

25
年
前
、
道
路
拡
幅
を
伴
う
大
規
模
な
近
代
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど

同
じ
こ
ろ
町
並
み
を
研
究
し
て
い
る
専
門
家
か

ら
「
近
代
化
し
て
成
功
し
て
い
る
地
方
の
ま
ち

は
な
い
」
と
聞
い
た
吉
川
氏
は
、
悩
ん
だ
末
に

「
食
い
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
村
上
の
城
下
町
の
価
値
が
失
わ
れ
る
」
と

危
機
感
を
抱
き
行
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
。

　
「
村
上
を
守
り
た
い
」「
近
代
化
を
食
い
止
め

た
い
」
と
反
対
の
署
名
活
動
を
行
っ
た
が
、
周

り
か
ら
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
方
針

を
転
換
し
、
村
上
の
歴
史
的
価
値
を
活
か
し
た

活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。「
も
し
こ

れ
が
成
功
す
れ
ば
古
い
も
の
の
価
値
が
見
直
さ

れ
、
壊
す
の
で
は
な
く
、
残
し
て
生
か
す
と
い

う
方
向
に
き
っ
と
変
わ
る
と
思
っ
た
」
と
当
時

の
思
い
を
語
っ
た
。

　

吉
川
氏
が
悩
む
な
か
で
た
ど
り
着
い
た
の

が
、町
屋
の
“
外
”
で
は
な
く
“
中
”
で
あ
っ
た
。

歴
史
の
ま
ち
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
と
、
町
並

み
や
景
観
を
活
か
し
た
も
の
が
一
般
的
だ
が
、

家
屋
の
内
部
に
入
り
、
そ
の
奥
の
生
活
空
間

を
活
か
す
こ
と
に
し
た
の
だ
。
外
観
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
変
わ
っ
て
い
た
が
、

内
観
に
は
昔
な
が
ら
の
町
屋
の
つ
く
り
が
残
っ

て
い
た
か
ら
だ
。

　
「
こ
れ
こ
そ
が
村
上
の
本
物
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
考
え
た
吉
川

氏
は
、
古
い
町
屋
の
中
を
見
せ
て
も
ら
え
る
住

民
を
募
っ
て
名
簿
を
つ
く
り
、
マ
ッ
プ
を
つ

く
っ
て
配
布
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
話
題
に

な
り
、テ
レ
ビ
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、マ
ッ

プ
を
持
っ
て
歩
く
人
が
来
訪
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。こ
の
時
、賛
同
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー

が
「
村
上
町
屋
商
人
会
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

ま
ち
が
活
況
を
取
り
戻
す

　

さ
ら
に
立
ち
上
げ
た
の
が
「
町
屋
の
人
形
さ

ま
巡
り
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
。
村
上
の
各
家
に

残
っ
て
い
た
古
い
人
形
を
飾
る
と
い
う
取
り
組

み
は
、
N
H
K
で
全
国
放
送
さ
れ
、
一
挙
に
訪

れ
る
人
が
増
え
た
。

　

そ
し
て
村
上
の
も
う
一
つ
の
核
に
な
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
町
屋
の
屛
風
ま
つ
り
」
を
企
画
。

地
元
の
伝
統
文
化
で
あ
る
屛
風
を
60
～
70
軒
の

地
元
の
商
店
が
無
料
で
公
開
し
た
。
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
た
旅
行
者
か
ら
「
い
ろ
り
が

素
敵
」「
太
い
柱
や
梁
の
佇
ま
い
が
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
外
部
か
ら
の

評
価
を
受
け
た
こ
と
で
地
元
の
人
も
少
し
ず
つ

気
持
ち
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。
人
々
の
意

識
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
、
町
屋
の
価
値
の
再
評

価
に
つ
な
が
っ
た
と
吉
川
氏
は
語
る
。

　

こ
の
こ
ろ
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、「
チ
ー
ム
黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
。

こ
れ
は
、
商
店
街
か
ら
一
歩
入
っ
た
小
路
に
あ

る
寺
や
割
烹
な
ど
の
建
物
を
囲
む
ブ
ロ
ッ
ク
塀

吉川真嗣氏
株式会社千年鮭きっかわ 代表取締役社長（新潟県村上市）

を
、
昔
の
黒
塀
に
戻
す
取
り
組
み
。
市
民

か
ら
1
口
1
0
0
0
円
の
寄
付
を
募
り
、

そ
れ
を
資
金
と
し
て
板
を
購
入
し
、
塀

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
壊

さ
ず
に
上
か
ら
板
を
打
ち
付
け
る
簡
易

な
つ
く
り
方
だ
っ
た
が
、「
目
に
見
え
る

形
で
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
」
と

当
時
の
思
い
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

黒
塀
に
さ
ら
に
緑
を
増
や
す
と
い
う
取
り
組

み
も
第
二
弾
と
し
て
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り

中
心
部
の
景
観
が
大
き
く
変
わ
り
、「
人
形
さ

ま
巡
り
」「
屛
風
ま
つ
り
」
以
外
の
時
期
で
も
、

一
年
を
通
し
て
人
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
村
上
ら
し
さ
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
が
大

事
だ
っ
た
」
と
強
調
し
た
。

　

再
生
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、「
恐
ら

く
全
国
で
初
め
て
、
市
民
が
集
め
た
お
金
を

使
っ
て
ま
ち
の
外
観
を
再
生
す
る
補
助
金
を
創

設
し
た
」
と
述
べ
た
。
補
助
金
は
一
軒
当
た
り

最
大
80
万
円
で
補
助
率
60
％
と
し
、
外
観
が
改

善
さ
れ
来
客
が
増
え
た
結
果
、
売
上
が
3
～
10

倍
に
増
加
し
、「
壊
し
て
新
し
く
す
る
の
で
は

な
く
、
古
い
か
ら
こ
そ
の
良
さ
を
残
す
こ
と
で

魅
力
を
高
め
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
実
証

さ
れ
た
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

近
代
化
計
画
が
あ
っ
た
村
上
は
旅
行
客
が
増

え
、
地
元
の
人
々
の
意
識
や
行
政
の
方
針
が
変

わ
り
、
ま
ち
の
再
生
が
実
現
し
た
。
吉
川
氏
は

「
ま
ち
が
活
気
づ
く
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
誇

り
も
取
り
戻
し
た
。
今
、
前
に
進
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

「町屋の人形さま巡り」の様子地元の商家に保存されていた
屛風を公開した「町屋の屛風まつり」

全国からたくさんの人が
訪れるようになった

町屋を巡るイラストマップも作成した
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使
っ
て
い
る
理
由
は
？　

や
は
り
イ
ギ
リ
ス
が

き
っ
か
け
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

井
澤
：
「
ま
ち
歩
き
」
と
か
「
〇
〇
ウ
ォ
ー
ク
」

だ
と
み
ん
な
思
い
つ
き
ま
す
が
、「
フ
ッ
ト
パ

ス
」
は
ま
だ
手
垢
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に

思
っ
た
か
ら
で
す
。

農
家
と
協
力
し
て
進
め
る

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

西
村
：
次
は
川
口
さ
ん
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

川
口
：
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
全
国
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
津
市
で
も

2
～
3
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
田
植
え
か
ら
収
穫
、
天
日
干

し
、
脱
穀
な
ど
一
連
の
作
業
を
す
べ
て
経
験
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
農
家
の
人
た
ち
か
ら

「
農
村
ツ
ア
ー
を
語
る
な
ら
、
実
際
に
体
験
し

て
か
ら
に
す
れ
ば
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
棚
田
の
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
世
界
中
で
自
然
に
回

帰
す
る
動
き
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
山
へ
の

訪
問
だ
け
で
な
く
、棚
田
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
あ
る
滋
賀
県
か
ら
だ
け
で
な
く
、
京
都

や
大
阪
、和
歌
山
な
ど
か
ら
も
参
加
者
が
訪
れ
、

新
た
な
棚
田
オ
ー
ナ
ー
が
募
集
さ
れ
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
元
の
農
家
と
の
関

係
を
深
め
、
将
来
的
な
食
料
不
足
に
備
え
て
自

給
自
足
の
力
を
身
に
つ
け
る
重
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。

西
村
：
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
で
つ
く
っ
た
お
米

は
、
参
加
者
が
も
ら
え
る
わ
け
で
す
ね
？

川
口
：
は
い
。
参
加
者
が
受
け
取
り
ま
す
。

西
村
：
例
え
ば
こ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
外
国
人

は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

サ
ン
ド
：
今
、
初
耳
で
ち
ょ
っ
と
驚
い
て
い
ま

す
。
海
外
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
一
つ
の
棚
田

に
対
し
て
複
数
の
オ
ー
ナ
ー
が
い
て
、
何
ら
か

の
形
で
支
援
し
、
投
資
を
す
る
。
そ
の
見
返
り

と
し
て
収
穫
の
一
部
を
も
ら
う
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
う
で
は
な
く
て
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
人

が
1
年
間
、
田
植
え
も
草
取
り
も
、
収
穫
も
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。
す
ご
い
企
画
で
す
ね
。

西
村
：
全
部
オ
ー
ナ
ー
が
や
る
わ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
農
家
の
人
に
教
わ
り
な
が
ら
で
す
よ
ね
。

つ
ま
り
、
自
分
で
育
て
て
、
そ
れ
が
実
る
の
を

実
感
し
、
心
が
豊
か
に
な
る
経
験
だ
と
思
う
ん

で
す
。

城
下
町
な
ら
で
は
の

町
屋
を
見
せ
る
ツ
ア
ー

西
村
：
で
は
続
い
て
、
吉
川
さ
ん
、
お
願
い
し

ま
す
。

吉
川
：
城
下
町
に
は
、
町
人
地
区
と
武
家
地
区

が
あ
り
、
そ
の
一
角
に
は
寺
町
も
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
屋
に
は
、
狭
い
間
口
と
奥
行
き
の

あ
る
庭
が
あ
り
、
村
上
で
は
中
庭
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
庭
の
多
く
は
残
っ

て
い
な
い
た
め
、
町
人
地
区
だ
け
で
庭
を
見
せ

よ
う
と
し
て
も
魅
力
は
薄
い
で
す
。

　

一
方
、
寺
町
に
は
素
晴
ら
し
い
庭
が
あ
り
ま

す
が
、
和
尚
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

武
家
地
区
は
商
店
も
な
く
行
政
も
関
心
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
借
景
の
庭
を

持
つ
家
が
い
く
つ
か
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
せ
て

も
ら
い
た
い
と
動
き
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
断
ら
れ
て
き
た
お
寺
も
庭
を
見
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

庭
を
見
せ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
増
え
る

と
、
武
家
地
区
に
光
が
当
た
り
、
協
力
し
て
く

れ
る
人
も
増
え
て
き
て
、
率
先
し
て
清
掃
し
、
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持続可能な地域の実現に向けて

の
歴
史
と
文
化
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
去
年

か
ら
國
學
院
大
學
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
一
歩
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
観

光
」
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
文
明
開
化
の

時
代
に
岩
倉
使
節
団
が
世
界
一
周
を
し
、
帰
国

後
に
記
し
た
報
告
書
で
あ
る
「
米
欧
回
覧
実

記
」
に
「
観
光
」
と
い
う
文
字
が
登
場
し
ま
す
。

当
時
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
の
言
葉
を
岩
倉

具
視
が
使
っ
た
理
由
は
記
録
に
は
あ
り
ま
せ
ん

「
観
光
」の
原
点
に
立
ち
戻
っ
て

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

西
村
：
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
、
感
動
的
な
お
話

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
ジ
ョ

ル
ダ
ン
・
サ
ン
ド
先
生
に
感
想
や
コ
メ
ン
ト
、

ご
自
身
の
思
い
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

サ
ン
ド
：
ジ
ョ
ル
ダ
ン
・
サ
ン
ド
で
す
。
以
前

は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
日
本

が
、
岩
倉
は
3
つ
の
意
味
を
込
め
た
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
学
び
」。
二
つ
目

は
「
自
分
の
国
を
変
え
る
こ
と
」。
三
つ
目
は
、

「
自
分
と
世
界
の
関
係
を
変
え
る
こ
と
」。
観
光

の
原
点
に
立
ち
戻
る
と
、
観
光
の
本
質
を
考
え

る
示
唆
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
3
人
の
お
話
の
感
想
と
そ
れ
ぞ
れ
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

井
澤
さ
ん
の
フ
ッ
ト
パ
ス
の
お
話
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
田
舎
町
の
散
策
を
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。
歴
史
や
人
々
の
営
み
が
景
観
に
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
共
通
点
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
道
の
歴
史
を
何
ら
か
の
形
で
読
み
取
れ
る
よ

う
な
施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

川
口
さ
ん
の
お
話
か
ら
は
「
雨
月
物
語
」
と

い
う
古
い
映
画
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖

は
日
本
の
交
通
史
で
は
非
常
に
重
要
な
場
所
で

あ
り
、
人
間
と
自
然
環
境
と
の
関
係
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
場
所
で
す
。

　

こ
こ
で
地
域
の
文
化
を
深
く
味
わ
っ
て
も
ら

う
企
画
と
し
て
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
実
施

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
う
少
し
詳
し
く
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

吉
川
さ
ん
の
お
話
で
は
、
市
民
が
黒
塀
を
再

生
し
、
町
屋
が
変
わ
り
、
地
元
の
人
々
が
町
並

み
を
つ
く
り
直
す
こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
城
下
町
の
歴
史
に
も
興
味

が
あ
り
ま
す
が
、
城
下
町
の
日
常
生
活
や
歴
史

を
意
識
し
た
企
画
は
あ
り
ま
す
か
？

フ
ッ
ト
パ
ス
を
通
じ
て

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
理
解

西
村
：
そ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
1
問
ず
つ
質
問
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

井
澤
：
フ
ッ
ト
パ
ス
を
始
め
る
時
に
イ
ギ
リ
ス

の
行
政
の
方
か
ら
は
「
日
本
に
は
フ
ッ
ト
パ
ス

が
な
い
の
で
は
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
的
な
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
＝
「
歩
け
な
い
道
」

が
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
集
落
の
道
は
地

域
の
人
々
が
管
理
し
て
い
る
の
で
、
大
体
ど
こ

で
も
歩
け
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。

　

地
域
を
歩
い
て
い
る
と
、
歴
史
的
な
追
分
の

碑
が
あ
り
、
右
も
左
も
上
段
が
平
仮
名
で
下
段

が
漢
字
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
平
仮
名
と
漢
字

を
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

と
、
碑
の
歴
史
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

歩
く
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。

　

ま
ち
を
歩
く
こ
と
で
、
昔
の
土
木
工
事
や
町

割
り
の
様
子
が
実
感
で
き
、
地
元
の
歴
史
や
地

名
の
由
来
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

も
フ
ッ
ト
パ
ス
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史
を
学
ん

で
い
ま
す
。

西
村
：
地
域
の
歴
史
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
は
、
地
域
の
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

井
澤
：
き
っ
か
け
は
地
域
の
人
で
す
が
、
郷
土

史
家
の
知
見
に
も
頼
っ
て
い
ま
す
。

西
村
：
調
べ
る
と
深
い
発
見
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
と
カ
タ
カ
ナ
を

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
実
践
す
る 

 

暮
ら
し
に
根
づ
い
た
観
光
ま
ち
づ
く
り 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
の
暮
ら
し
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
部
の
後
半
は
、3
名
の
登
壇
者
に
ジ
ョ
ル
ダ
ン
·
サ
ン
ド
國
學
院
大
學
特
別
招
聘
教
授
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

西
村
学
部
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
地
域
の
暮
ら
し
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

第
二
部
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フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
が

連
携
し
て
全
国
大
会

を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

地
方
は
地
方
な
り

の
連
携
を
す
る
こ

と
が
生
き
残
る
道
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て

フ
ッ
ト
パ
ス
は
利
害
関
係
が
少
な
い
の
で
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
村
：
あ
る
意
味
、
20
世
紀
の
開
発
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
た
山
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
21
世
紀

に
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
ね
。

地
域
連
携
が
持
続
の
カ
ギ

心
の
安
寧
を
求
め
る
ツ
ア
ー
も

川
口
：
私
は
会
社
を
経
営
し
て
い
る
た
め
、
地

域
と
い
う
大
き
な
視
点
で
語
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
自
分
の
会
社
が
30
年
後
に
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
視
点
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

リ
ス
ク
要
因
と
し
て
は
地
政
学
的
な
こ
と
、

戦
争
や
地
球
環
境
問
題
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
対

処
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
考
え
ま
す
。
東
北
や
熊

本
で
震
災
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
そ
こ
か

ら
た
く
ま
し
く
は
い
上
が
っ
て
生
き
て
い
く
姿

を
見
る
と
、
生
き
残
っ
た
者
同
士
が
新
た
に
連

携
し
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
感
じ
ま
す
。

　

今
、
滋
賀
と
京
都
の
県
境
に
あ
る
比
叡
山
延

暦
寺
で
大
変
厳
し
い
修
行
を
さ
れ
た
阿あ
じ
ゃ
り

闍
梨
様

と
一
緒
に
山
を
歩
こ
う
、
回
峰
行
の
道
を
歩
こ

う
と
い
う
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

阿
闍
梨
様
の
ツ
ア
ー
を
な
ぜ
企
画
し
た
か
と

言
い
ま
す
と
、
こ
う
し
た
混
沌
と
し
た
時
代
の

中
で
、
人
々
は
心
の
安
寧
を
求
め
、
自
然
回
帰

や
山
か
ら
の
霊
気
を
体
に
取
り
入
れ
て
、
一
歩

れ
る
仕
掛
け
が
で
き
る
人
が
欲
し
い
で
す
。

西
村
：
川
口
さ
ん
は
大
津
市
だ
け
で
な
く
て
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
で
す
が
、
ど
う
で
す

か
。

川
口
：
私
自
身
が
行
く
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

先
ほ
ど
井
澤
さ
ん
が
10
年
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
私
も
同
じ
で
2
0
1
4
年
に
始
め

て
、
来
年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
の
2
～

3
年
は
全
く
鳴
か
ず
飛
ば
ず
で
、
少
し
ず
つ
反

響
が
出
て
き
て
、
い
い
感
じ
で
行
く
か
な
と

思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
2
年
半
全
く

活
動
が
で
き
ず
、
よ
う
や
く
再
開
と
い
う
こ
と

で
丸
10
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
補
助
金
に
頼
る
こ
と
な
く
全
部
自
費
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。一
昨
年
観
光
庁
の
事
業
を
、

何
も
収
入
が
な
い
時
に
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の

ご
縁
で
今
回
こ
う
や
っ
て
お
招
き
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
除
け
ば
補
助
金
は
ゼ
ロ
で
し
た

の
で
、非
常
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。
と
な
る
と
、

そ
う
い
う
我
慢
が
で
き
る
人
で
な
い
と
地
域
で

実
践
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
都
市
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
も
カ
ネ
も
多
く
集

ま
る
場
所
で
は
な
く
、
厳
し
い
け
れ
ど
地
方
に

行
っ
て
、
自
分
な
り
の
新
し
い
表
現
と
か
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
で
取
り
組
み
た
い

と
い
う
人
は
、
き
っ
と
い
る
は
ず
で
す
の
で
、

「
強つ
わ
も
の者
求
む
！
」
み
た
い
な
こ
と
を
や
ら
れ
て
、

ご
縁
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

西
村
：
そ
う
で
す
ね
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も

ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
れ
ば
よ
い
で
す

ね
。

予
測
不
可
能
な
リ
ス
ク

観
光
業
の
脆
弱
さ
が
課
題

西
村
：
先
ほ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
話
が
あ
り
ま
し

た
け
ど
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
と
ぱ
た
っ
と

止
ま
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
す
ご
い
恐
怖
で
す

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
か
ら
30
年
後
の

自
分
の
地
域
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
を
最
後
に
お
聞

き
し
ま
す
。

井
澤
：
美
里
町
に
来
た
人
た
ち
は
皆
さ
ん
「
す

ご
く
水
が
き
れ
い
だ
し
、
山
の
中
で
す
ね
」
と

言
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と
奥

の
方
が
山
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
外
か
ら
来

る
人
は
空
港
か
ら
40
分
の
と
こ
ろ
で
も
「
山
の

中
」
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら
、
い
つ

の
ま
に
か
山
に
来
て
い
る
と
い
う
こ
こ
の
良
さ

を
生
か
そ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

美
里
町
に
は
石
橋
が
35
残
っ
て
い
て
、「
な

ぜ
そ
ん
な
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
工
場
の
誘
致
も
な

け
れ
ば
、
団
地
の
住
宅
も
で
き
な
い
。
開
発
の

手
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
残
っ
た
の
で
す
。

　

10
年
前
に
フ
ッ
ト
パ
ス
と
い
う
言
葉
を
地
域

の
人
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の

全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
年
は
自
治
体

や
団
体
、
県
境
を
越
え
た
4
つ
の
町
村
と
日
本

ま
ち
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ル
城
下
町
で
庭
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
地
元
の
人
々
や
観

光
客
が
ま
ち
を
新
し
い
視
点
で
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
は
10
年
か
か
る

続
け
る
に
は
覚
悟
が
必
要

西
村
： 

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
で
何
か
追
加
コ
メ

ン
ト
が
あ
れ
ば
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

井
澤
：
美
里
町
に
川
口
さ
ん
み
た
い
な
人
が
近

く
に
い
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

外
国
人
が
来
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
日
本
語

の
マ
ッ
プ
し
か
な
い
の
に
す
ご
く
満
足
し
て
く

れ
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
こ
に
送
り
込
ん
で
く

を
踏
み
出
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

何
か
し
ら
大
き
な
出
来
事
が
起
き
た
後
に
、

人
の
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
っ
た
ら
、
神
仏
に

拝
ん
で
目
に
見
え
な
い
も
の
に
す
が
り
た
い
と

い
う
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
汲
み
取
っ
た
ツ

ア
ー
を
組
ん
で
、
一
緒
に
祈
り
な
が
ら
歩
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

蓄
積
さ
れ
る
文
化
が
つ
く
る

歴
史
の
ま
ち
の
価
値

吉
川
：
歴
史
の
ま
ち
で
う
ら
や
む
べ
き
ま
ち
に

長
野
県
の
妻
籠
が
あ
り
ま
す
。
日
本
を
代
表
す

る
町
並
み
を
持
っ
て
い
る
妻
籠
の
方
が
村
上
に

来
ら
れ
た
時
に
、「
村
上
が
う
ら
や
ま
し
い
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
衝
撃
的
で
し
た
。

　
「
何
が
う
ら
や
ま
し
い
の
で
す
か
？
」
と
聞

く
と
、
妻
籠
は
宿
場
町
の
性
質
上
、
時
代
の
変

化
や
流
行
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
こ
に

蓄
積
さ
れ
る
文
化
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で

す
。
村
上
に
は
お
茶
や
鮭
料
理
の
文
化
、
お
祭

り
も
あ
り
、
城
下
町
な
ら
で
は
の
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
文
化
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
時
に
、
そ

の
ま
ち
の
財
産
と
い
う
の
は
古
い
建
物
や
町
並

み
以
外
に
文
化
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
が

本
当
に
大
切
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

が
ま
ち
の
個
性
を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。

　

同
時
に
若
い
人
た
ち
が
、
私
た
ち
が
考
え
な

か
っ
た
よ
う
な
、
新
し
い
角
度
か
ら
ま
ち
を
良

く
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
自

よ
ね
。

川
口
：
そ
う
で
す
ね
。
不
安
で
し
た
。

西
村
：
そ
の
直
後
、
ま
た
急
に
戻
っ
て
く
る
。

予
測
不
可
能
な
不
安
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

川
口
：
本
当
に
そ
こ
は
課
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

だ
け
に
限
ら
ず
戦
争
や
国
の
政
治
的
な
動
乱
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
悩
ま
し
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
、
そ
の

一
つ
が
地
球
環
境
問
題
で
す
。
こ
の
ま
ま
飛
行

機
を
飛
ば
し
て
、
今
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
た

り
、
ぜ
い
た
く
な
観
光
を
続
け
た
り
す
る
こ
と

が
良
い
の
か
と
い
う
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
。　
　

　

も
う
一
つ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
。
今
後
10

年
以
内
に
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
な
が
ら
継
続
す
る

の
は
難
し
く
、
観
光
業
は
ち
ょ
っ
と
脆
弱
な
と

こ
ろ
が
あ
る
業
界
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
て
ほ
し
い
お
客
様
を
選
ぶ

ま
ち
の
品
格
に
必
要
な
視
点

吉
川
：
さ
っ
き
川
口
さ
ん
が
「
良
い
お
客
様
を

迎
え
る
と
、
お
客
様
の
品
が
ま
ち
の
品
格
に
な

る
」
と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

も
本
当
に
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
町
屋

の
人
形
さ
ま
巡
り
」
を
始
め
た
際
、
ツ
ア
ー
客

を
招
く
こ
と
は
避
け
、
個
人
客
を
対
象
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
う
わ
さ
を
聞
き
付
け
て
バ
ス
ツ

ア
ー
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
失
礼
な
態
度
を
と

る
人
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か

ら
、
激
安
ツ
ア
ー
は
組
ん
で
は
い
け
な
い
。
質

の
高
い
お
客
様
を
迎
え
る
ま
ち
に
す
る
よ
う
に

努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
学
び
ま
し
た
。

西
村
：
「
人
形
さ
ま
巡
り
」
も
、「
屛
風
ま
つ
り
」

も
お
金
を
取
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

よ
ね
。
何
と
か
し
て
お
金
が
回
る
工
夫
を
し
な

分
た
ち
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
考
え
を
持
っ
た

若
い
人
た
ち
の
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
く
の

が
こ
れ
か
ら
の
役
目
で
あ
り
、
30
年
後
に
向
け

て
若
い
人
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

西
村
：
地
域
は
人
を
育
て
る
器
で
す
。
魅
力
的

な
器
に
人
が
集
ま
り
、
人
が
育
つ
。
私
た
ち
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
使
命
は
、
そ
の
器
に

人
を
送
り
込
む
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
人
材
を

育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
：
楓
千
里
）

い
と
続
け
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
川
：
各
家
庭
が
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
1
回
の
開
催
費
用
は
30
万
～
35
万
円
か
か

り
ま
す
が
、
経
費
を
極
力
抑
え
つ
つ
、
多
く
の

人
が
訪
れ
る
こ
と
で
ま
ち
が
活
気
づ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
、
行
政
に

頼
ら
ず
に
自
力
で
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
写
真
集
を
制
作
し
、
そ
の
売
上
金

が
活
動
継
続
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
性
を
考
え
、
1
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

大
金
を
つ
ぎ
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
お
金
の
切
れ
目
が
イ
ベ
ン
ト
の
終
わ
り
に

な
り
ま
す
か
ら
。
極
力
少
な
い
費
用
で
継
続
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
行
政
に
頼
ら
ず
に

自
分
た
ち
で
費
用
を
捻
出

西
村
：
行
政
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
わ
け
で

な
く
、
写
真
集
を
売
っ
て
運
営
し
て
い
る
と
い

う
、
そ
の
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
こ

と
が
驚
き
で
す
。

吉
川
：
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
言

葉
が
な
い
時
代
で
し
た
が
、
村
上
出
身
の
数
千

人
の
高
校
の
先
輩
た
ち
に
ま
ち
の
再
生
へ
の
協

力
を
求
め
、
年
会
費
形
式
で
の
会
員
募
集
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
毎
年
約
3
0
0
万
円

が
集
ま
り
、
補
助
金
を
出
す
仕
組
み
を
つ
く
り

ま
し
た
。　
　

68
軒
の
町
屋
が
再
生
さ
れ
ま
し
た
が
、
45
軒
を

過
ぎ
た
こ
ろ
、
市
は
近
代
化
計
画
か
ら
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
1
8
0
度
方
向
転
換

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
今
度
は
市
が
自
ら
町
屋

再
生
の
補
助
金
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

30
年
後
の
地
域
の
姿

持
続
可
能
性
を
求
め
て

西
村
：
サ
ン
ド
先
生
、
何
か
質
問
が
あ
れ
ば
。

サ
ン
ド
：
「
持
続
可
能
性
」
と
い
う
の
が
こ
の

第4回
「観光まちづくりフォーラム」開催報告

持続可能な地域の実現に向けて
観
光
と
言
わ
な
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
が
連
携
し
て
認
知
拡
大
…
井
澤
氏

地
球
環
境
問
題
も

観
光
業
の
持
続
に
は
重
要
…
川
口
氏

30
年
後
の
未
来
に
向
け
て

若
い
世
代
を
育
て
た
い
…
吉
川
氏

1 みんなで一緒に餅つきがで
きる
2 日本の原風景ともいえる棚

田が広がる／©びわ湖高島観
光協会
3 移住者たちが集まったとい

うツールドラックのメンバー
4 地元の人との触れあいが楽

しいツアー

1 2 できることから始めて広
がっていった黒塀プロジェクト
3 町屋の中で見せるからこそ雰

囲気が味わえる屛風まつり
4 町屋を再生していき、まち全体

の風景も変わっていった

1 美里町の名所“♡が現れる二俣橋”
2 最高のおもてなしは地元の人の笑顔
3 美里町らしい食材を集めたフットパス弁当
4 コースは地元の山の中や畑の脇道

1

1

2

3

4

2

13

4

2

3

4
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部長のファシリテーションの下、太田氏
に加え、椎原晶子教授、十代田朗教授、
大門創准教授が参加し、都市開発と観光
の関係について活発に議論が行われた。
鉄道会社が地域開発にどのように貢献で
きるかについて、話題は多方面にわたり、
東京一極集中の問題については、鉄道が
この集中を助長してきた一方で、地方分
散を促進する可能性についても言及され
た。また、コロナ禍を契機に、地方でのワー
ケーションやコワーキングスペースの需
要が高まる中、鉄道会社が地方の価値を
高め、持続可能な地域社会の形成にどの
ように寄与できるかが重要な課題として
提示された。
　また、鉄道と観光の連携についても深
く議論された。例えば、田園都市線沿線
には観光地としての魅力が乏しいと指摘
され、その改善策として歴史や文化を活
かしたまちづくりが提案された。具体的
には、大山街道沿いの宿場町や古い町並
みを再評価し、観光資源として活用する
ことが挙げられた。このような取り組み
は、地域の歴史的・文化的価値を再発見
し、それを現代の観光に結びつけること

　第8回の観光まちづくりカフェは、東
急総合研究所の太田雅文氏を講師として
お迎えした。
　第1部の太田氏の講演では、都市開
発と鉄道の関係について、特に東京大都
市圏における鉄道網の役割とその進化が
詳細に論じられた。東急電鉄が田園都市
線沿線を開発したことで、鉄道が単なる
移動手段ではなく、地域の発展を支える
基盤として機能していることが示された。
具体的には、田園都市線沿線のたまプ
ラーザ駅周辺の区画整理や、二子玉川駅
の玉川髙島屋ショッピングセンターの設
立が、都市開発と鉄道の連携の成功例と
して挙げられた。また、地域文化を活か
した観光振興の必要性や、老朽化した地
域の再生に向けた包括的な取り組みにつ
いても言及され、鉄道と都市が調和し共
に発展していくための視点が強調された。
講演全体を通じて、持続可能な都市開発

の重要性が改め
て認識された。
　第2部のトー
クセッションで
は、西村幸夫学

で、観光地として
の魅力を高めると
ともに、地域のア
イデンティティを強化するものとされた。
　さらに、鉄道会社が持続可能な開発を
目指す中で、経済的利益と社会的価値の
バランスをどう取るかが議論された。鉄
道会社が地域の発展に貢献するために
は、単なる経済活動にとどまらず、地域
の文化や歴史を尊重し、それを基盤とし
た新たな価値創造が必要であると指摘さ
れた。特に、渋谷の再開発プロジェクト
において、スカイデッキや緑道の整備が
都市の持続可能性と居住環境の向上にど
のように寄与しているかが具体的な事例
として紹介された。
　最後に西村学部長から、たまプラーザ
駅周辺が、学生が集うお店が集積するよ
うなまちになることへの期待も述べられ
た。対談全体を通して、地域の文化や歴
史を尊重しつつ、新たな価値を創出する
ことが、今後の都市開発や観光振興にお
いて重要なテーマであるなど、これから
の観光まちづくりに対する多くの示唆が
得られた。

　第9回観光まち
づくりカフェは、神
田神社禰宜の岸川
雅範氏を講師にお
迎えした。神田神
社は東京都心に鎮

座し、江戸文化を引き継ぐ由緒ある神社
であるが、昨今はアニメや漫画、ゲーム
といったポップカルチャーなども受け入
れ、さまざまなコラボレーションを行って
いる。
　岸川氏は、神田神社がアニメやプロレ
スとのコラボレーションを通じて、若年
層や観光客を引き寄せる成功例を紹介し
た。特に、アニメ『ラブライブ！』や『シュ
タインズ・ゲート』との協力は、神社が
伝統的な宗教施設である一方、現代文
化との結びつきによって新しい観光資源
となり得ることを示した。さらに、『シュ
タインズ・ゲート』のイベントでは、資
料館とコンテンツツーリズムを結びつけ、
神社とアニメファンが集う場としての役
割を強調した。
　また、神田祭の伝統についても触れ、
現代のアニメ文化との関わりを「伝統の
創造」と捉え、新しい文化と神社の歴史
的価値が共存できる可能性を示唆した。

神田神社はアニメファンだけでなく、地
域の歴史や文化に根ざした祭りを通じて、
地元の人々との連携を強化し、持続可能
な地域振興を目指している。
　講演を通して、神田神社が新旧の文化
を融合させることで、観光振興や地域の
活性化に大きく貢献していることが示さ
れ、神社が単なる宗教施設にとどまらず、
現代文化の発信地としても機能している
点が注目され、今後の地域振興のモデル
として多くの示唆が得られた。
　第２部は、吉見俊哉教授がファシリ
テーターとなり、岸川氏のほか堀木美告
教授、石垣悟准教授によるトークセッショ
ンが行われた。
　吉見教授は、神社が非日常的な空間を
提供し、日常から切り離された場所とし
て機能していることに触れつつ、その空
間がどのように観光と融合しているかを
掘り下げる必要性を強調した。さらに、
日常と非日常の境界をまたぐ神社の存在
が、現代の観光資源として重要である点
を指摘し、現代文化との融合が神社の価
値を高めるとともに、地域社会への影響
も大きいことを示唆した。
　岸川氏は、神田神社がアニメやポップ
カルチャーとのコラボレーションを通じ
て、観光資源としての新たな価値を生み
出している点を強調した。アニメ『ラブ
ライブ！』や『シュタインズ・ゲート』な
どの人気作品と神田神社のコラボレー
ションによって、若年層やアニメファン
を引きつけ、絵馬にアニメキャラクター
を描いて奉納する「痛

いた

絵
え

馬
ま

」という現象

が生まれている。こ
れは、神社が伝統的
な宗教施設であると
同時に、現代のサブ
カルチャーと融合し
て観光振興に寄与し
ていることを示す例
である。
　堀木教授は観光の観点から、神社が地
域社会の中で観光資源としてどのように
機能しているかを解説した。神社は、非
日常的な空間を提供し、訪れる観光客に
特別な体験を与えることで、地域振興の
一翼を担っていると述べた。特に、神田
神社のように都市部の神社がアニメや現
代文化と融合することで、若い世代や海
外からの観光客を呼び込む成功事例を紹
介した。
　石垣准教授は民俗学の視点から、神社
がもつ伝統的な役割について触れた。特
に、江戸時代から続く絵馬の文化が現代
のアニメ文化とどのように結びつき、進
化しているかが議論された。かつては馬
を奉納していたが、これが時代と共に木
製の絵馬に変わり、現在ではアニメキャ
ラクターが描かれるようになった。神田
神社の例では、こうした伝統的な習俗が
現代文化と融合し、観光客を魅了する新
たな価値を生み出していると解説した。
　最後に、吉見教授は、神社が地域の文
化や歴史と現代の観光振興をつなぐ重要
な役割を果たしている点を再確認し、今
後の議論をその視点からも発展させるべ
きだと述べ、トークセッションをまとめた。

「TOD（公共交通主導型開発）による
サステナブルな田園都市」
開催日：2023（令和5）年10月11日　講師：太田 雅文氏 東急総合研究所 フェロー・主席研究員

第 8回

　第10回の観光まちづくりカフェは、
UR都市機構、東日本都市再生本部事業
推進部に所属されている中條由規氏を講
師として招いた。中條氏はこれまで、バ
スターミナル東京八重洲、虎ノ門ヒルズ
駅の事業組成や渋谷駅周辺まちづくりな
どの都市再生事業に携わってこられた。
中條氏は、ご自身の経験を基に、URの
活動とその挑戦について詳しく語った。
　まず日本が直面する人口減少と高齢化
の問題に触れ、それが地方都市に与える
影響について説明した。特に、空き家の
増加と市街地の空洞化が顕著であると指

摘した上で、これに対してURは、地方
都市の再生を目指し、空き家の利活用や
新たな都市機能の導入を進めていると説
明した。
　具体例として、栃木県鹿沼市での取り
組みが紹介された。鹿沼市は人口減少と
空き家問題に直面しているが、URはこ
の地域で「鹿沼コモンズ」というコミュ
ニティスペースを展開し、地域住民や新
規事業者のサポートを行っている。また、
空き家のリノベーションを通じて新たな
賑わいを生み出す試みも進めている。
　続いて、広島県福山市での事例が紹介

された。福山市で
は、新幹線駅前の
再開発が進まず、
多くの空き家と青
空駐車場が目立つ
状態だった。URは、地域のリノベーショ
ンを支援し、公共空間の有効活用を通じ
て賑わいを取り戻すプロジェクトを実施
している。具体的には、道路を「ほこみち」
として活用し、地域全体の魅力を高める
取り組みが行われている。
　中條氏は、これらの事例を通じて、持
続可能なまちづくりの重要性を強調した。

サステナブルな都市再生には、単に物理
的な再生だけでなく、地域の社会的・経
済的な活力を取り戻すことが不可欠であ
ると述べた。また、URの取り組みが成
功するためには、地域住民や地方自治体
との連携が重要であることを強調した。
講演後の質疑応答では、学生や教職員か
ら多くの質問が寄せられ、活発な議論が
行われた。
　第2部は、黒本剛史助手がファシリテー
ターをつとめ、会場の参加者からの質問
や意見を中心に進められた。その中で、
都市再生におけるパートナーシップの重
要性が強調された。特に、地方自治体、
民間企業、そして地域住民が一体となっ
て取り組むことで、持続可能な地域社会
の構築が可能であることが議論された。
　福山市での事例では、ウォーカブルな
まちづくりを目指して、公共空間の利活

用が進められており、道路や広場といっ
た公共空間を活用し、歩行者にとって快
適な環境を整備するための具体的な施策
が紹介された。例えば、ほこみち制度を
活用し、歩道にベンチやテーブルを設置
することで、まち全体の魅力を高め、歩
行者が集う空間を創出している。また、
これにより商店街の活性化も図られ、地
元の店舗と協力してイベントを開催する
など、地域全体の活力を引き出す取り組
みが進められている。また、福山市の取
り組みの中で特筆すべきは、地域の特性
を活かした観光振興であると指摘された。
具体的には、地元の歴史や文化を反映し
た観光プログラムの開発や、地域資源を
活用した新しいビジネスモデルの導入が
試みられ、特に、歴史的な建物を宿泊施
設として再利用し、観光客に地元の文化
を体験させる取り組みが成功している。

また、これらの施設では、地元の食材を
使った料理を提供し、観光と地域経済の
両立を図っているという。
　中條氏の講演を通じて、地方都市の再
生に向けた具体的な取り組みと、その中
でのURの役割について理解を深めるこ
とができた。鹿沼市と福山市の事例を通
じて、都市再生と地域振興の新しいアプ
ローチが示され、ほかの地域でも応用可
能な多くの示唆が得られた。地方都市の
抱える課題に対し、持続可能な方法で解
決を図るURのアプローチは、ほかの地
域や組織にとっても参考になるだろう。

2023（令和5）年10月から2024（令和6）年6月にかけて、計3回の「観光まちづくりカフェ」が開催された。
各地、各分野で活躍されている方から直接お話をお伺いすることができ大変貴重な機会となった。

（講師の肩書・役職は当時のもの。文責：小林裕和）

第 8 回 ～ 第 10 回「 観 光まち づくりカフェ」開 催 報 告

「地方都市×観光×UR＝サスティナブルなまちづくりへの挑戦
～鹿沼（栃木）、福山（広島）での取り組みから～」
開催日：2024（令和6）年6月26日　講師：中條 由規氏 UR都市機構

第10回

「神社と伝統、神社とポップカルチャーとは何か？」
開催日：2024（令和6）年2月21日　講師：岸川 雅範氏 神田神社禰宜

第 9回
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地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｍ
Ｉ
）の
活
動
の
一
つ
が
、包
括
連
携
協
定
締
結
地
域
を
は
じ
め
、魅
力
あ
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
地
域
や
団
体
な
ど
と
本
学
の
学
生
・
教
員
と
の
交
流
や
共
同
研
究
の
推
進
で
す
。

地
域
・
団
体
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
か
ら
、最
近
の
主
な
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
３
月
、
三
重
県
鳥
羽
市
は
、
中
心

市
街
地
の
既
存
施
設
内
５
カ
所
に
、
鳥
羽
や
海
に

関
す
る
書
籍
を
置
い
た
「
鳥
羽
う
み
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
海
と
深
く
関
わ
る
自

然
や
歴
史
、
産
業
、
生
活
文
化
な
ど
を
特
徴
と
す

る
鳥
羽
ら
し
さ
＝
〝
鳥
羽
う
み
文
化
〟
を
市
民
や

観
光
客
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
市
民
の
居

場
所
づ
く
り
や
観
光
客
と
の
交
流
機
会
の
創
出
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
点
在
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
巡
る
こ
と

で
、
鳥
羽
水
族
館
や
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
な
ど
が
立

地
し
観
光
客
が
集
中
す
る
海
側
の
エ
リ
ア
か
ら
、

空
洞
化
が
目
立
つ
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊
を
促
す
こ

と
な
ど
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、〝
鳥
羽
う
み
文
化
〟
の
継

承
と
創
造
を
目
標
と
す
る
「
第
二
次
鳥
羽
市
観

光
基
本
計
画
」
の
後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
2
0
2
2
年
３
月
策
定
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
受
け
た
も
の
で
、
2
0
2
2
年
度
は
同
市
の
補

助
金
を
活
用
し
て
本
学
部
が
調
査
・
検
討
を
行
い
、

　

2
0
2
3
年
5
月
16
日
、
栃
木
市
・
東
武
鉄
道

株
式
会
社
・
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
・

本
学
部
の
4
者
間
に
て
共
同
研
究
協
定
「
持
続
可

能
な
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』
に
関
す
る
調
査
研
究

｜
栃
木
県
栃
木
市
を
例
に
し
て
｜
」
が
締
結
さ
れ
、

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
は
、
参
画
す
る
4
者
の
連
携
に
よ
り
、

栃
木
市
「
蔵
の
街
」
を
中
心
に
、
ま
ち
な
か
の
歴

史
的
建
造
物
を
保
全
し
つ
つ
、
新
た
な
視
点
で
の

活
用
と
付
加
価
値
の
創
造
を
促
し
、
持
続
可
能
な

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
試
み
で
す
。 

　

研
究
初
年
度
は
、
9
月
半
ば
に
蔵
の
街
、
翌

年
１
月
下
旬
に
は
都
内
台
東
区
谷
中
に
お
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
2
0
2
3
年
度
末

に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
で
は
、「
歴
史
的
資
源
を

2
0
2
3
年
度
に
「
鳥
羽
う
み
文
化
と
公
共
交
通

を
活
か
し
た
拠
点
と
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
」
と
し

て
市
が
事
業
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
鳥
羽
市
、
鳥
羽
市
観
光
協
会
、

鳥
羽
な
か
ま
ち
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
本
学
や

芝
浦
工
業
大
学
が
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

本
学
は
、
主
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
テ
ー
マ
設
定
や

書
籍
の
選
定
・
分
類
、
管
理
方
法
等
に
関
す
る
調

査
・
指
導
を
担
当
し
、
特
に
中
之
郷
駅
へ
の
「
え

ほ
ん
館
」
の
設
置
で
は
、
駅
に
近
く
昭
和
の
町
並

み
が
残
る
「
鳥
羽
な
か
ま
ち
」
地
区
で
空
き
家
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
芝
浦

工
業
大
学
の
建
築
を
学
ぶ
学
生
団
体
（
鳥
羽
設
計

室
）
が
本
棚
や
椅
子
の
設
計
お
よ
び
制
作
を
担
当

し
ま
し
た
。

　
「
鳥
羽
う
み
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
民
間
施
設
か
ら
の
参
画
希
望
も

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
市
民
や
観
光
客
に
〝
鳥
羽
う

み
文
化
〟
が
広
ま
り
、
交
流
や
中
心
市
街
地
へ
の

回
遊
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
テ
ー
マ

で
、
メ
ン
バ
ー
よ
り
以
下
の
よ
う
な
多
様
な
研
究

成
果
や
提
言
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

●  

千
葉
県
香
取
市
佐
原
地
区
や
埼
玉
県
川
越
市
に

お
け
る
、
地
域
の
歴
史
文
化
、
町
並
み
、
食
、

伝
統
工
芸
な
ど
を
上
手
く
取
り
入
れ
た
地
域
全

体
の
活
性
化
策

●  

福
井
県
小
浜
市
「
ま
ち
づ
く
り
小
浜
」
D
M
O

の
ま
ち
づ
く
り
の
「
司
令
塔
機
能
」
と
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
「
開
発
機
能
」
に
関
す
る
事
例

●  

台
東
区
谷
中
地
区
の
老
舗
喫
茶
「
カ
ヤ
バ
珈
琲
」

の
再
生
と
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
細
や
か
に
応
え
る
こ
と
で
新
た
に
生

ま
れ
た
地
域
の
人
々
と
の
絆

●  

栃
木
市
所
有
で
活
用
中
の
建
造
物
、
同
市
内
の

未
利
用
物
件
、
台
東
区
谷
中
の
歴
史
的
建
造
物

保
存
活
用
例
よ
り
、
①
サ
ブ
リ
ー
ス
方
式
、
②

管
理
運
営
協
力
、
③
自
主
事
業
運
営
、
④
そ
の

他
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
支
援
、
と
い
う
４
ス

キ
ー
ム
の
運
営
法
分
析
と
整
理

　

こ
れ
ら
の
事
例
研
究
を
基
に
、
栃
木
市
の
観
光

ま
ち
づ
く
り
へ
の
適
用
性
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
研
究
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
本

学
教
員
の
み
な
ら
ず
、
栃
木
市
お
よ
び
東
武
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
が
多
様
な
視
点
か
ら
地
域
分
析
を

お
こ
な
い
、
栃
木
市
「
蔵
の
街
」
に
適
し
た
持
続

可
能
な
観
光
を
多
角
的
に
探
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
、
本
学
部
は
鳥
羽
商
工
会
議
所
と
の
共

同
研
究
「
鳥
羽
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
」
を
行
い
ま
し
た
。
同
会
議
所
観

光
部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
２
回
開
催
、
そ
の
成
果
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
鳥
羽
」
に
お

い
て
、「
海
と
つ
な
が
る
体
験
を
楽
し
む
７
つ
の
ヒ
ン
ト
」
と

し
て
鳥
羽
市
商
工
会
議
所
の
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
羽
商
工
会
議
所
と
の
共
同
研
究

教
授  

小
林 

裕
和

地
域
連
携
最
前
線

「鳥羽うみライブラリー」案内ＭＡＰ（鳥羽市作成）

巴
う ず ま

波川
がわ

と蔵の街（塚田歴史伝説館）
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員　

大
隅 

一
志

鳥
羽
の
魅
力
を
発
信
す
る「
鳥
羽
う
み
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
開
設

連

携

Ⅰ

教
授　

石
本 

東
生

産
官
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動 

―
栃
木
市「
蔵
の
街
」を
中
心
に
―

連

携

Ⅱ

　

栃
木
市
「
蔵
の
街
」
で
は
、本
共
同
研
究
と
連
動
し
て
、

「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
」
授
業
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
２
０
２
２
年
・
２
３
年
の
８
月
に
２
年
連
続
で
実
施
。
本

授
業
で
は
１
ク
ラ
ス
12
名
（
×
２
ク
ラ
ス
）の
履
修
生
が
「
蔵

の
街
」
を
視
察
し
、個
人
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
直
後
に
実
施
し
た
履
修
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、２
年
連
続
で
最
も
高
い
評
価
を
得
た
の
が「
か

な
半
旅
館
」
の
昼
食
『
小
江
戸
料
理
』
で
す
。
同
旅
館
は
、

蔵
の
街
大
通
り
に
て
江
戸
時
代
か
ら
続
く
老
舗
旅
館
。
女

将
の
志
鳥
様
か
ら
は
敷
地
内
の
見
世
蔵
よ
り
発
見
さ
れ
た

江
戸
時
代
の
大
量
の
古
文
書
が
解
読
さ
れ
、
栃
木
・
小
江

戸
料
理
レ
シ
ピ
の
再
生
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
秘
話
も
伺
い
、

地
域
の
歴
史
発
掘
の
重
要
性
へ
の
気
づ
き
と
な
り
ま
し
た
。

「
蔵
の
街
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
基
礎
ゼ
ミ
を
実
施

かな半旅館の小江戸料理「蔵の街」での基礎ゼミ風景

栃木市小江戸料理の分析
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地
域
連
携
最
前
線

　

２
０
２
３
年
５
月
25
日
、
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
）
神
奈
川
支
部
、
神
奈
川
県
国
際
文
化
観
光

局
（
２
０
２
４
年
４
月
１
日
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光

局
に
組
織
改
編
）
観
光
課
、
本
学
部
の
三
者
は
「
産

学
官
共
同
・
連
携
事
業
の
実
施
に
関
す
る
覚
書
」

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
地
域
観
光
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
が
狙
い
で
、
神
奈
川
県
下
で
も
多
く
の

自
治
体
が
共
通
し
て
抱
え
て
い
る
「
地
域
の
埋
も

れ
た
魅
力
に
光
を
当
て
た
い
」「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
目

線
で
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
た
い
」
と
の
思

い
を
背
景
に
、
丹
沢
大
山
エ
リ
ア
（
厚
木
市
・
秦

野
市
・
伊
勢
原
市
・
愛
川
町
・
清
川
村
）
を
対
象

と
し
て
学
生
独
自
の
視
点
で
魅
力
再
発
見
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
段
階
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
０
２
３
年

９
月
）
で
は
、
対
象
地
域
の
観
光
の
現
状
把
握
や

S
N
S
で
の
情
報
発
信
の
た
め
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

考
案
な
ど
の
学
び
の
後
に
、
15
名
の
学
生
が
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
対
象
地
域
を
訪
問
し
、
独

自
の
視
点
で
地
域
資
源
の
発
掘
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
後
の
座
学
で
は
写
真
を
も
と

に
対
象
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
活
用
し
た
S
N
S
で
の
情

報
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
二
段
階
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
０
２
４
年

２
月
）で
は
、Ｊ
Ａ
Ｆ
神
奈
川
支
部
が
実
施
し
た「
か

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
「
若
木
21
」
１
階
の
Ｃ
Ｍ
Ｉ
内
に
あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
は
、

本
学
部
に
お
け
る
学
び
お
よ
び
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
図
書
・
資
料
を
収
集
・
保
存
し
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。
本
学
部
の
資
料
室
に
あ
た
り
ま
す
が
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
大
学
の
図
書
館

と
同
じ
よ
う
に
自
由
に
図
書
や
雑
誌
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
資
料
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
や
資
料
相
談
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
）
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
は
、
社
会
、
資
源
、
政
策
・
計
画
、
交
流
・
産
業
な
ど
幅
広
い
領
域
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
特
性
を
踏
ま
え
て
蔵
書
を
独
自
に
分
類
し
、
専
門
か
つ
重
要
な
図
書
約
３
０
０
０
冊
、

専
門
雑
誌
約
１
２
０
誌
を
揃
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
部
な
ら
で
は
の
蔵
書
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
収
集
と
と
も
に
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
地
域
と
つ
な
が
り
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
情
報
図
書
館
を
目
指
し
て
機
能
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

な
が
わ
魅
力
再
発
見
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
と
連
動
す
る

形
で
対
象
地
域
の
魅
力
を
広

く
発
信
す
る
デ
ジ
タ
ル
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
タ
イ
ト
ル
決
定
や
各
ペ
ー

ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、
写
真
に
付

す
コ
メ
ン
ト
の
用
意
な
ど
の

流
れ
を
体
験
し
、
こ
れ
ら
成

果
物
を
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
広

く
公
開
す
る
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

本
学
部
の
学
生
は
地
域
資
源
の
発
見
・
発
掘
に

取
り
組
む
機
会
は
多
い
も
の
の
、
そ
の
情
報
発
信

に
ま
で
関
わ
る
機
会
は
ま
だ
限
定
的
な
た
め
、
参

加
し
た
学
生
の
満
足
度
は
高
く
、
こ
う
し
た
情
報

発
信
へ
の
関
心
の
高
さ
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
は
対
象
地
域
を
変
更
す

る
と
と
も
に
、
演
習
科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
」

の
枠
組
み
も
利
用
す
る
形
で
取
り
組
み
を
継
続
す

る
予
定
で
す
。
地
域
資
源
の
発
掘
に
さ
ら
に
広
く

寄
与
し
、
学
生
の
実
践
的
学
び
が
一
層
深
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

教
授　

堀
木 

美
告

学
生
目
線
で
丹
沢
大
山
エ
リ
ア
の
魅
力
を
再
発
見
！

連

携

Ⅲ

かながわ魅力再発見デジタルパンフレット
（一般社団法人日本自動車連携ＨＰ）

https://drive.google.
com/file/d/1Kb42TizYJ-

5e5fYO918coXdV-h_a12X-/view

学内での
ワークショップの様子

　

本
学
部
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
連
携
協
定
を
締
結
し
た
５
つ
の
地
域
（
岐
阜
県
高
山
市
、
千
葉
県
香
取
市
佐
原
地

区
、
三
重
県
鳥
羽
市
、
愛
媛
県
内
子
町
、
大
分
県
由
布
市
）
に
加
え
、
個
別
の
共
同
研
究
と
し
て
覚
書
を
締
結

し
た
２
つ
の
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
さ
ら
に
既
に
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
た
北
海
道
滝
川
市
、
栃
木
県
日

光
市
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
の
教
育
の
場
、
教
員
の
研
究
の
場
と
し
て
有
効
な
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
23

名
の
学
生
が
２
週
間
程
度
、
地
域
の
様
々
な
活
動
に
参
加
・
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
地
域
と
の
連
携
・
協
力
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
全
体
の
中
期
経
営
計
画
で
は
い
ず
れ
の
協
定
も
５
年
を
目
途
に
評
価・見
直
し
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

永
続
的
な
取
り
組
み
を
目
指
し
て
、
今
後
も
地
域
連
携
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
地
域
と
の
連
携
に
向
け
て

教
授  

梅
川 

智
也

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

利
用
案
内

◆ 

利
用
で
き
る
方

國
學
院
大
學
の
学
生・教
職
員

◆ 

開
館
時
間

平
日
10
～
17
時　

通
年
開
館（
土
日
祝
日
は
休
館
）

＊
大
学
の
夏
休
み
、年
末
年
始
、春
休
み
期
間
等
は
一
部
休
館
す
る
場
合
あ
り

◆ 

資
料
の
閲
覧・貸
出

・ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
で
の
閲
覧
は
自
由

・貸
出
は
同
時
5
冊
／
人
ま
で

＊「
禁
帯
出
」資
料（
辞
典・事
典
、統
計・白
書
等
）、一
部
の
雑
誌
、

地
域
情
報
誌
等
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
の
み
閲
覧
可

西村幸夫 + 國學院大學地域マネジメント研究センター 編
石山千代 [ ほか ] 著

学芸出版社、2024 年 2 月　283P
ISBN: 9784761528812

　2024年2月、『観光まちづくりの展望　地域を見つめ、地域を動かす』が学芸
出版社より刊行されました。
　これからの観光まちづくりのあるべき姿を、①地域の個性をみつけ、みがく

（環境）、②地域の多様なつながりをつくり、活かす（社会）、③地域の暮らしを
支え、豊かにする（経済）、④地域の未来をつくる人材と仕組みを育てる（人材と
仕組み）の4つの柱から読み解き、現場でこれらがどのように統合され実践され
ているかを紹介しています。
　地域に軸足を置いた「観光まちづくり」の実践を目指す本学部の特色とその
考え方が理解できる一冊です。

観光まちづくりライブラリー 
https://www.kokugakuin.ac.jp/education/fd/tourism/about/library

本学部教員陣による2 冊目の図書を刊行！
『観光まちづくりの展望　地域を見つめ、地域を動かす』

温かみのある飛騨家具

企画展示例（日本の誇る文化資源・自然資源）

第11回ふるさとパンフレット大賞受賞作品の紹介
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石垣 悟 准教授
ISHIGAKI, Satoru
民俗学、博物館学、
文化財保護論

地域に伝えられてきた祭りの成り立ちや特色
を捉える方法を改めて検討中です。実際の祭
りを要素分解し、各要素をこれまで蓄積され
てきた膨大なデータと比較することで、文字資
料がほとんどなく、わからないことの多い祭り
の成り立ちや特色を明らかにしたいと思って
います。また、そうして把捉された成り立ちや特
色を、博物館などを利用して祭りの担い手や
地域に還元し、祭りを次世代に継承するという
実学的課題にも取り組んでいます。

石本 東生 教授
ISHIMOTO, Tohsei
欧州の観光政策、
文化観光

私は、南欧ギリシャに長く滞在し、帰国後は同
国の在外政府機関で観光政策にも関与して
いたことから、現在もギリシャ・エーゲ海地域を
研究フィールドとしています。一方、近年はギリ
シャを含むEU の国々における農村や海浜地
域の持続的な観光発展と、それを支える公的
支援の枠組みも研究しています。EU域内にお
ける過疎地域が、とりわけ「地域特性に根差
した観光化」により、緩やかな発展を遂げてい
るのが興味深いです。

石山 千代 准教授
ISHIYAMA, Chiyo
地域デザイン、観光計画、
歴史的環境保全

今年度始まったばかりの専門ゼミのことを最近
はよく考えています。各自の素朴な「なぜ？」と地域
の現場を大切にし、ゼミがよき切磋琢磨の場とな
るよう、皆さんと楽しく模索中です。研究は、「地域
らしさ」を守り育てていくための地域ならではの
仕組みを相変わらず探究中で、いくつかの地域
で実際の計画や取組にも携わらせていただいて
います。特に最近は、観光や開発、災害が「地域
らしさ」の根底に及ぼすさまざまな影響に着目し
て、危機感と使命感を持って向き合っています。

稲葉 あや香 助手
INABA, Ayaka
社会学、文化人類学、
メディア文化研究

私は、デジタルメディアが創り出す現代的なコ
ミュニティーの在り方に関心を持っています。
デジタルメディアはローカルなつながりを弱め
ると考えられがちですが、私が研究している
移民とメディアの分野では、むしろ移民がイン
ターネットを駆使して家族史を探求したり、遠
くの故郷の行事に参加したりと、ローカルなつ
ながりを強化する場面があります。そのような
新しい「ローカル」の在り方は観光まちづくりに
も通じると考えています。

浅野 聡 教授
ASANO, Satoshi
都市計画、景観計画、
防災・復興まちづくり

今年の元日に「令和6 年能登半島地震」が
発生し、改めて自然災害に備える防災・復興
まちづくりの必要性がクローズアップされまし
た。日本は、美しい自然と歴史文化に恵まれ
た地域が数多くありますが、日常時の豊かさ
は災害時の危険と背中合わせで成り立って
います。地域の歴史文化を活かした持続性の
ある観光まちづくりのために、日常時のみなら
ず、災害時に備える防災・復興まちづくりの研
究を継続していきたいと考えています。

梅川 智也 教授
UMEKAWA, Tomoya
観光地経営、
観光計画、観光政策

一番の関心事は「断捨離」です。断捨離とは、
「モノを捨てることで、『心』を整える方法」だそう
です。いかにすっきりとした簡素な暮らしができる
か、もう捨てるモノがないというのが究極の目標と
なります。が、私の場合、あまりに煩悩が多過ぎる
のか「捨てられない……」。何でも取っておくのは
戌年生まれのせいかもしれないなどと言い訳ば
かり。25 年住んだ自宅のリフォームをきっかけに
この一年間、身のまわりの「断捨離」とこれまでの
研究・実践の整理に挑戦してみたいと思います。

井門 隆夫 教授
IKADO, Takao
観光経営論、
観光マーケティング

少子高齢化先進国に必要とされるイノベー
ションの方法論を研究しています。これまで正
三角形人口ピラミッドを前提に経済や社会保
障は成り立ってきましたが、逆三角形になった
時、2,000 兆円を超す個人金融資産の世代
間移転や消費の促進を図らねば将来不安が
増すばかりです。そのために観光まちづくりの
果たす役割があると思います。学び、働く世代
の活動に贈与や投資をしようと思う社会をい
かに作り上げていくかに興味があります。

小林 裕和 教授
KOBAYASHI, Hirokazu
観光学、
観光イノベーション、
観光DX、持続可能性

仏の美術評論家ルロワが酷評した、のちにそ
う呼ばれる第1 回印象派展が開催されたの
は今からちょうど150年前の1874 年でした。印
象派画家は自分たちの時代を描き、産業とし
て確立したレジャーの地を風景として描く中
でその近代性を発見したと、オルセー美術館
で説明されています。ゴッホの有名な「黄色い
家」には煙を吐く蒸気機関車が描かれていま
す。ツーリズムが大衆化する19世紀後半、ゴッ
ホが鉄道を描いた動機に想いを馳せます。

楓 千里 教授
KAEDE, Chisato
地域の観光情報
メディア

2024年2月現在、全国に1213カ所設置されて
いる「道の駅」。休憩機能、情報発信機能、地
域連携機能を基本コンセプトとして1993 年に

「道の駅」制度が創設されて以来、地域と共
につくる個性豊かなにぎわいの場として、多く
の方に利用されています。観光の目的地として
さまざまな施設を併設する「道の駅」が最近の
傾向ですが、地域の「観光まちづくり」の拠点と
しての役割を担っている「道の駅」の取り組み
に注目し、関心を持ち続けたいと考えています。

小林 稔 教授
KOBAYASHI, Minoru
民俗学、文化財保護論

文化財保護という制度。その根底にある思考
法とは何か。簡単にいえば「将来に繋げるに
は、この先どうしていけばよいのか」に他なりま
せん。なかでも、祭りや行事を中心とする無形
の民俗文化財は、そもそも折り重なった人びと
の関係性で成り立つことから、それ単体のみ
ならず、地域総体の文化としての方向性を模
索しないわけにはいきません。そうしたなかで
今思うのは、当事者としての自覚を如何にし
て持つべきなのか、ということです。

嵩 和雄 准教授
KASAMI, Kazuo
地域計画、移住・定住、
都市農村交流

学生時代、アイルランドの農家民宿で旅をし
ているアメリカ人グループと出会いました。19
世紀からのアイルランド移民の子孫が祖先
の歴史を追いかける「ルーツをたどる旅」の最
中でした。現在、地方創生の文脈で関係人口
づくりが課題になっていますが、「縁のある地
域」への関わりをつくるという点では、ルーツを
たどる旅はその第一歩でしょう。ふるさとを持
たない若い学生たちにもぜひ経験してもらい
たいと思います。

椎原 晶子 教授
SHIIHARA, Akiko
都市計画、
建物保存再生、
エリアアート

令和6年度より専門ゼミが始まりました。学生
たちと一緒に、谷中、三浦、横浜、小田原、小
諸など、地域の方が長年まちづくりに取り組
む地区に入り、一緒に活動する中から、地域
に根ざしたまちづくりの実践と研究を進めま
す。まちの魅力、いいところ、まちづくりのたね
の発見を地域に伝え、古民家再生のプロセス
への参加、アート活動による交流と創造の場
づくりを通して、個人の活動の重なりから魅
力あるまちができることを体験します。

金 今善 准教授
KIM, Guemsun
地方自治論、
市民参加論

私が今熱く心を寄せているのは「多文化共生のまち
づくり」と「エンパワーメントコミュニティー」の実現です。
異なる文化や背景を持つ人々が手を取り合い、一緒
に成長できるまち。そんな場所をつくることに携わりた
いと思っています。人と人とが互いに支え合い、多様
性が輝くコミュニティーを育んでいくこと。それが、私
たちのまちに新しい息吹をもたらし、訪れる人 に々も、
ここに暮らす私たちにも、大きな喜びを与えてくれる
と信じています。この興味を軸に、皆さんと一緒に学
び、考え、行動していくことができれば幸いです。

塩谷 英生 教授
SHIOYA, Hideo
観光統計、観光経済、
旅行市場分析

専門としている観光統計や観光経済は、とて
も大切な分野だと思っていますが、どうしても
難しい話になりがちです。学生にとってわかり
やすい筋立てにすることや、役立つ話にしてい
くことに取り組んでいきたいです。研究活動で
は、科研費の枠組みで地域経済に貢献する
宿泊事業について研究中です。域内資本の
活用や外資のコントロールの方策について内
外の事例から学んでいます。旅行市場の動き
についても発信を続けていきたいです。

黒本 剛史 助手
KUROMOTO, Takeshi
都市計画、建築学、
町並み保全

地域の個性を見つけ磨く観光まちづくりの営
みにおいて、町並みを形成する歴史的な建築
物は重要な手掛かりになります。それらがさま
ざまな事情で失われつつある中、公共的主体
が建物を取得することで保存し、民間のノウハ
ウで活用する公民連携が進んでいます。近年
は特に宿泊や飲食など「稼ぐ活用」が要請さ
れますが、私はそこにメリット・デメリットがある
と感じており、全国で模索されている公民連
携の在り方を明らかにしたいと考えます。

下間 久美子 教授
SHIMOTSUMA, Kumiko
文化財保護、
集落町並み保全、
文化的景観

現在の一番の関心事は、オーバーツーリズムが
伝統的な集落や町並みを壊すメカニズムです。
オーバーツーリズムの影響は、ゴミ問題や交通渋
滞等としてよく紹介されています。それだけではあ
りません。観光産業により儲かる者と儲からない
者との格差を広げ、或いは、地元のルールを守る
者と守らない者との意識差をもたらし、地域社会
を内側から崩していく状況も見受けられます。地
域の自然や歴史、文化の理解という視点から、粘
り強く、この問題に対処していきたいと思います。

児玉 千絵 専任講師
KODAMA, Chie
都市計画、都市デザイン、
ストックマネジメント

各地で人口減少に伴うインフラの維持管理
が課題になっています。水道や鉄道等、インフ
ラの維持には莫大な費用が必要ですが、一
方でインフラ更新は地域構造再編の好機で
もあります。例えば廃線予定の鉄道駅周辺整
備や、自動運転・シェアモビリティ等の新しい
交通結節点づくりを、日常的な賑わい創出、
防災対策、地域の魅力発信の拠点づくりとし
て捉え、地域の空間デザインやマネジメントに
活かしていくことに関心があります。

専任教員紹介
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仲野 潤一 専任講師
NAKANO, Junichi
AR/VR 等
インタラクティブメディア、
情報観光行動論

学部の方で専門ゼミナールが始まることもあ
り、写真観賞が観光地における回遊行動に
及ぼす影響についての研究に注力していま
す。データサイエンスの授業を受け持ったこと
で、あやふやだった知識が体系化されはじ
め、研究にも使えるのだと手応えを持っていま
す。研究はもちろんのこと、データ分析が有効
と思われるタイミングで分析を試していきたい
と思っています。

下村 彰男 教授
SHIMOMURA, Akio
風景計画学、造園学、
観光レクリエーション論

都市の公園や緑地は、まちや地域の文脈（背
景や個性） の継承とともに、人々が集い交流を
深めながら地域コミュニティーの再構築や再編
を促す拠点としての機能が求められるように
なってきました。ただ、これまで公園・緑地は、
人々が自然や緑と触れ合う場として整備するこ
とに主眼が置かれてきたため、計画・設計論の
転換が必要です。そこで、長くコミュニティーの拠
点であった神社の立地や空間形態を参考にし
ながら新たな方法論について考究しています。

南雲 勝志 教授
NAGUMO, Katsushi
公共空間に於ける
プロダクトデザイン、杉を
用いたプロダクトデザイン

私の出身地は新潟県の豪雪地帯と言われた場
所ですが、最近は年々雪が少なくなり、過ごしや
すくなってきています。といいたいところですが、
温暖化による気候変動などといった言葉で簡単
にいい表せない危機を感じています。地球環境
の異常がすぐ身近な所にまで迫ってきているか
らです。それに対して何ができるだろうか。生き
方、働き方、そしてまちづくりの方法も変えて行く
必要があると思っています。デザインの観点から
も今の最重要課題と認識しています。

清野 隆 准教授
SEINO, Takashi
コミュニティ・デザイン、
エコロジカル・デモクラシー
のまちづくり

里、山、海、川。自然や農山漁村の風景は美し
いものです。そして、そこに見え隠れする、自然
と応答する人間の営みや土地の知恵は、私た
ちをさらに楽しませてくれます。観光やまちづく
りの対象として、これほど魅力的なものはあり
ませんし、環境との向き合い方を再考する今、
農山漁村は都市を新しくデザインするアイデ
アの宝庫といってよいでしょう。大都市から飛
び出して、自然、歴史、文化とともに生活する
知恵や技術を学びましょう。

西村 幸夫 教授
NISHIMURA, Yukio
都市計画、
都市保全計画、
都市景観計画

都市形成の物語を歴史文化を中心に描くこ
ととその方法論を確立したいと考えています。
そうすることによって、誰もが自分の住んでいる
まちをより魅力的に見直すことができると思い
ます。このことは観光まちづくりにもつながりま
す。さらには、そうした物語を地域で複層的に
描いていくことを通して、地域の歴史文化のマ
スタープランをうまく立案することへつなげて
いきたいと考えています。

十代田 朗 教授
SOSHIRODA, Akira
社会工学、観光計画、
都市・地域・国土計画

人口減少が進む多くの地方都市がまちを縮
小・集積させていくコンパクトシティ政策を掲げ
ていますが、計画が進んだ時に、そのまちは観
光的にはどうなっていくのか関心があります。観
光の対象というのは神社仏閣や祭りのように地
元の人々が担い手となっている場合がほとんど
です。住民がまちなかに集められれば、人が減
る地域があり、交通や利便施設も減っていきま
す。その時、観光資源を保全維持していくには
新たな方策が求められる気がしています。

河 炅珍 准教授
HA, Kyungjin
メディア、
コミュニケーション、
PR（Public Relations）

地域の課題を解決し、可能性を広げるコミュニ
ケーションに注目しています。対象は、自治体や
企業、NGO ・NPO が手掛ける動画や冊子、
ウェブサイト、SNS など、さまざまなメディアです。
求められるのは、小手先のテクニックではあり
ません。多様なアクターといかに持続可能な関
係を形成できるかが鍵となります。パブリック・リ
レーションズ（Public Relations, PR） を軸に地
域のコミュニケーションを「関係性づくり」の観点
から掘り下げてみたいと思います。

大門 創 准教授
DAIMON, Hajime
都市計画、交通計画

これまで、まちづくりと観光は、「日常と非日常」
「住民と観光客」というように、別々のものとし
て扱われる傾向にありました。しかし、人々の
価値観の多様化やICT の進展によって、ワー
ケーションや二地域居住といった言葉に代表
されるように、同じ人が「まち」と「観光地」を頻
繁に行き来・居住することが日常となる時代
が現実味を帯びてきました。そのようなニーズ
にどのように対応すればよいかに興味関心を
持っています。

潘 梦斐 助教
PAN, Mengfei
文化社会学、
近代アジア美術、
ミュージアム・スタディーズ

今までアートとミュージアムを主な対象として
調査研究を行ってきましたが、この数年は
対象を広げて、アートと科学の垣根を越える

「マップ」と、地域を盛り上げるイベントとして
開催されてきた「芸術祭」に関する研究も進め
ています。特に手描きの道案内図や絵図類を
ひたすら集めたり、ベネチアビエンナーレと日
本の地方芸術祭の異同を考えたりしていま
す。研究進捗などについて共有する機会があ
ればうれしく思います。

中川 雄大 助手
NAKAGAWA, Yudai
社会学、都市研究

これまでは歴史社会学の立場から都市計画
当局と都市住民のコミュニケーションに着目し
て、戦間期の東京において都市計画がいかに
して近代都市を形成してきたのかを研究して
きました。現在は、コンクリートという物質に着
目し、それが日本の都市化をいかに促してき
たのかについて、採掘・流通・劣化という三つ
の角度から調べています。人とモノの相互作
用によって都市がどう生み出され、営まれてい
るのかに関心を注いでいます。

楊 惠亘 専任講師
YANG, Hui-Hsuan
都市保全、
都市デザイン、
ランドスケープデザイン

私は今、台湾台南市における歴史的まちづくり
や歴史的環境と文化芸術に関わる動向につい
て興味を持って、研究をしています。台南市は
台湾の中で最も古い都市であり、今年400 周
年を迎えます。歴史の基盤の厚みがある台南
市の上に、都市行政および文化行政それぞれ
の施策で都市のハード面・ソフト面の豊かさを
つくり上げ、民間団体も活発な活動で台南市
の創造的環境の創出を支えています。この一
連の動きをより詳しく知りたいと考えています。

藤岡 麻理子 准教授
FUJIOKA, Mariko
文化遺産学、
歴史的環境保全

この数年、韓国と台湾で都市保全や都市計
画の政策・制度等について調査を行ってきま
した。行政や専門家の方々にお話を伺ってい
ると、両国と日本が互いの状況を実によく見
合い、学び合っていることに気付きます。相手
の方が進んでいると互いに思っていたりするの
も面白く感じるところです。相互に影響を及ぼ
し合いながら、それぞれがどう取り組みを発
展させているのかは、わが方のありようを考え
る上で大いに刺激になります。

吉見 俊哉 教授
YOSHIMI, Shunya
社会学、都市論、
メディア論

東京の街歩き。街歩きとは、タイムトラベラー
になること。都市は「現在」という単一の時間
で覆われているように見えながら、実は異なる
時間の層が折り重なる場所です。21 世紀のま
ちづくりとは、そんな異なる時間を対話させ、
過去を未来として蘇らせることだと思います。
そんな思いで、東京の都心北部と南部を歩き、

『東京裏返し』という本にまとめましたが、こ
の作業の延長線上で、日本全体の「裏返し」
も可能なはずです。

堀木 美告 教授
HORIKI, Mitsugu
造園学、観光資源論、
観光計画論

ヒトは何を求めて旅に出るのかという人間行
動の領域と、心地よい空間や豊かな時間をど
う提供するかという地域計画の領域に興味が
あります。前者ではコロナ禍で人々の移動が
大きく制限された経験も踏まえ、あらためて旅
先へ移動することの意味や価値について考え
ています。後者では自然風景地から里山、都
市域まで多様な水辺の空間に人々の営みが
どのように表れるか、それらの要素を地域個性
としてどのように扱うかに関心を寄せています。

米田 誠司 教授
YONEDA, Seiji
公共政策、滞在政策、
観光食マネジメント

地域に滞在するということをあらためて考えて
います。自宅でも職場でもなく、いつものサード
プレイスでもない、しばらくの間気持ちよく滞
在できるような地域です。そこでは地域の人た
ちとほどよい距離感で関わりながら、でも居心
地のよい自分の居場所も持てる、そんな地域
のあり方を考えています。そのような滞在はも
う観光ではなく短い生活なのですが、そうした
地域での交流や滞在の食の形からも、新しい
価値が生まれてくると考えています。

松本 貴文 准教授
MATSUMOTO, Takafumi
農村社会学、
地域社会学

むらの領域に関心を持っています。「むらの土
地はむらのもの」という意識が、高齢化や人口
減少が進んだ今日において、農村集落の機
能を維持する重要な要因のひとつになってい
ると考えているからです。今年度から専門ゼミ
ナールが始まります。受講生の皆さんと農村
でのフィールドワークを実現したいです。

劉 銘 助手
LIU, Ming
造園学、風景計画学、
ランドスケープデザイン

近年、中国では「文化旅遊（カルチャーツーリズ
ム）」が注目され、中国人が訪問先の歴史文
化に対する興味・関心の増加は明白になりま
した。その中で、建築・都市計画の専門家や
実務者をはじめ、人々は歴史的町並みや伝統
的建造物・日本庭園に専門的な解説を求める
ようなニーズも増えております。私は今年度は、
そのような専門家向けの見学ツアーの日本庭
園コースを担当し、中国人にとっての日本庭
園ならではの魅力と、その伝え方を考えます。

圓山 王国 助手
MARUYAMA, Oukoku
都市計画、多文化共生

埼玉県川口市の芝園団地をはじめとして、外
国から来た住民が多く暮らす団地を対象に、
背景の異なる住民同士がどのように接点を持
ち、共に協力をして地域をよくしていけるか、
研究と実践の両方から考えています。観光ま
ちづくり学部の一員として、自身の専門分野
にとどまらず、さまざまな現場を訪れ、学生や
教員と学び合いながら、学部の理念「地域を
見つめ、地域を動かす」を探究していきます。

ジョルダン・サンド  SAND, Jordan
ジョージタウン大学教授・
國學院大學研究開発推進機構特別招聘教授
近代日本史、建築史

「歴史学」というと埃をかぶった地味なものに聞
こえがちですが、自分の身の周りから出発して
調べると実はどこも〈歴史〉だらけで興味が尽

きない−−そんな気持ちで、日常的なものすべてについて「なぜ今のように
なったのか」をいつも考えています。大学生として日本に最初に留学して
以来、約40 年間日本のまちの在り方や衣食住の歴史を調べてきました。

山島 有喜 助手
YAMASHIMA, Yuki
風景計画学、造園学、
観光計画、都市緑地

学生時代から造園学・風景学の分野から屋
上緑地が持つ都市の風景としての価値を考
えてきました。観光まちづくり学部の先生方と
の交流を通じ、自分の興味の源泉が地域独
自の風景や文化を見つけ出し、地域の皆さん
と共有することにあると自覚しました。現在は
地域の神社に関して風景学の立場から研究
を進めているほか、博物館学芸員課程の担
当助手として、博物館を核とする観光まちづく
りについても考えていきたいと思っています。

専任教員紹介
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会
合
で
、
条

約
採
択
の
地
で
あ
る
ハ
ー
グ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

石
本
：
ど
の
く
ら
い
前
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

藤
岡
：
年
次
会
合
に
は
10
年
以
上

参
加
し
て
い
ま
す
。

小
林
：
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

条
約
な
の
で
す
か
。

藤
岡
：
万
が
一
武
力
紛
争
が
起

き
て
も
|
|
そ
も
そ
も
武
力
紛

争
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
あ
る
の
で
す
が

|
|
文
化
遺
産
へ
の
影
響
が
で
き
る
限
り
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
平
時
に
措
置
を
講
じ
て
お
く
こ
と
を
求

め
る
条
約
で
す
。
一
般
的
な
文
化
遺
産
保
護
措
置
だ

け
で
は
な
く
、
軍
隊
に
文
化
遺
産
保
護
の
専
門
職
を

お
く
こ
と
、
軍
隊
内
で
文
化
遺
産
保
護
の
義
務
に
つ

い
て
教
育
す
る
こ
と
な
ど
も
定
め
て
い
ま
す
。

石
本
：
シ
リ
ア
で
は
パ
ル
ミ
ラ
遺
跡
が
壊
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

小
林
：
裁
判
な
ど
も
あ
る
の
で
す
か
。

藤
岡
：
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
に
ト
ン
ブ

ク
ト
ゥ
と
い
う
世
界
遺
産
が
あ
る
の
で
す
が
、

2
0
1
2
年
に
武
装
勢
力
に
よ
り
破
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
マ
リ
政
府
が
国
際
刑
事
裁
判
所
に

付
託
し
、
攻
撃
の
責
任
者
が
文
化
遺
産
を
意
図
的
に

攻
撃
し
た
罪
で
9
年
の
禁
固
刑
に
問
わ
れ
損
害
賠
償

も
決
ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
国

際
刑
事
裁
判
所
は
そ
れ
自
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も

あ
っ
て
、
他
に
同
じ
よ
う
な
例
が
増
え
る
か
と
い
う

と
道
は
険
し
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

小
林
：
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
が
必
然
的
に
海
外
と

の
つ
な
が
り
を
必
要
と
し
た
わ
け
で
す
ね
。

藤
岡
：
そ
う
で
す
。
も
と
も
と
私
自
身
は
海
外
志
向

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日

本
語
が
通
じ
る
範
囲
で
生
き
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
大
学
院
に
進
み
興
味
を
持
っ

た
テ
ー
マ
を
調
べ
て
い
く
と
文
献
が
英
語
の
も
の
し

か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

博
士
後
期
課
程
に
進
学
す
る
こ
と
は
、
当
時
は
ま

だ
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
英
語
の
資
料
を

読
ん
で
自
分
の
気
に
な
っ
た
こ
と
を
研
究
し
よ
う
と

思
っ
て
始
め
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
今
に
至
っ
た
感

じ
で
す
。

小
林
：
そ
う
い
う
ご
経
緯
な
の
で
す
ね
。

藤
岡
：
研
究
テ
ー
マ
が
海
外
か
日
本
か
と
い
う
点
で

は
、
自
分
で
は
そ
う
い
う
区
別
は
ほ
と
ん
ど
意
識
し

て
き
て
い
な
い
で
す
ね
。

小
林
：
そ
う
な
の
で
す
ね
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
も
、

国
内
だ
か
ら
、
海
外
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ど
ち
ら
に
も
同
じ
よ
う
な
論
理
が
あ
る
の
で
、
興
味

を
持
っ
て
海
外
の
こ
と
も
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
先

生
は
海
外
の
こ
と
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す

ね
、
と
、
知
ら
な
い
人
か
ら
見
る
と
そ
う
思
わ
れ
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

藤
岡
：
そ
の
通
り
で
す
ね
。

多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

想
像
力
で
カ
バ
ー

石
本
：
文
献
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
す
べ
て
が
英

語
で
書
か
れ
た
も
の
に
な
っ
て
き
て
も
、
全
然
不
便

は
な
い
も
の
で
す
か
。

藤
岡
：
い
や
、
不
便
は
あ
り
ま
す
。
読
み
書
き
の
ス

キ
ル
と
聞
く
話
す
の
ス
キ
ル
は
勘
所
が
ち
ょ
っ
と
違

う
と
か
、
あ
り
ま
す
よ
ね
。

石
本
・
小
林
：
た
し
か
に
違
い
ま
す
ね
。

藤
岡
：
海
外
の
研
究
者
と
話
を
す
る
と
き
も
、
ア
ジ

ア
人
同
士
で
は
ど
う
に
か
な
っ
て
も
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

大
学
院
時
代
か
ら
続
く
、

武
力
紛
争
と

文
化
財
保
護
に
関
す
る
研
究

小
林
：
藤
岡
先
生
は
５
月
に
海
外
に
ご
出
張
な
さ
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

藤
岡
：
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
行
き
ま
し
た
。
歴
史
・

文
化
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
、
武
力
紛

争
と
文
化
遺
産
保
護
に
関
し
て
も
研
究
し
て
い
る
の

で
す
が
、関
連
す
る
国
際
会
議
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の

条
約
で
、「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関

す
る
条
約
」
と
い
う
文
化
遺
産
保
護
の
条
約
が
あ
り

ま
す
。
博
士
論
文
が
そ
の
条
約
を
主
題
と
し
た
も
の

だ
っ
た
関
係
で
、
博

士
課
程
を
終
え
て
以

来
、
省
庁
関
係
者
と

一
緒
に
条
約
の
年
次

会
合
等
に
ず
っ
と
参

加
し
て
い
ま
す
。
年

次
会
合
は
、
条
約
参

石
本
：
日
常
生
活
で
不
自
由
が
な
く
な
る
ま
で
に
は

2
年
は
か
か
り
ま
し
た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
語
は
ロ
シ
ア
語
ぐ
ら
い
難
解
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
語
が
一
番
古
い
欧
州
言
語

で
、
ラ
テ
ン
語
や
英
語
に
影
響
し
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
知
ら
な
い
英
語
の
単
語
で
も
、
あ
あ

い
う
意
味
だ
ろ
う
な
と
想
像
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
特
に
、
学
術
用
語
は
理
解
で
き
る
こ
と
が
多
い
。

小
林
：
学
術
用
語
な
ら
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
今
回
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
さ
れ
て
ご
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
か
。

石
本
：
稲
葉
さ
ん
を
は
じ
め
助
手
の
皆
さ
ん
や

C
M
I
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
自
体
は
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

た
だ
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
ゲ
ス
ト
を
３
人
招
聘
し
た

の
で
す
が
、
航
空
券
や
ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
、
旅
行

会
社
の
よ
う
な
仕
事
も
あ
っ
て
そ
れ
が
大
変
で
し

た
。

稲
葉
：
滞
在
中
、
ゲ
ス
ト
に
と
っ
て
は
日
本
の
交
通

事
情
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。

石
本
：
ク
レ
タ
島
も
ロ
ー
ド
ス
島
も
電
車
が
通
っ
て

本
学
部
で

ギ
リ
シ
ャ
に
焦
点
を
当
て
た

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

稲
葉
：
普
段
、
海
外
で
の
ご
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い

す
る
機
会
は
少
な
く
、
今
日
の
座
談
会
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
先
生
方
が
海
外
で
ど

の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
で

す
。
石
本
先
生
は
、
5
月
24
日
に
國
學
院
大
學
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ク
レ
タ

島
・
ロ
ー
ド
ス
島
に
お
け
る
ル
ー
ラ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
テ
ー
マ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
ね
。

石
本
：
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）
に
よ
る

研
究
を
2
0
2
0
年
度
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
現
地
に
丸
２
年
行
け
ず
調
査
は
難
航
を
極

め
ま
し
た
。
当
初
は
2
0
2
4
年
度
終
了
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
科
研
費
の
繰
り
越
し
が
で
き
て
、

2
0
2
5
年
度
ま
で
の
研
究
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

小
林
：
石
本
先
生
と
ギ
リ
シ
ャ
と

の
も
と
も
と
の
つ
な
が
り
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
。

石
本
：
20
代
の
頃
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
1
年
半
ほ
ど
留
学
し
、
帰
国
途

中
に
ギ
リ
シ
ャ
に
寄
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
が
最
初
で
す
ね
。
1
週

間
旅
行
し
た
ら
も
う
日
本
に
帰
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
ギ

リ
シ
ャ
の
大
学
で
博
士
課
程
ま
で

進
み
ま
し
た
。

小
林
：
ギ
リ
シ
ャ
語
は
習
得
が
難

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

マ
ス
タ
ー
す
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い

か
か
り
ま
し
た
か
。

い
な
い
の
で
す
。
彼
ら
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
日
の
オ

フ
の
日
に
東
京
駅
丸
の

内
南
口
か
ら
出
発
す
る

バ
ス
ツ
ア
ー
を
予
約
し
て

い
た
の
で
す
が
、
満
員

電
車
に
慣
れ
て
い
な
い
の

で
、
ホ
テ
ル
の
あ
る
川
崎

市
の
溝
口
か
ら
集
合
場

所
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
行
く

よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。

　

朝
の
通
勤
時
間
帯
は

道
路
が
渋
滞
す
る
の
で

集
合
時
刻
の
２
時
間
ぐ

ら
い
前
に
ホ
テ
ル
を
出
る

よ
う
伝
え
ま
し
た
が
、
１
時
間
前
に
「
こ
れ
か
ら
ホ

テ
ル
を
出
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
て
。
し
か
も
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
が
東
京
駅
丸
の
内
南
口
ま
で
の
行

き
方
が
わ
か
ら
な
い
。
バ
ス
出
発
の
３
分
前
に
着
い

た
そ
う
で
す
。
で
も
本
人
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
バ
ス

か
ら
写
真
を
送
っ
て
き
ま
し
た
（
笑
）。

　

そ
の
後
は
時
間
よ
り
前
に
集
合
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
だ
い
ぶ
気
を
使
っ
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。

教員座談会

2
0
2
2（
令
和
4
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
」も
3
年
目
を
迎
え
、海
外
の
大
学
へ
留
学
す
る
学
生
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

今
回
は
、海
外
を
フィ
ー
ル
ド
と
し
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
3
人

の
教
員
に
、本
学
部
生
も
海
外
へ
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
の
エ
ー
ル
を

込
め
て
、海
外
と
の
交
流
の
醍
醐
味
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。聞
き

手
は
稲
葉
あ
や
香
助
手
で
す
。

文
：
小
林
裕
和
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授

今年 5 月におこなわれた国際シンポジウム

ユネスコでの会合の様子

藤岡 麻理子 先生石本 東生 先生

小林 裕和 先生
聞き手：稲葉 あや香 助手

ヒアリングで訪れた釜山市庁舎の
ホール。海外都市の市庁舎には都市
模型を見かけることもしばしば。庁
舎の使い方や空間への意識の違い
も面白い

海
外
で
の
活
動
は
、

心
の
中
に
あ
る
境
界（
ボ
ー
ダ
ー
）を

取
り
払
う
こ
と
か
ら

教
員
座
談
会
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石
本
：
い
ろ
い
ろ
な
制
度
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は
、

そ
の
国
の
言
語
で
政
府
の
文
書
を
ず
っ
と
読
ま
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

藤
岡
：
そ
う
で
す
ね
。
ネ
ッ
ト
で
法
規
や
行
政
計
画

を
探
し
出
し
て
、機
械
翻
訳
も
活
用
し
な
が
ら
読
み
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
現
地
の
通
訳
を
入
れ
て
細
か
く
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。
韓
国
と
台
湾
の
場
合
、
主
要
な

法
律
は
英
訳
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
時
に
は
あ

り
ま
す
。
日
本
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
も
相

当
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
制
度
や
社
会
状
況
を

理
解
す
る
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
国
に
も
よ
り
ま
す
が
、
研
究
主
題
が
定
ま
っ

て
い
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て
、
知
り
た
い
こ
と
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
と
、
行
政
文

書
の
構
成
や
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
は
国
が

違
っ
て
も
似
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
類
似
性
に

も
「
へ
～
」
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

小
林
：
な
る
ほ
ど
。

石
本
：
ず
っ
と
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
何
だ
か
面
白

く
な
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

稲
葉
：
中
国
語
も
相
当
勉
強
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

藤
岡
：
第
二
外
国
語
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
て

い
な
い
で
す
ね
。
語
学
の
た
め
の
語
学
は
身
に
つ
か

な
い （
笑
）。

研
究
テ
ー
マ
は

デ
ジ
タ
ル
が
社
会
や
観
光
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て

稲
葉
：
小
林
先
生
の
研
究
と
海
外
と
の
関
わ
り
の

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

小
林
：
私
は
企
業
勤
務
と
並
行
し
て
、
も
う
30
年
以

上
、
デ
ジ
タ
ル
が
社
会
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
、
と

い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
研
究
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

藤
岡
先
生
の
お
話
に
共
感
し
た
こ
と
に
も
関
連
し

ま
す
が
、
今
も
観
光
と
デ
ジ
タ
ル
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
調
べ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
究
は
日
本
で
は
少
な
く
て
、
必
然
的
に
海
外
の

論
文
を
読
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

学
会
も
海
外
で
の
開
催
が
多
く
、
2
0
2
2
年
に

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
、
今
年
6
月
に
は
オ
ラ
ン

ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
、
観
光
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
デ
ジ
タ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
学
会
が
開
催
さ

れ
た
の
で
発
表
を
し
ま
し
た
。発
表
に
当
た
っ
て
は
、

研
究
内
容
を
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
に
近
い
長
さ
の
ア
ブ
ス

ト
ラ
ク
ト（
発
表
要
旨
）で
投
稿
し
、レ
フ
ェ
リ
ー（
審

査
）
を
受
け
て
発
表
が
受
理
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う

に
手
続
き
が
進
み
ま
し
た
。

稲
葉
：
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
は
最
近
、
日
本
で
も
話
題
で
す
が
、
日
本

で
研
究
者
層
が
薄
い
の
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

小
林
：
情
報
技
術
分
野
の
研
究
は
多
い
の
で
す
が
、

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
、
観
光
分
野
に
お
い

て
の
デ
ジ
タ
ル
領
域
が
ま
だ
薄
い
の
で
す
。

稲
葉
：
観
光
と
デ
ジ
タ
ル
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の

で
す
ね
。

小
林
：
よ
う
や
く
観
光
庁
な
ど
が
主
導
し
て
各
地
で

実
証
実
験
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
も
そ
も
観

光
も
含
め
て
デ
ジ
タ
ル
人
材
自
体
が
足
り
な
い
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
基

本
的
に
手
段
で
し
か
な
い

の
で
、 

例
え
ば
ス
ペ
イ
ン

は
観
光
に
お
け
る
デ
ー
タ

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
実
現
の
た
め
な
の

で
す
。
具
体
的
に
言
う
と
、

観
光
客
に
よ
る
C
O
2

排

出
量
や
水
の
使
用
量
を
測
定
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

藤
岡
：
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
は
ど
の
あ
た
り
な

の
で
す
か
。

小
林
：
欧
州
は
進
ん
で
い
ま
す
ね
。
英
国
も
す
ご
い

し
、
ス
イ
ス
も
独
自
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
は
国
が
観
光
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
研
究
所
の
よ
う
な
組
織
も

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
取
り
組
む
分
野

は
違
う
の
で
す
け
れ
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
6
月
の
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
国
際
学
術
学
会
に
は
、
欧
州
全
域

だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま
し

た
。研

究
テ
ー
マ
は

北
米
日
系
人
の
収
容
の

記
憶
の
変
容

稲
葉
：
私
は
、
大
学
生
の
頃
か
ら
日
本
国
内
の
多
文

化
共
生
に
興
味
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
の
日
本
の
地
域
社
会
で
の
共
生
の
問
題
や
、
海

外
日
系
人
と
日
本
と
の
つ
な
が
り
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
日
系
人
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
で
活
動
が
活
発

な
の
で
す
が
、
言
葉
の
面
や
収
容
の
歴
史
の
特
殊
さ

な
ど
か
ら
、
特
に
北
米
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

小
林
：
興
味
深
い
で
す
ね
。

稲
葉
：
自
分
自
身
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
イ
ン
ド
ア

派
だ
っ
た
の
で
、
最
初
か
ら
海
外
に
行
き
た
く
て
研

究
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
。

　

で
も
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
日
系
人
の

方
の
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
に
関
心
を
持
ち
ま
し

た
。例
え
ば
大
学
院
で
は
、世
界
中
の
日
系
人
が
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
ど
う
い
う
風
に
日
本
や
他
国
の
日
系
人
社
会

と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た

こ
と
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
や
は
り
重

要
な
史
跡
や
資
料
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
に
あ
る
の

で
、
お
の
ず
と
海
外
に
目
が
向
き
ま
し
た
。

　

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
博
士
論
文
の
研
究
で
は
、

北
米
日
系
人
の
収
容
の
記
憶
の
価
値
づ
け
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
風
に
変
わ
っ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
海
外

稲
葉
：
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
が
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
分
野
に
共
通
し
た
テ
ー

マ
の
一
つ
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
だ
と
も
感
じ
ま
し

た
。

　

学
生
も
、
S
D
Gs
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

拠
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
「
観

光
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
社
会
経
済
的
に
も

豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
危
機
の
時
、
つ
ま
り
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
ま
で
の
経
済
危
機
の
時
で
も
、
日
本
人

観
光
客
は
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
実
は
ギ
リ
シ
ャ

観
光
は
右
肩
上
が
り
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。
伝
統

と
歴
史
を
大
事
に
し
た
中
世
の
街
並
み
を
再
生
し
た

観
光
地
な
ど
が
強
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
調
べ
て
い
て
、
実
際
に
行
っ
て
み
た
ら
、

歴
史
的
な
町
並
み
を
再
生
し
、
新
た
な
価
値
を
付
加

し
て
観
光
に
活
用
し
て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

藤
岡
：
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
よ
う
な
政
策
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
当
に
そ
の
地
元
発
の
取

り
組
み
が
ギ
リ
シ
ャ
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
起
き

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

石
本
：
そ
う
で
す
ね
。
当
時
ギ
リ
シ
ャ
は
国
に
お
金

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
E
U
加
盟
国
な
の
で
補
助

金
が
あ
っ
た
。
国
に
よ
っ
て
経
済
規
模
は
違
っ
て
も

国
民
総
所
得
（
G
N
I
）
の
約
1
パ
ー
セ
ン
ト
の
額

を
必
ず
E
U
に
拠
出
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

経
済
危
機
の
時
代
に
そ
の
補
助
金
を
地
域
振
興

に
う
ま
く
活
用
し
、
歴
史
的
な
遺
産
が
あ
る
と
こ
ろ

は
そ
れ
を
徹
底
的
に
再
生
し
た
。
だ
か
ら
、
10
年
前

に
訪
れ
た
時
に
は
城
壁
な
ど
見
た
記
憶
が
な
い
と
こ

ン
ダ
ー
ド
な
こ
と
こ
そ
現
場
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

石
本
：
は
い
、
学
生
に
そ
の
よ
う
な
話
を
授
業
で
す

る
と
、
興
味
は
す
ご
く
湧
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を

受
け
ま
す
。
観
光
の
世
界
で
言
う
と
、 

マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
批
判
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
「
も
う
ひ
と

つ
の
観
光
」
と
い
う
意
味
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
発
生
し
、
そ
れ
が
今
や
多
種
多
様
、
地
域

の
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
ツ
ア
ー
を
実
現
し
て
い

る
。

藤
岡
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
比
べ
る
と
、
日
本
は
い

ろ
い
ろ
な
リ
ソ
ー
ス
や
活
動
、
人

の
志
向
が
大
都
市
に
集
中
し
て

い
る
状
況
が
な
お
強
い
よ
う
に

は
感
じ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
に

1
年
留
学
し
て
い
た
時
に
、
ド

イ
ツ
の
地
方
都
市
が
本
当
に
豊

か
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に

な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ
な
街

で
も
ち
ゃ
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
開
か
れ
、 

そ
の
街
の
グ

リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
（
注
：
ド
イ
ツ
発

祥
の
香
辛
料
が
入
っ
た
温
か
い

ワ
イ
ン
）
の
カ
ッ
プ
が
あ
る
と
い

う
の
は
本
当
に
印
象
深
か
っ
た
で
す
。

石
本
：
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
す
ご
く
個
性
の

あ
る
、
魅
力
的
な
村
や
町
が
多
い
で
す
ね
。

藤
岡
：
で
す
ね
。
日
本
で
は
イ
タ
リ
ア
の
農
村
な
ど

も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
よ
ね
。

石
本
：
ギ
リ
シ
ャ
も
や
は

り
地
方
に
行
け
ば
行
く

ほ
ど
面
白
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
地
方
の
中

に
は
、
結
果
的
に
過
疎
化

を
阻
止
し
て
い
る
よ
う
な

ろ
に
、
最
近
で
は
発
掘
が
進
み
「
城
壁
が
出
現
」
し

て
い
た
な
ど
、
そ
う
い
う
町
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

藤
岡
：
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
で
す

ね
。海

外
に
も
興
味
を
広
げ
て

深
掘
り
す
る

稲
葉
：
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願
い
で
き
ま
す

か
。
さ
き
ほ
ど
話
が
出
た
よ
う
に
、
最
初
か
ら
海
外

と
つ
な
が
り
が
な
く
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
一
番
面

白
い
こ
と
を
掘
り
下
げ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

藤
岡
：
掘
り
下
げ
て
い
っ
た
ら
、
知
ら
な
い
う
ち
に

ギ
リ
シ
ャ
に
住
ん
で
し
ま
っ
た
、
み
た
い
な
こ
と
で

す
ね
（
笑
）。

石
本
：
私
の
場
合
は
そ
う
だ
っ
た
（
笑
）。

小
林
：
海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が
、
自
分

の
興
味
を
見
つ
け
た
り
掘
り
下
げ
た
り
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

藤
岡
：
ま
ず
は
海
外
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
は

思
い
ま
す
よ
ね
。

石
本
・
小
林
：
そ
の
通
り
で
す
ね
。

稲
葉
：
最
初
に
海
外
に
出
ら
れ
た
の
は
い
つ
で
す

か
。

藤
岡
：
大
学
3
年
生
の
夏
休
み
で
す
。
ど
こ
だ
と

思
い
ま
す
？　

エ
ジ
プ
ト
で
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら

な
ぜ
か
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
惹
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
歴

史
好
き
で
、
ず
っ
と
本
を
読
ん
で
い
て
、
最
初
の
海

外
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
に
行
く
っ
て
決
め
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
く
よ
う
に

な
っ
て
、
日
本
の
常
識
は
必
ず
し
も
世
界
の
常
識
で

は
な
い
こ
と
に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

石
本
：
外
国
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
度
胸

の
部
分
が
か
な
り
あ
り
ま
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
語
学

の
勉
強
も
必
要
だ
け
れ
ど
、
ど
ん
な
に
勉
強
し
て
い

て
も
、
度
胸
を
持
っ
て
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
話
せ
な
い
。

藤
岡
：
お
し
ゃ
べ
り
な
人
ほ
ど
語
学
は
伸
び
る
気
が

し
ま
す
。
社
交
性
の
あ
る
人
も
。

石
本
：
留
学
中
の
話
で
す
が
、
外
国
人
留
学
生
の
中

に
は
、
読
む
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
う
ま
く
で
き
な
い
の

だ
け
れ
ど
、
流
ち
ょ
う
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
聞
い
て
い
る
と
文
法
的
に
は

か
な
り
誤
り
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
ほ
ぼ
完
璧
に
し
ゃ
べ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

藤
岡
：
度
胸
で
す
ね
。
伝
わ
れ
ば

い
い
、と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

稲
葉
：
日
本
に
い
て
も
外
国
語
で

話
す
経
験
は
で
き
ま
す
。
私
は
日

本
に
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
時
間
の

昼
、
日
本
の
午
前
3
時
や
4
時
な

ど
に
調
査
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
昼
間
は
日
本

の
授
業
や
ゼ
ミ
に
出
る
よ
う
な
二

重
生
活
が
続
い
た
と
き
に
は
大
変

で
し
た
（
笑
）。

石
本
：
先
日
学
生
か
ら
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

は
国
内
の
事
例
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

海
外
の
こ
と
も
聞
き
た
い
で
す
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

藤
岡
：
石
本
先
生
の
観
光
政
策
で
は
、
海
外
の
事
例

も
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
よ
ね
。

小
林
：
国
内
、
海
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
の
興
味

に
合
わ
せ
て
、
多
様
な
学
び
の
選
択
肢
を
用
意
し
て

お
く
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

藤
岡
：
国
内
の
事
例
を
学
修
す
る
こ
と
も
、
ど
こ

か
で
海
外
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
多
い
で
す
よ

ね
。
で
す
の
で
、
海
外
に
も
自
然
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

稲
葉
：
今
日
は
と
て
も
興
味
深
い
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国際学会に参加したバレンシア

人口10万人程度の地方都市のクリスマスマーケット
は地元の人のための場

ロードス島、世界遺産「ロード
スの中世都市」の一角

クレタ島西部の中世都市「ハニ
ア」旧市街の城壁

アメリカのマンザナー
日系米国人強制収容所跡地での追悼式典のようす

国際学会に参加したアムステルダム

→米ロサンジェルス
のリトルトーキョー
に建てられた、日系
アメリカ人の歴史を
伝えるモニュメント

↓同じくロサンジェ
ルスにある全米日系
人 博 物 館。 展 示 や
ウェブサイトで日系
人の歴史を伝える
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対
し
て
は
あ
ま
り
良
い
例
の
出
し
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
法
人
と
し
て
は
赤
字

で
あ
る
旅
館
の
社
長
が
高
級
輸
入
車
に
乗
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
さ
え
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、

あ
れ
は
担
保
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
ゆ
が
み
は
、
現

場
を
疲
弊
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
従
業
員
の
人

件
費
や
営
業
利
益
を
圧
迫
し
や
す
く
、
つ
ま

り
は
労
働
生
産
性
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
し
ま

う
構
造
的
な
要
因
が
あ
る
の
で
す
。

　

長
期
的
な
低
迷
に
陥
っ
て
い
る
中
小
宿
泊

業
の
現
状
を
変
え
て
い
く
に
は
、
一
つ
に
は

を
採
り
、
宿
泊
す
る
お
客
さ
ま
に
提
供
し
た

り
、
加
工
し
て
商
品
と
し
て
売
っ
た
り
し
な

が
ら
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
と
い
っ
た

動
物
た
ち
と
人
の
暮
ら
し
の
あ
い
だ
の
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
里
山
の
姿
を
保
っ
て

き
た
、
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
地
域
の
宿
泊
業
が
地
方
か
ら
消

滅
し
て
し
ま
っ
て
は
、
里
山
が
、
い
や
地
方

全
体
が
荒
れ
果
て
て
い
く
危
険
性
は
高
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
当
の
業
者
の
方
々
も
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
小
の
宿

泊
業
は
、
地
域
の
社
会
資
本
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

の
外
国
人
労
働
者
の
力
を
頼
っ
て
き
ま
し
た

が
、
来
日
さ
れ
る
方
々
の
出
身
国
の
移
り
変

わ
り
も
激
し
く
、
い
つ
ま
で
来
て
く
れ
る
の

か
…
…
と
い
う
の
が
正
直
な
状
況
で
す
。
根

本
的
に
労
働
生
産
性
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
出

身
を
問
わ
ず
、
働
く
人
が
い
な
い
産
業
に
な
っ

て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
そ
れ
で
仕
方
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

そ
も
そ
も
日
本
で
は
生
産
年
齢
人
口
（
15
～

64
歳
）
が
減
少
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
労
働

生
産
性
の
高
い
産
業
に
シ
フ
ト
し
て
い
け
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
も
も
ち

ろ
ん
、
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
小

の
宿
泊
業
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
よ
う
に
一

概
に
切
り
捨
て
て
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
宿
は
、
地
方

社
会
に
お
け
る
“
ハ
ブ
（
中
核
）”
を
担
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
保

安
林
に
実
際
に
手
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
地

元
の
方
々
で
す
。
里
山
と
し
て
整
備
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た
地
域
の
中
で
、

中
小
の
宿
泊
業
は
、
里
山
の
キ
ノ
コ
や
山
菜

　

こ
こ
で
言
う
付
加
価
値
と
は
、
人
件
費
や

営
業
利
益
、
租
税
公
課
な
ど
の
合
計
で
す
が
、

中
小
の
宿
泊
業
に
お
い
て
は
そ
の
労
働
生
産

性
が
1
9
9
3
年
を
境
に
低
下
し
て
い
き
ま

し
た
。
一
方
、
資
本
金
5,
0
0
0
万
円
以
上

の
大
企
業
は
労
働
生
産
性
を
伸
ば
し
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　

地
方
の
小
規
模
旅
館
業
で
は
、
も
は
や

従
業
員
を
募
集
し
て
も
人
が
来
な
い
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら

日
本
の
宿
泊
業
の
現
況

　

現
在
、
日
本
の
宿
泊
業
（
法
人
）
全
体
の

94
％
が
、
資
本
金
5,
0
0
0
万
円
未
満
の
中

小
企
業
で
す
。
さ
ら
に
は
、
宿
泊
業
全
体
の

60
％
を
占
め
る
の
が
、
資
本
金
1,
0
0
0
万

円
未
満
の
小
規
模
旅
館
業
で
す
。
私
が
着
目

し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
宿
泊
業
の
労
働

生
産
性
＝
従
業
員
1
人
当
た
り
の
付
加
価
値

で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
よ
っ
て
日
本
の
宿
泊
業
は
安
泰
…
…
と
は
、な
か
な
か
い
か
な
い
。既
に
30
年
に
も
わ
た
っ
て
、日

本
の
宿
泊
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
法
人
の
労
働
生
産
性
は
上
が
ら
ず
、そ
の
行
く
末
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。そ
う
し

た
中
小
の
宿
泊
業
こ
そ
、地
域
社
会
の
要
で
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
る
の
が
、井
門
隆
夫
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観

光
ま
ち
づ
く
り
学
科
教
授
だ
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、宿
泊
業
か
ら
見
た
日
本
社
会
の
未
来
の
話
で
も

あ
る
。「
資
本（
所
有
）」と「
運
営
」を
分
離
せ
よ
と
い
う
、リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
満
ち
た
提
案
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

﹁
資
本（
所
有
）」と﹁
運
営
」

　

で
は
、
な
ぜ
日
本
の
中
小
宿
泊
業
で
は
労

働
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
の
か
。
そ
の
大
き

な
問
題
点
の
一
つ
が
、﹁
資
本
（
所
有
）」
と
﹁
運

営
」
が
﹁
分
離
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

宿
の
運
営
に
当
た
っ
て
、
小
さ
な
資
本
し

か
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
大
き
な
借
り
入
れ

を
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
、
日
本
で
は

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
法

人
と
し
て
大
き
な
担
保
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
な
の
に
、
小
資
本
の
宿
泊
業
に
な
ぜ

そ
ん
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
そ
れ
は
、
日

本
に
は
個
人
保
証
制
度
が
あ
る
か
ら
で
す
。

中
小
企
業
が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る

場
合
、
経
営
者
が
連
帯
保
証
人
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
、
中
小
の
宿
泊
業
は
こ
の

制
度
の
中
で
経
営
者
の
個
人
保
証
、
そ
し
て

不
動
産
等
を
担
保
に
借
り
入
れ
を
し
て
、
経

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
旅
館
な

ど
の
経
営
者
は
、
法
人
が
借
り
て
い
る
金
額

に
近
い
額
を
、
個
人
の
金
融
資
産
で
保
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
こ
に
ゆ
が
み
が
生
ま
れ
ま
す
。
法
人
は
赤

字
で
も
個
人
資
産
は
黒
字
に
し
て
お
か
な
い

と
い
け
な
く
な
る
の
で
す
。
融
資
す
る
金
融

機
関
と
し
て
も
、
担
保
で
あ
る
個
人
資
産
が

黒
字
な
ら
ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
格
好

と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
法
人
に
お
け
る
多
額
の

役
員
報
酬
や
経
営
者
へ
の
不
動
産
賃
料
と

い
っ
た
も
の
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
支
え
て
い
き
た
い
宿
泊
業
に

観
光
宿
泊
業
か
ら
見
た

日
本
社
会
の
未
来

評
価
の
視
点
は
労
働
生
産
性
か
ら
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
へ

1961 年、東京都生まれ。上智大学文学部
社会学科卒業。㈱日本交通公社、㈱ツーリ
ズム・マーケティング研究所、関西国際大
学准教授、高崎経済大学教授を経て現職。
専門は、観光経営学、観光マーケティング。

井門 隆夫 （いかど たかお）

こ
の
よ
う
に
一
緒
く
た
に
な
っ
て
い
る
﹁
資

本
（
所
有
）」
と
﹁
運
営
」
を
、
分
離
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
労
働
生
産
性
を
伸
長
さ
せ
て
き
た

大
企
業
の
中
に
は
、
資
本
に
関
し
て
は
外
資

系
の
巨
大
金
融
グ
ル
ー
プ
と
提
携
し
、
そ
の

上
で
運
営
を
担
っ
て
全
国
展
開
し
、
成
功
し

て
き
た
法
人
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
言
い
た

い
の
は
、
外
資
の
導
入
を
巡
る
是
非
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
得
る

構
造
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

た
だ
、
個
人
保
証
制
度
を
巡
っ
て
は
近
年

徐
々
に
改
革
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
な
に

ぶ
ん
民
法
改
正
に
伴
う
ル
ー
ル
の
変
更
を
し

て
い
く
領
域
で
す
か
ら
、
一
朝
一
夕
に
全
て
を

変
え
て
い
く
と
い
う
話
に
は
な
か
な
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

制
度
の
改
革
は
引
き
続
き
の
課
題
と
し
つ

つ
、
宿
泊
業
の
現
場
で
は
、
ど
ん
な
改
革
が

可
能
な
の
か
。
私
自
身
が
か
つ
て
旅
行
会
社

に
勤
め
て
い
た
時
の
経
験
や
、
実
際
に
国
内

で
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

学生たちが里山に分け入り収穫した里山の恵み

湯の宿も研究フィールド（群馬県法師温泉長寿館）

研究フィールドでもある昔ながらの温泉街（島根県温泉津温泉）

分
野
を
横
断
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
。

井
門
隆
夫
教
授
に
日
本
の
観
光
宿
泊
業
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

(本
記
事
は
、國
學
院
大
學
広
報
課
が
2
0
2
4
年
5
月
15
日
に
國
學
院
大
學
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

井
門
隆
夫
教
授
が
加
筆
し
、再
構
成
し
た
も
の
で
す
）

研
究
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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日
本
の
宿
泊
業
の
未
来

　

日
本
の
中
小
の
宿
泊
業
に
と
っ
て
も
、
こ

う
し
た
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
中
心
的
な
価

値
と
し
た
事
業
の
在
り
方
を
、
大
い
に
発
展

さ
せ
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
に
お
い
て
は
富
裕
層
を
宿
泊
者
と
し
て
想

定
し
、
地
域
の
自
然
環
境
の
保
護
や
、
雇
用

を
含
め
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
を
目
的

と
し
た
、
新
エ
コ
ロ
ッ
ジ
と
呼
ぶ
べ
き
実
践

例
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な

か
た
ち
を
模
索
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

例
え
ば
2
0
2
1
年
、
島
根
県
沖
・
隠

岐
諸
島
の
海
士
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、

﹁
E
n
t
ô
」
で
す
。
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
の
﹁
泊
ま
れ
る

拠
点
施
設
」と
し
て
、注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

﹁
E
n
t
ô
」
は
文
字
通
り
“
遠
島
”、
古
く

か
ら
遠
流
＝
島
流
し
の
地
と
さ
れ
て
き
た
場

所
に
お
い
て
、
む
し
ろ
そ
の
﹁
遠
さ
」
に
こ

そ
価
値
を
定
め
て
、
豊
か
な
自
然
や
生
態
系

を
体
感
で
き
る
施
設
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

建
築
資
材
と
し
て
の
木
材
や
、
宿
泊
者
向
け

の
食
材
の
調
達
も
、
地
元
を
重
視
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
移
住
者
が
多
い
土
地
で

も
あ
る
の
で
す
が
、
海
士
町
複
業
協
同
組
合

が
﹁
A
M
U 

W
O
R
K
」
と
い
う
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。﹁
A
M
U 

W
O
R
K
E
R
」

と
呼
ば
れ
る
職
員
に
な
る
と
、
例
え
ば
夏
場

は
宿
泊
業
、
冬
は
漁
業
と
い
っ
た
よ
う
に
、

季
節
に
応
じ
て
組
織
横
断
的
に
、
人
手
の
足

り
な
い
所
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
す
。﹁
島
留
学
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま

す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
人
々
の
還
流

を
起
こ
し
て
い
っ
て
、
持
続
可
能
な
島
の
社

会
を
築
く
べ
く
、
多
く
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
ん
で
す
。
私
の
ゼ
ミ
の
学
生
も
、

夏
に
は
み
ん
な
で
隠
岐
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
業
と
い
う
の
は
社
会
資
本
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
社
会
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
貢

献
の
仕
方
が
で
き
る
は
ず
。
私
自
身
も
そ
う

し
た
実
験
の
場
に
参
加
し
な
が
ら
、
中
小
の

宿
泊
業
の
未
来
を
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

の
が
、
環
境
（
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
）・

社
会
（
S
o
c
i
a
l
）・
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た

E
S
G
投
資
で
す
。
上
記
の
3
要
素
に
着
目

し
た
投
資
で
あ
り
、
同
時
に
財
務
的
な
リ
タ
ー

ン
を
求
め
、
K
P
I
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し

て
指
標
化
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
も
う
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
﹁
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
の
は
、
活
動
や
投
資

を
通
じ
て
社
会
や
環
境
に
与
え
て
い
く
変
化

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
す
が
、
イ
ン
パ
ク

ト
投
資
と
は
、
財
務
的
リ
タ
ー
ン
に
加
え
て
社

会
的
リ
タ
ー
ン
を
求
め
、
地
域
社
会
の
維
持
・

再
生
を
目
的
と
し
て
い
く
投
資
の
か
た
ち
で

す
。
実
際
に
、
環
境
や
社
会
面
に
大
き
く
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
逆
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
抑
え
て
い
く
企
業
活

動
へ
向
け
た
﹁
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
い
っ
た
融
資
を
、
銀
行
が

行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
活
用

　

中
小
宿
泊
業
に
お
け
る
﹁
資
本
（
所
有
）」

と
﹁
運
営
」
の
分
離
、
と
い
う
課
題
に
行
き
当

た
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
現
場
で
の
経
験
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、﹁
資
本
（
所
有
）」

と
﹁
運
営
」
を
巡
る
民
法
上
の
制
度
改
革
に
、

す
ぐ
さ
ま
全
て
を
託
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
き

ま
せ
ん
。
中
小
宿
泊
業
を
再
生
す
る
た
め
の

方
法
を
、
さ
ま
ざ
ま
に
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

実
は
そ
の
ヒ
ン
ト
も
、
旅
館
の
事
業
再
生

に
取
り
組
む
よ
う
な
日
々
の
中
で
見
つ
か
っ
て

い
き
ま
し
た
。
日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を
他
山

の
石
と
し
て
い
た
は
ず
の
世
界
経
済
も
ま
た
、

2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
多

大
な
影
響
を
受
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、
特
に
欧
米
が
着
目
し
て
い
っ
た
の
が
、
短

期
的
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
得
る
よ
う
な
資

本
主
義
の
か
た
ち
で
は
な
い
、
持
続
可
能
（
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
）
な
経
済
の
か
た
ち
で
し
た
。

　

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
手
法

の
一
つ
と
し
て
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る

研究クローズアップ

タイの水上エコロッジ

ベトナムの山岳少数民族が運営するエコロッジ

地元建材を活用して建設した隠岐の Entô

神奈川県湯河原温泉「富士屋旅館」
旧館玄関前の井門先生

窓がキャンバスのような Entôの客室

か
ら
﹁
も
っ
と
私
た
ち
の
“
価
値
”
を
売
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
届
く
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

い
ま
の
よ
う
に
、
宿
の
利
用
者
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ユ
ー
ザ
ー
が
自
由
に
レ
ビ
ュ
ー
や

評
価
を
書
き
込
む
よ
う
な
時
代
が
来
る
は
る

か
前
、
こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
て
い
く
、
と
い
う
時
期
の
こ
と
で
し
た
。

勤
め
て
い
た
旅
行
会
社
で
は
、
旅
館
に
泊
ま
っ

た
お
客
さ
ま
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
、
デ
ー

タ
と
し
て
蓄
積
し
な
が
ら
、
単
に
価
格
の
安

さ
だ
け
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
お
客
さ
ま
の
満
足
度
の
高
い
宿
を
紹
介
し

て
い
こ
う
、
と
い
う
よ
う
な
地
道
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
と
し
て
も
、
価
格
と
満
足
度
の
因
果
関
係

な
ど
を
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
宿

や
ホ
テ
ル
か
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

く
れ
な
い
か
、
と
い
う
お
声
掛
け
を
頂
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
発
端
と
な
り
、

社
内
起
業
を
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
の
専
門

企
業
を
つ
く
り
、
や
が
て
そ
れ
は
研
究
所
と

し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
会
社
員
と
し
て
の
業
務
と
と
も
に
、

大
学
の
客
員
教
授
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現

在
の
研
究
者
と
し
て
の
道
に
つ
な
が
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

2
0
0
0
年
代
に
入
り
、
不
良
債
権
化
し

た
旅
館
の
事
業
再
生
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
全
国
津
々
浦
々

の
宿
を
調
査
し
、
事
業
再
生
の
た
め
の
計
画

書
を
作
る
、
と
い
う
よ
う
な
仕
事
を
重
ね
て

い
っ
た
の
で
す
。

研
究
者
に
な
る
ま
で

　

私
が
日
本
の
中
小
宿
泊
業
に
注
力
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
旅
行
会
社
に
勤
め
て
い

た
経
験
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
大
学

卒
業
後
、
入
社
し
た
の
は
1
9
8
5
年
の
こ

と
で
す
。
資
本
金
5,
0
0
0
万
円
未
満
の
中

小
宿
泊
業
の
労
働
生
産
性
が
1
9
9
3
年
か

ら
下
が
っ
て
い
っ
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
そ

の
頃
の
私
は
国
内
旅
行
部
と
い
う
部
署
に
所

属
し
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
実
態
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
崩
壊
の
最
中
で
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
経
済
が
﹁
失
わ
れ
た
30
年
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
ず
、

い
つ
か
持
ち
直
す
だ
ろ
う
と
信
じ
な
が
ら
も
、

一
向
に
好
転
す
る
こ
と
の
な
い
状
況
に
向
き

合
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

旅
行
会
社
が
価
格
を
下
げ
よ
う
と
す
る
た

め
に
、
宿
泊
業
者
の
方
々
に
も
ど
う
し
て
も

し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
宿
の
方
々
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い
る
。

　

博
物
館
の
運
営
は
職
員
だ
け
で
ま
か
な
え
る
も
の

で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
N
P
O
法
人

な
ど
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
当
館
の
わ
く
わ
く

た
ん
け
ん
室
は
、
展
示
室
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
場
と

し
て
、
職
員
以
外
の
人
々
と
も
連
携
し
な
が
ら
運
営

し
て
い
く
場
所
と
考
え
て
い
る
。「
秋
田
に
関
連
し
た

も
の
を
紹
介
す
る
こ
と
」、「
幅
広
い
世
代
の
人
に
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
」
以
外
に
は
制
約
を
設
け
ず
、

多
く
の
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
展
示
室
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
に
、
館
外
の
人
々
と
の
話
し
合
い
を
重

ね
て
い
る
。
試
行
錯
誤
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
当
初

の
目
的
で
あ
っ
た
、
展
示
室
と
人
々
と
を
有
機
的
に

つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
改
善
を
す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

や
、
宝
箱
自
体
が
重
い
上
に
中
身
が
分
か
ら
な
い
た

め
、手
に
と
っ
て
も
ら
い
に
く
い
こ
と
、な
ど
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
塗
り
絵
や
ま

ま
ご
と
セ
ッ
ト
な
ど
を
増
や
し
た
結
果
、「
わ
く
わ
く

た
ん
け
ん
室
」
＝
「
子
ど
も
が
遊
ぶ
場
所
」
と
認
識

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
郷
土
や
展
示
物
と

有
機
的
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
理
念
か
ら
乖
離
し
て

い
っ
た
。
展
示
室
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
壊
れ
物
や

刃
物
な
ど
を
使
用
す
る
た
め
に
職
員
の
常
駐
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
学
校
団
体
の
受
け
入
れ
が
重
な
る
時
な

ど
は
特
定
の
職
員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
徐
々
に
改
善
し
、
当
初
の
目
的
で

あ
っ
た
「
郷
土
を
理
解
し
て
も
ら
う
展
示
室
」
と
す

る
た
め
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
と
協
力
し

な
が
ら
ア
イ
テ
ム
や
工
作
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
展
示
室
内
を
「
自
然
系
」「
人

文
系
」「
学
芸
員
の
仕
事
」「
秋
田
の
手

仕
事
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
再
編
成
し
、
展

示
室
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
。
ま
た
、

宝
箱
を
中
身
が
見
え
る
軽
い
透
明
ケ
ー

ス
に
変
更
し
た
り
、
展
示
室
内
の
文
章

は
小
学
校
３
年
生
ま
で
に

学
習
す
る
漢
字
を
使
っ
た

表
記
に
統
一
し
た
り
も
し

た
。
こ
う
し
た
変
更
は
概

ね
効
果
を
得
て
い
る
が
、

博
物
館
側
の
意
図
が
伝
わ

ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
、

で
き
る
限
り
説
明
を
少
な

く
、
簡
潔
に
し
、
未
就
学

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
工

夫
を
す
る
こ
と
に
苦
慮
し

て
い
る
。

  
体
験
型
展
示
室
と

  
地
域
の
人
々
を
つ
な
げ
る

　

月
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
わ
く
わ
く

た
ん
け
ん
室
の
運
営
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
だ
わ
り
は
「
秋

田
に
関
連
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

ワ
ラ
細
工
や
裂
き
織
り
体
験
な
ど
の
ほ
か
、
菅
江
真

澄
の
書
い
た
昔
話
を
紙
芝
居
に
し
、
博
物
館
や
周
辺

地
域
の
幼
稚
園
・
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
で
体
験
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
増
や
し
、
今
年
度
か
ら
は
、
よ
り
本
物
に
触

れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
樺
細
工
や
イ
タ
ヤ
細
工
な
ど

の
職
人
に
依
頼
し
て
、
実
際
の
も
の
作
り
に
近
い
体

験
が
で
き
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て

文化観光にも言及した改正博物館法が昨年4月に施行されまし
た。今後、博物館には多様な人々が交流するまちづくりの拠点とし
ての役割も求められます。法改正前からこうした活動に取り組んで
きた博物館を紹介します。

は
常
設
展
の
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

を
行
い
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
時
新

た
に
開
設
し
た
体
験
型
展
示
室
の
「
わ
く
わ

く
た
ん
け
ん
室
」
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

の
一
つ
の
目
玉
に
な
っ
た
。

  「
秋
田
を
知
る
」
と
い
う
こ
と

　

当
館
は
設
立
当
初
か
ら
「
郷
土
秋
田
の
生

成
と
生
活
文
化
を
解
明
し
つ
つ
、
豊
か
な
未

来
志
向
に
役
立
つ
機
能
を
果
た
せ
る
」
こ
と

を
理
念
と
し
、「
研
究
の
総
合
化
と
郷
土
学
の

体
系
化
」
と
い
う
こ
と
を
大
き
く
打
ち
出
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
人
々
の
協
力
が

欠
か
せ
ず
、
設
立
当
時
か
ら
地
元
の
金
足
地

区
や
、
そ
の
他
の
地
域
の
人
々
と
連
携
し
て
、

石
造
遺
物
や
民
話
の
採
集
、
植
物
調
査
な
ど

を
行
い
、
調
査
結
果
を
展
示
に
反
映
し
て
き

た
。
鹿か

角づ
の

地
域
を
皮
切
り
に
、
特
定
の
地
域

を
定
め
て
３
年
に
１
度
を
目
安
に
自
然
や
歴
史
・
文

化
な
ど
を
紹
介
す
る
地
域
展
を
実
施
し
た
こ
と
は
総

合
博
物
館
の
強
み
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
地
域

展
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
巡
回
展
を
行
い
、
地

域
の
人
々
に
展
示
を
見
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
展
示

に
関
連
し
た
講
座
を
開
き
、
地
元
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
よ
う
な
企
画
も
行
っ
て
き
た
。

  
活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
、
自
然
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
育
っ
て
い
き
、

1
9
9
4
（
平
成
６
）
年
、
部
門
の
活
動
を
手
助
け

す
る
た
め
の
「
博
物
館
友
の
会
」
が
発
足
し
た
。
は

じ
め
は
植
物
標
本
を
作
製
・
整
理
す
る
植
物
標
本
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
化
石
や
鉱
物
を
整
理
す
る
地
質
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
古
文
書

整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
考
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も

誕
生
し
、
現
在
も
調
査
・
研
究
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
普
及
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

2
0
0
0
（
平
成
12
）
年
度
に
は
、
よ
り
広
く
博

  
は
じ
め
に

　

秋
田
県
立
博
物
館
は
1
9
7
5
（
昭
和
50
）
年
、

秋
田
市
金か

な

足あ
し

地
区
に
設
立
さ
れ
、
2
0
2
5
年
度
に

は
開
館
50
周
年
を
迎
え
る
総
合
博
物
館
で
あ
る
。
中

心
市
街
地
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
交

通
の
便
は
必
ず
し
も
よ
い
と
は
い
え
な
い
が
、
自
然

豊
か
な
環
境
の
中
に
立
地
し
て
い
る
。
博
物
館
本
館

か
ら
歩
い
て
１
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所
に
は
重
要
文
化
財

「
旧
奈
良
家
住
宅
」
も
あ
り
、
博
物
館
分
館
と
し
て
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
博
物
館
が
現
在
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た

の
は
、「
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
は
広
大
な
敷
地
と
美
し

い
環
境
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
適
地
と
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

実
際
、
博
物
館
で
行
っ
て
い
る
各
種
教
室
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
は
、
こ
の
自
然
豊
か
な
環
境
が
大

い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
1
9
9
6
（
平
成
８
）
年
に
「
秋
田
の
先

覚
記
念
室
」「
菅
江
真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
新

た
な
展
示
室
を
増
築
、
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
に

  「
郷
土
を
理
解
し
て
も
ら
う
展
示
室
」

  
を
目
指
す

　

さ
て
、
筆
者
は
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
度
か
ら

体
験
型
展
示
室
で
あ
る
「
わ
く
わ
く
た
ん
け
ん
室
」

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
展
示
室
は
「
他
の

展
示
室
と
有
機
的
に
リ
ン
ク
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
み
な
が
ら
知
的
探
求
心
を
育
む
こ
と
が
で

き
」、「
見
る
・
触
れ
る
・
作
る
・
試
す
」
な
ど
の
作

業
を
通
し
て
郷
土
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
展
示
室
で
あ
る
。「
宝
箱
」
と
呼
ば
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
テ
ム
の
入
っ
た
箱
を
展
示
室
の
壁
面
に

設
置
し
、
自
由
に
開
け
て
ア
イ
テ
ム
を
体
験
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
、

全
て
の
世
代
の
人
々
に
博
物
館
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
試
み
て
い
る
。
開
設
し
て
今
年
で
20
年
に
な

る
が
、
広
々
と
し
た
空
間
と
、
数
々
の
ア
イ
テ
ム
や

工
作
の
多
さ
か
ら
多
く
の
人
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
展
示
室
に
つ
い
て
は
、
設
立

当
初
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

想
定
し
て
い
た
以
上
に
未
就
学
児
の
利
用
が
多
く
、

ア
イ
テ
ム
の
意
図
を
理
解
し
て
も
ら
い
に
く
い
こ
と

物
館
の
活
動
を
援
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ

る
「
ア
イ
リ
ス
の
会
」
が
誕
生
し
た
。
ア
イ
リ
ス
の

会
は
「
自
ら
の
生
涯
学
習
に
役
立
て
、
県
民
の
歴
史

と
文
化
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
組

織
さ
れ
て
い
る
。
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
図
書
整

理
や
各
イ
ベ
ン
ト
の
受
付
補
助
な
ど
の
他
、
ワ
ラ
細

工
や
藍
染
め
の
体
験
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の

紀
行
家
で
あ
る
菅
江
真
澄
が
記
し
た
、
金
足
地
区
の

御
鳥
喰
行
事
を
再
現
し
た
「
軒
の
山
吹
」
を
旧
奈
良

家
住
宅
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
職

員
の
発
案
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
イ

リ
ス
の
会
で
具
体
化
・
実
行
し
、
今
で
は
山
吹
の
咲

く
時
期
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
、
毎
年
多
く
の
方
に

旧
奈
良
家
住
宅
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

地域と連携して秋田のすがたをさぐる

地域と歩む博物館 Vol.7

秋田県立博物館　主任学芸専門員　丸谷仁美

博
物
館
情
報

秋田県秋田市金足鳰崎字後山52

秋田県立博物館

詳しくはこちら

わくわくたんけん室

ボランティアの協力による「軒の山吹」の再現

樺細工のストラップ作り体験

博物館で作成した紙芝居の読み聞かせ
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公
営
博
物
館
が
次
々
と
指
定
管
理
施
設
に
切
り
替

わ
っ
て
い
る
。
志
の
あ
る
組
織
が
指
定
管
理
者
に
な

れ
ば
良
い
が
、
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
を
運
営
す
る
我
々
は
志
を

持
っ
て
運
営
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
指
定
管
理

料
は
０
円
。
職
員
の
給
与
や
水
道
光
熱
費
な
ど
は
入

館
料
と
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
か
ら
捻
出
し
て
い
る
。

　

市
町
村
直
営
や
指
定
管
理
の
博
物
館
か
ら
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
置
く
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
の
相
談

が
よ
く
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
稼
ぐ
」
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
グ
ッ
ズ
は
展
示
の
延

長
で
も
あ
る
。
グ
ッ
ズ
を
通
じ
、
そ
の
館
の
主
張
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
地
場
産
品
を
置
く
こ

と
で
地
域
貢
献
に
も
な
り
得
る
。

　

私
た
ち
は
廃
校
を
謳
っ
て
い
る
の
で
グ
ッ
ズ
の
中

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
具
も
あ
る
。そ
れ
ら
の
文
具
は
メ
ー

カ
ー
に
発
注
し
、
地
元
の
文
具
店
に
卸
し
て
も
ら
い
、

そ
こ
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
小
学
校
が
激
減
す
る
中
、

地
域
か
ら
文
具
店
ま
で
無
く
し
た
く
な
い
と
の
思
い

か
ら
だ
。

　

そ
の
他
に
も
漁
師
町
の
老
舗
か
ま
ぼ
こ
店
と
コ
ラ

ボ
し
た
グ
ッ
ズ
を
作
っ
た
り
、
地
元
で
製
造
さ
れ
て

い
る
饅
頭
な
ど
の
菓
子
も
取
り
扱
っ
て
い

る
。
実
は
こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

動
物
園
や
水
族
館
で
販
売
さ
れ
て
い
る
菓

子
等
の
多
く
は
、
包
装
紙
に
は
施
設
の
名

前
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
県
外
で
製
造
さ

れ
て
い
る
場
合
が
非
常
に
多
い
。

　

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
用
意
し
て
い

る
。
家
庭
科
室
で
魚
料
理
体
験
、
理
科
室

で
解
剖
実
習
、
プ
ー
ル
そ
う
じ
な
ど
の
飼

育
員
体
験
な
ど
、
小
学
校
の
特
色
を
フ
ル

活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備
し
、
修
学

旅
行
等
の
受
け
入
れ
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
は
入
館
料
や
グ
ッ

ズ
の
代
金
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
費
で
収

な
い
、
美
味
し
く
な
い
、
キ
ズ
で
値
段
が
付
か
な
い

等
の
理
由
だ
。
未
利
用
魚
の
活
用
で
も
あ
る
。
ま
た
、

地
元
の
生
物
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
水
族

館
に
生
物
を
貸
し
出
し
た
り
、譲
渡
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
こ
ち
ら
が
借
り
受
け
る
こ
と
は
無
い
。

  
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
は

  
ど
う
稼
ぐ
か

　

国
内
の
博
物
館
の
中
で
最
も
恵
ま
れ
た
運
営
環
境

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
国
立
科
学
博
物
館
。
そ
こ
が
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
こ
と
に
大
き

な
衝
撃
を
受
け
た
。
知
名
度
も
予
算
も
無
い
地
方
の

小
規
模
館
は
今
後
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

　

財
源
の
内
訳
は
国
の
空
き
家
対
策
の
補
助
金
が

約
２
億
円
、
高
知
県
の
観
光
関
連
の
補
助
金
が
約

4
千
5
0
0
万
円
、
起
債
が
約
３
億
円
で
、
室
戸
市

の
一
般
財
源
か
ら
１
7
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

起
債
は
過
疎
対
策
事
業
債
で
過
疎
地
域
の
市
町
村
が

認
め
ら
れ
た
地
方
債
で
あ
る
。

  
水
族
館
は
特
殊
な
ハ
コ

　

既
存
の
建
物
を
水
族
館
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
は
軀
体
自
体
や
設
備
に
求
め
ら
れ
る
条
件
が
特

殊
す
ぎ
て
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

軀
体
に
関
し
て
は
特
に
２
階
以
上
の
耐
荷
重
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。通
常
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
校
舎
で
は
２
階
以
上
に
大
型
水
槽
を
置
く
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
廃
校
水
族
館
の
２
階

部
分
の
半
分
は
地
面
に
接
し
て
お
り
、
大
型
水
槽
の

設
置
が
可
能
で
あ
っ
た
。
斜
面
に
校
舎
が
建
築
さ
れ

た
か
ら
で
き
た
対
応
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
斜
面
に
校

舎
が
建
て
ら
れ
た
の
か
。

　

戦
後
、
引
き
揚
げ
者
や
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
で

人
口
が
急
増
。
増
え
る
子
ど
も
に
対
し
、
学
校
も
拡

張
や
新
設
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、
食
糧
難
の
時
代

で
も
あ
り
、
地
方
に
お
い
て
は
、
食
糧
を
生
み
出

す
畑
を
潰
し
て
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

  
廃
校
だ
ら
け
の
室
戸
市

　

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
は
2
0
1
8
年
４
月
に
高
知

県
室
戸
市
室
戸
岬
町
の
椎
名
地
区
に
開
館
し
た
室
戸

市
の
指
定
管
理
施
設
で
あ
る
。
か
つ
て
は
「
室
戸
市

立
椎
名
小
学
校
」
で
あ
っ
た
。
2
0
0
1
年
３
月
に

３
名
の
卒
業
を
見
届
け
て
以
降
、
子
ど
も
た
ち
の
声

が
消
え
た
。
17
年
間
の
空
白
を
経
て
の
開
館
で
あ
っ

た
。

　

室
戸
市
は
捕
鯨
や
マ
グ
ロ
漁
で
栄
え
た
が
、

2
0
0
海
里
問
題
等
で
衰
退
し
、
人
口
は
右
肩
下
が

り
が
続
く
。
16
校
あ
っ
た
小
学
校
の
う
ち
11
校
が
消

え
、
来
年
春
に
は
さ
ら
に
も
う
１
校
が
歴
史
を
閉
じ

る
予
定
で
あ
る
。

　

国
は
耐
震
基
準
を
満
た
す
校
舎
の
利
活
用
を
求
め

て
い
る
。
か
つ
て
は
地
方
の
過
疎
地
の
問
題
で
あ
っ

た
廃
校
が
、
深
刻
な
少
子
化
に
よ
り
、
都
市
部
で
も

次
々
と
増
え
て
い
る
。

　

都
市
部
は
人
口
が
多
く
、
廃
校
施
設
を
運
営
し
た

い
人
も
利
用
し
た
い
消
費
者
も
居
る
。
高
齢
化
・
過

疎
化
が
深
刻
な
地
方
に
お
い
て
は
、
利
用
者
ど
こ
ろ

か
運
営
者
す
ら
現
れ
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
「
椎
名
小
学
校
」
は
長

い
間
、
室
戸
市
役
所
の
Ｈ

Ｐ
で
利
活
用
の
募
集
が
さ

れ
て
い
た
。
手
を
挙
げ
た

我
々
は
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協

議
会
と
い
う
大
阪
に
事
務

局
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

あ
る
。
室
戸
市
は
大
型
定

置
網
が
点
在
し
て
お
り
、

好
調
な
水
揚
げ
も
あ
っ
て

定
置
網
漁
は
今
も
盛
ん
で

あ
る
。
太
平
洋
に
面
し
た

定
置
網
は
ウ
ミ
ガ
メ
を

調
査
・
研
究
す
る
我
々

に
は
魅
力
的
だ
っ
た
。

2
0
0
3
年
か
ら
調
査
拠

入
を
得
て
い
る
。
一
方
で
、
飼
育
生
物
は
全
て
も
ら

い
物
。
イ
ル
カ
な
ど
の
大
型
の
生
物
が
お
ら
ず
、
餌

代
が
膨
ら
ま
な
い
。
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
は
一
切
作

ら
な
い
等
、
徹
底
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト
運
営
が
黒
字
経

営
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

施
設
を
継
続
さ
せ
る
経
営
手
腕
が
今
、
博
物
館
に

は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

点
を
構
え
て
職
員
を
常
駐
さ
せ
て
お
り
、
最
初
の
常

駐
者
が
私
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
資
金
力
の
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
い
つ
ま
で
も

室
戸
に
調
査
員
を
派
遣
し
、
調
査
を
続
け
る
こ
と
は

難
し
い
。
協
議
会
内
で
は
室
戸
の
調
査
拠
点
撤
退
に

つ
い
て
の
議
論
も
始
ま
っ
て
い
た
。

　

初
代
室
戸
常
駐
者
と
し
て
、
何
と
か
室
戸
を
拠
点

と
し
て
残
し
て
お
け
な
い
か
と
模
索
し
た
結
果
、
市

役
所
Ｈ
Ｐ
の
「
椎
名
小
学
校
」
の
利
活
用
募
集
を
見

つ
け
た
の
で
あ
る
。

  
廃
校
利
活
用
の
難
し
さ

　

今
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
地
方
議
員
が
多

く
視
察
に
来
る
。
廃
校
の
利
活
用
の
難
し
さ
に
頭
を

抱
え
て
い
る
地
域
が
多
い
よ
う
だ
。

　

廃
校
は
自
治
体
が
運
営
す
る
博
物
館
の
収
蔵
庫
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
多
く
の
博
物
館
が

収
蔵
庫
不
足
で
困
っ
て
い
る
現
状
は
あ
る
が
、
防
虫

や
湿
度
管
理
が
必
要
な
収
蔵
品
も
多
く
、無
人
の
「
物

置
」
に
収
蔵
で
き
る
物
は
限
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
校
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
特
別
な
場

所
だ
。
特
に
地
方
に
お
い
て
は
先
祖
代
々
の
母
校
で

あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
利
活
用
に
対
し
て
は
、
厳
し

い
意
見
が
相
次
ぐ
。
特
に
他
の
地
域
か
ら
来
た
人
が

運
営
す
る
場
合
は
、
地
域
住
民
の
感
情
を
逆
な
で
し

や
す
い
。
し
か
し
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
地
元
に

廃
校
を
利
活
用
す
る
元
気
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
ん

な
元
気
が
あ
れ
ば
、
廃
校
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

私
た
ち
は
「
廃
校
水
族
館
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で

も
お
𠮟
り
を
受
け
た
。「〝
廃
〟
と
い
う
字
は
〝
廃
れ

る
〟
に
通
じ
る
」
と
い
う
言
葉
は
耳
に
タ
コ
が
で
き

る
ほ
ど
浴
び
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、「
廃
れ
る
」
と

い
う
言
葉
は
現
実
で
あ
っ
た
。
17
年
放
置
さ
れ
た
校

舎
は
、
雨
漏
り
で
天
井
が
落
ち
、
シ
ロ
ア
リ
に
床

や
壁
が
食
べ
ら
れ
て
い
た
。
建
物
の
修
繕
だ
け
で

３
億
５
0
0
0
万
円
が
費
や
さ
れ
、
水
槽
や
送
水
管

の
設
置
な
ど
も
含
め
、
総
額
５
億
５
0
0
0
万
円
使

わ
れ
て
い
る
。

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
耕
作
に
向
か
な
い
山
の
斜
面
や

海
辺
に
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
う
し

た
事
情
で
斜
面
に
校
舎
が
建
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、

廃
校
水
族
館
は
２
階
に
大
き
な
水
槽
を
設
置
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

  
展
示
生
物
は
突
然
や
っ
て
く
る

　

室
戸
市
の
近
海
で
獲
れ
た
生
物
を
展
示
し
て
い
る

の
で
、
国
内
外
か
ら
生
き
物
を
集
め
て
展
示
す
る
一

般
的
な
動
物
園
や
水
族
館
と
は
大
き
く
異
な
る
。
通

常
は
展
示
生
物
を
決
め
て
か
ら
、
そ
の
生
物
の
生
態

に
合
わ
せ
た
水
槽
の
設
計
を
進
め
る
。
廃
校
水
族
館

は
ス
ペ
ー
ス
や
予
算
の
制
約
の
中
で
設
置
で
き
た
水

槽
で
飼
育
可
能
な
生
物
を
展
示
す
る
。

　

ほ
と
ん
ど
は
近
隣
の
定
置
網
漁
を
中
心
と
し
た
漁

師
さ
ん
や
釣
り
人
か
ら
頂
く
も
の
ば
か
り
。
だ
か
ら

毎
朝
何
が
来
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
種
に
よ
っ
て
は

到
着
し
て
か
ら
慌
て
る
。
例
え
ば
マ
ン
ボ
ウ
の
長
期

飼
育
に
適
し
た
水
槽
は
無
い
。
提
供
し
て
下
さ
っ
た

漁
師
さ
ん
の
気
持
ち
も
尊
重
し
、
１
週
間
程
度
展
示

し
、
元
気
な
う
ち
に
海
に
放
流
す
る
。
そ
の
他
の
場

合
も
別
の
飼
育
生
物
と
の
相
性
な
ど
も
考
え
な
が
ら

入
れ
る
水
槽
を
決
め
る
。
時
に
は
展
示
は
せ
ず
に
海

に
戻
す
こ
と
も
あ
る
。
頂
戴
す
る
多
く
の
魚
が
売
れ

リノベーション前の校舎内。雨漏りで天井が落ちていた

斜面に建てられた、リノベーション前の旧椎名小学校。
校舎左側の２階が途中から地面に接している

ウミガメ類で最大となるオサガメも定置網に入ることがある

イセエビ類は購入すると高値であるが、縁起物なので触角や脚が折れていたりすると分けてもらえる。
なお脱皮の度に触覚や脚は少しずつ再生する

オリジナルグッズの一部。県内製造や地元店舗へ卸してもらう
など、地域貢献にこだわっている

廃校を活用した水族館の運営

地域と歩む博物館 Vol.8

登録博物館・むろと廃校水族館／館長・学芸員　若月 元樹

博
物
館
情
報

高知県室戸市室戸岬町533 ｰ 2
むろと廃校水族館公式X

むろと廃校水族館

詳しくはこちら
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観光まちづくり学部について、ホームページで詳しく紹介しています。
また、専任教員が専門分野や学生への期待などを動画で語っています。
以下からご覧ください。

観光まちづくり学 部 公 式
Ｘ（旧ツイッター）もぜひご
覧ください。学内のイベン
トやゼミや学生の活動を
アップしています。

観光まちづくり学部
ホームページ

観光まちづくり学部
専任教員動画
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本学部のカリキュラムの詳細や、1 期生・2 期生による「ゼミや講
義」、「インターンシップ体験」、「学生生活」、「海外スタディーツアー」

「観光まちづくりコンテスト受賞」の紹介などを一冊にまとめたガ
イドブックを、PDF で全ページを公
開しています。奨学金などの学びの
サポートやたまプラーザキャンパス
の施設紹介なども詳しく掲載してい
ます。以下からご覧ください。

観光まちづくり学部WEBサイトのご案内

観光まちづくり学部 GUIDEBOOK 2024
「地域の夢」全ページ公開！

©國學院大學　2024
本誌掲載の記事・写真の無断転載及び複写を禁じます。

観光学部こくぴょん
里山

観光まちづくり学部
「こくぴょん」

※本冊子をPDFでもご覧いただけます。
（現在は第3号掲載中。
最新版は2024年12月上旬掲出予定）

観光まちづくり学部 観光まちづくり学科 入試情報

◆令和7年度（2025年度）一般選抜入試

◆観光まちづくり学部特別選考 （V方式・A日程受験者対象）

國學院大學の
受験生WEBサイトを
確認しよう！

動画コンテンツ配信  大学の基本情報や、入試説明、学部学科の学び、模擬授業などを公開中。

バーチャルキャンパス  渋谷・横浜たまプラーザキャンパスを360度でご覧いただけます。

國學院大學　入学課（若木タワー1F）　TEL ： 03-5466-0141（直通）　E-mail ： exam@kokugakuin.ac.jp

入試制度 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

V方式（大学入学共通テスト利用入試） 1/4(土)～1/17(金) 1/18(土) 
1/19(日) 2/14(金)

A日程

3教科型

1/4(土)～1/22(水)

2/2(日)

2/14(金)最高得点科目重視型 2/3(月)

学部学科特色型・英語外部試験利用型 2/4(火)

B日程 1/4(土)～2/21(金) 3/2(日) 3/12(水)

入試制度 試験日 出願期間 （消印有効） 合格発表日 入学手続期間 （消印有効）

観光まちづくり学部特別選考 書類選考のみ 1/4（土）～2/21（金） 3/12（水） 3/12（水）～3/19（水）

1

2

A日程(2月4日)で「英語外部試験利用型」を新たに導入

観光まちづくり学部特別選考を実施

英語検定試験のスコアを出願要件として、本学独自の「外国語」試験を免除する入試制度。前期日程から英語検定試験のスコ
アが活用でき、2科目での受験が可能となるため、より受験しやすくなっている。出願要件として利用可能な英語検定試験の種
類および基準は、学部学科によって異なるため、詳細は入学案内や入学試験要項で要確認。

令和7年度V方式・A日程において、観光まちづくり学部 観光まちづくり学科を受験した者を対象に、以下3点の総合評価に
よって合否判定を行う入試制度。一般選抜入試の成績だけでなく、学びへの興味・関心や学修意欲も評価。

【選考方法】 ①志望理由書（700～800字）　②V方式・A日程の成績　③調査書

入試検定料

入試のポイント

入試日程

試験会場

お問い合わせ先

受験生向けサイトを中心にオンラインでの情報発信を行っています。
ここから
アクセス

公募制自己推薦（AO型）の出願は
2024年10月4日に受け付けを終了しました。

同時出願

A・B日程

A・B日程

合計

38,000円
54,000円

63,000円
88,000円

43,000円
53,000円

16,000

25,000

10,000

18,000

43,00030,00013,000
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